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　　一　アナザー・デイに死ね







　──とにかく辺りは〝闇やみ〟だった。

　目を開けているのか、閉じているのか、それすらもわからない。まぶたの感覚はおろか手足や胴体の感覚もない。あらゆる刺し激げきがここには存在しない。鼻をつままれてもわからないほどの闇……いや、鼻があるのかどうかもわからない闇だ。

　ここはどこなのか。

　どうしてここにいるのか。

〝自分〟が何者なのかすら、わからない──違ちがう、わからないというよりも、まったく気にならないんだ。思い返そうとする気が起きない。心は凪ないだ海のように穏やかだった。

　わかっていることは二つ。

　じきに〝自分〟は、周囲の闇だか無だかに溶けて、消えてしまうだろうということ。

　そして〝自分〟は、もう既すでに死んでしまったのだということ。

　それなら、いまここに存在する〝自分〟は何なのだろうか。魂たましいとか？　幽霊とか？　精神ココロの残りかすのようなもの？

　──ま、今いま更さらどうでもいい。

　恐怖はすこしもなかった。

　無へとほどけてゆく感覚は、まどろみから深い眠りに落ちてゆく途中の、あの曖あい昧まいで優しげな感覚に似ていて、心地よい……

『──汝なんじの名は？』

　不意に、どこからともなく問いかけられた。女の子の声だ。ずいぶんしかつめらしい。

　初めての──あるいは久しぶりの外部からの刺激に、〝自分〟はひどく不快感を覚えた。冬の朝、ぬくもりのこもる布団の中で気持ちよくまどろんでいた時、おもむろに桶おけ一杯の冷水を浴びせかけられたような、そんな気分がした。

　ううん、あと五分……

　しゃっきりとしかけた意識を再びゆるめ、忘ぼう我がの境さかいに戻ろうとすると、

『──答えなさい。キミの名前は？』

　さっきよりも強い調子で声が響ひびく。

　うーん……どうしても答えなきゃ駄目なのか？

『駄目っ！』

　うわっ！　いきなり大きな声を出さないでくれ、刺激が強すぎる！

　……って、そういやあ、耳がないのに声が聞こえるってのは、いささか不思議だな。でも聞こえちまうんだからそういうものだと納得するしかない。耳を塞ふさいだりできないのが困りもんだ。こっちの考えてることはどうやら筒つつ抜けのようだし。

　やれやれ、しかたないな……面倒だと思いながらも、〝自分〟は飛散しかけた意識をかき集め、記き憶おくをまさぐった。

　えーっと、確か……そうだ、〝オレ〟の名前は〝不ふ二じ由ゆう真ま〟！

　……だったはずだ、多分。

　名前が思い出されると、それにつられるようにして、断片的なプロフィールが浮上してきた。

　不二由真。

　首都近郊の衛星都市、樽たる多た露ろ市しに住む高校二年生男子。クラスで浮かない程度には社交的で、これといった趣しゆ味みはなし。強しいていうなら料理とギターだけど、料理の方は一人暮らしで覚えちまったってだけで、ギターはワンフレットのバレーコードがなんとか押さえられるぐらいの腕前──つまりどっちも、素人しろうとレベル。人に自慢できるようなモンじゃない。テストの成績は良くないが、『不二君って妙みようなこと知ってるよね』とたまに言われる。どうも知識に偏かたよりがあるみたいだ。自分じゃよくわからないが。

「──思い出した？」

　まあ、なんとかな……まだ自分の記憶じゃないみたいで、しっくりこないけど。他人の履り歴れき書しよを読みあげているような感じだ。

「そのうち馴な染じんでくるでしょ……では〝不二由真〟よ、汝なんじに問おう！」

　なんだよ、急にオペラみたいな喋しやべり方して……ていうかさ、アンタどちらさま？

「……不二由真よ、生に未み練れんはあるか？」

　無視かよ！　まあいいけど！

　……で、なんだって？　未練があるかって？

　倦けん怠たい期きを迎えた夫婦の食卓よりも冷え切っていたはずのオレの心に、ふつふつと熱が湧わき起こるのを感じた。それが怒りという感情であるのだと、少し遅れて気がついた。

　あたら十六才で死んじまったイタイケな青少年に向かって『未練はあるか？』ときたか。聞くまでもないじゃねーか、あるに決まってる！

　消えてしまってもかまわないなんて、どうしてさっきは思ってたんだろう？

　そりゃ退たい屈くつな人生だと思ったことがなかったわけじゃない。怠たい惰だに過ごす日だって多かった。良いことばかりでもなかった。でも死ぬことと比べたら、どんな悩みも瑣さ末まつだ。

　オレには数え切れないほどの未来があった。何にだってなれると、根こん拠きよもなく信じていた。

　漠ばく然ぜんとした不安がなかったわけじゃないけど、もうそれすら感じることもできないなんて、こんな理り不ふ尽じんってあるか？

　……いや、違ちがう、そうじゃない！　オレの心残りはもっと別にある。

　刹せつ那な的てきだと笑うなら笑ってくれ、未来なんかはどうだっていいんだ。オレが今空腹だったとして、どっちか選べといわれたら、明日食える予定の数千円のステーキより、目の前にある一杯五百円のラーメンの方をとる。若さって、そういうもんじゃないか？

　オレはグラグラと煮にえ立つ心の海へと深く潜もぐり、赤いマグマを噴ふき上げる海底火山へと近付いていった。それは怒りの源泉だ。その正体をじっと見つめ、その核心へと触れ、読み解いてゆく……そうだ……オレは、オレは……

「オレは、死ぬ前に一度くらい、女の子とえっちしてみたかったんだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおアァァッ！」




　…………………………………………お？

　心の中の火山が大噴火、溶岩流が流れ去り、ふと気づけばオレは薄暗がりの中にいた。

　見上げる先にはタイル張りの天てん井じようがあって、灯あかりの点ついていない蛍けい光こう灯とうが規則正しく並んでいる。背中の下には硬質な床の感かん触しよく。頭のすぐ上にガラス窓があって、冴さえた月光が斜ななめに差し込んでいる。

　鼻から息を吸い込めば、埃ほこり臭い空気が鼻の穴を満たした。久しぶりに聞く自分の心音はうるさいほどだ。遠くからかすかに届くのは、車のクラクションや電車が鉄橋を渡る響ひびき、足音や話し声などが混ざり合った、都市の雑ざつ踏とうだった。

　突然戻ってきた感覚たちと全く摑つかめない状況に、困惑しながら上体を起こす。脳みそにこびりつく激しい怒りの残ざん滓しに、目の奥がチカチカした。片手を額ひたいに当てて軽く首を振る。

　さっきまでのは何だったんだ……夢？　にしちゃあ、ひどく生々しい感覚が全身に残っている。

　ここは……どこだ？

「こら、ねぼすけ」

　いきなり聞こえた声に、オレは飛び上がった。マジでケツが五センチばかり宙に浮いた。慌てて視線をさ迷わせる。

　どこかの倉庫だろうか。がらんとした室内には、空っぽのラックが幾いくつも並んでいる。何か、巨大な生物のむき出しの骨格のようだ。そのうちの一つに、ほっそりとした人影が背中を預けていた。

　目ま深ぶかに被ったキャスケットの下、細められた瞳ひとみが月光を映している。ノースリーブのブラウスに、タータンチェックのスカート。黒のニーソに、ヒールのあるローファー。足元にはでかいスポーツバッグが置かれている。
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　暗さと帽子のせいで顔立ちはわかりづらいが、彼女イナイ歴＝年ねん齢れいのオレに与えられた野性の勘かんが、かなり可愛かわいい女の子だと告つげていた。満ち足りた獣けものよりも飢うえた獣の方が、嗅きゆう覚かくは鋭するどいってこった。

「もうちょっとで死にそうなときに『あと五分』だなんて、キミってそうとう脳天気なのね」

　寝起きにはきつめの評価も、他ならぬ美少女（暫ざん定てい）の言うことだ、とりあえず頷うなずいておきたい衝しよう動どうに駆られるが──ちょっと待て、なんでこの娘コ、オレの見た夢の内容を知ってるんだ？　そういえばこの娘の声、夢の中で聞いた声に似てる気がするけど……は、まさかな。

　いやそれより、何やら不ふ穏おんなこと言ってる。

「死にそうだった？　誰だれが？」

　オレが尋たずね返すと、一拍あって。

「……そっか、覚えてないのか」

　返ってきた女の子の答えは、オレの予想の範はん疇ちゆうに収まらないものだった。

「なんだって？」

「自分が死んだ時のこと。覚えてないでしょ？　ショックで忘れちゃう人がたまにいるみたい。あのね、キミはもう既すでに死んでるのよ」

　……なんだこりゃ。新手のナンパか？

「──ってコトは、ここは地獄で、キミは鬼かなんか？　……っつーよりは、どっちかっつーと天使だよな。じゃあオレは天国に来られたのか！　ハレルーヤ！」

　テンションを上げてかかったオレに、女の子はニコリともせず。

「真ま面じ目めに聞いて」

「すいません……」

　粛しゆく々しゆくと謝あやまるオレ。相手が不機嫌そうだったら、こちらに非があろうとなかろうと取り敢あえず謝る。コレ最強。

「キミは一度死んで、私の〝屍造術プラストミツク〟で蘇よみがえったの」

「プラス……チック？　合成樹脂？」

「プラストミック。〝屍霊魔術ネクロマンシー〟の基本であり奥おう義ぎでもある、死体を〝半ゾ死ン人ビ〟として蘇らせる魔術よ。死者の声無き声を聞き、命無き者に仮かり初そめの命を与える──それが屍霊魔術であり、うちの家は、代々それを伝える〝屍霊術師ネクロマンサー〟の家系なの」

　抑よく揚ようもなく、淡たん々たんと紡つむがれる女の子の言葉。

　うげ、胡散臭えスピルチユアルッ……！

　ネクロマンサーだとかゾンビだとかいう単語は、どっかのゲームやら漫画やらで見たような気がしないでもないが、だからといって現実味があるわけではない。

　オレがゾンビだって？　んなバカな！

　二の句が継げないでいるオレに、女の子は真剣そのものの表情で続ける。

「いきなりこんなこと、信じられないのはわかる。でも落ちついて。理解して」

　あんな夢を見た後でなければ、そして語っているのがこんな美少女（暫ざん定てい）でなければ、オレは適当に話を切り上げて、そそくさと退散していたことだろう。

　だってこのとおり心臓は元気に動いてるし、呼吸だってしてるんだぜ？

　オレは何とはなしに自分の体を見下ろしてみて。

　──絶句した。

　なんじゃこりゃ！　ズタボロじゃねーか！　半はん袖そでのカジュアルシャツは汚いまだら色に染まり、ジーパンは異様にゴワゴワしている。つまりオレは全身血まみれだったんだ。ほとんど乾いていたが、体を動かしてみると、革靴の中や尻しりの下はまだねっとりしていた。

　恐る恐る体中を触ってみる。あれ、全然痛くねーぞ？　……と思ったらボディに傷はなかった。ボロボロなのは服だけだ。少しほっとする。焼け石に水程度にほっとする。

「どうなってんだ、こりゃあ……」

「殺されたのよ、キミ」

　オレが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた独り言に、女の子は律りち儀ぎにも返事を返してくれた。

　そっか、殺されたのか、オレは……っておいおい、冗じよう談だんじゃねーぞ。

　事故ってんならまあ納得──いや、納得はできないが、理解はできる。誰だれかに殺されなきゃならないような、大それた人生を送ってきた覚えはない。

「殺されたって……誰によ？」

　女の子は答えずに、スッと右腕を上げた。そのフェティッシュな指先は、座ったままのオレの頭上を飛び越えて、窓の外を示している。

　オレは床に片手をついて立ち上がると、外の様子を窺うかがった。

　窓のすぐ下は植え込みになっていて、夜風に揺れる草木を隔へだてて、魚ぎよ鱗りん模様にタイルが敷しかれた歩道が続いている。その途中に干ひ乾からびた噴水。水の出ない瓶かめを担かついだ人魚像はどこか物悲しげだ。さらに向こうのアレは……メリーゴーラウンドか？　もっと奥には、月明かりに浮かびあがった大だい観かん覧らん車しやの偉容が、古代文明の遺跡然とした佇たたずまいを見せている……

「ああ、ここファニーパークか」

「そうよ。事務所の一室」

　樽たる多た露ろ市しファニーパーク。

　緑豊かなベッドタウン、樽多露市の中心に位置する庶しよ民みん派テーマパーク。開園当初はブームもあってそれなりに賑にぎわっていたが、近年は客足も遠のいて、二ヶ月ほど前ついに閉園となった。

〝花と緑の遊園地〟というパッとしないキャッチ。いまいち時代に乗り切れていないレトロなセンス。代わり映えのしないアトラクション。微び妙みように可愛かわいくないマスコットキャラ……そりゃ閉園にもなるわってなもんだが、それでも付近住民にはそれなりに親しまれていて、別れを惜おしむ声も少なくなかった。オレも越してきてすぐの頃は、よく遊びに来たもんだ。あー、散々乗ったなあ、あのゴーカート……

　なんて、懐かしさに浸ひたれたのは一いつ瞬しゆんのこと。

　よくよく見れば園内のあちこちに、奇妙な人影がうろついている。

「……うげあ!?」

　叫さけび声を上げ、オレは窓から後ずさった。

　それらを人影と言っていいものかどうか……五体満足であるものは殆ほとんどない。片手や片足や頭、どこかしら欠けている。直視するのも躊躇ためらわれるそれらが、声も立てずに徘はい徊かいしていた。

　非の打ち所がない。あれぞまさしくゾンビだ。

　美少女（暫ざん定てい）の前でカッコ悪いところを見せたくないという安っぽいプライドが、崩くずれかけのジェンガのようになったオレの腰をかろうじて支えていた。遠目だったからまだよかったものの、あれらがもう少し近くにいたら、下半身関係の恥はずかしいシーンをお見せしちまったことだろう。性的な意味じゃなく。

　信じたくはない……けど、リアルすぎる！　眼球の垂たれ方とか、腸ちようのはみ出し方とかが！

「……あ、あれも、キミが？」

　オレは引きつったまま戻らない顔で、なんとか背後に問いかける。

「やめてよ。私、あんな酷ひどいことしない」

　返ってくる女の子の声には、嫌けん悪お感かんがありありと含ふくまれていた。

「施せ術じゆつが高度であればあるほど、ゾンビはより生者に近くなるの。あれは最悪。復元が粗雑すぎて魂たましいが崩ほう壊かいしかけてる。あの人たちは多分、自分が誰だれだったのかももう覚えてない。ただ辛くて、苦しくて、たまらないの。ずっと死に続けてるようなものよ」

　オレの耳に届く女の子の声。それは、オレが今まで生きてきた日常とは、違ちがう世界からやってくる言葉だ。オレは怖くなって振り返る。そこにいたのは──よかった、美少女（暫ざん定てい）だ。

「一番許せないのは、スムーズに命令を聞かせる為に、わざとそうしてるってところね。楽になりたいなら言うとおりにしろって。クロネクロのよく使う手口だわ」

「ク、クロネクロ？」

「自らの欲望のために死者を冒ぼう瀆とくし、みだりに術を使ってはばからない、悪いネクロマンサーたちのこと」

　クロ、ネクロ、ねえ……

「じゃあ、ええと……キミは、シロネクロ……とか？」

　オレがなんとなく口にすると、女の子はちょっと意外そうな顔をした。

「よくわかったわね……まあ、適当に言ったんでしょうけど。シロネクロは、ずっと昔に屍霊魔術ネクロマンシーを編み出した〝始祖〟が定めた戒律を遵じゆん守しゆしながら、クロネクロと戦い続けているの。キミを直接殺したのはあのゾンビたちよ。目についた生き物を片っ端から襲おそうように〝命令オーダー〟されてるんでしょうね。でもその裏には、クロネクロがいる」

　オレは再び窓の外、月明かりに照らされて蠢うごめく影たちへと視線を向けた。

　ちくしょう、いきなりあんなトラウマもん見せられるとはな……大がかりな悪戯いたずらって可能性もなくはないかもだが、そんなモンをオレに仕掛ける意味がわからないし、この女の子は、なんつーか……そんなに器用そうには見えない。信しん憑ぴよう性せいがなさすぎるのが逆にマジっぽい。なにより美少女（暫定）だからな。もうそれだけで、オレにとっては信用するに足る根こん拠きよだ。

　……それにあの夢。起きてから随ずい分ぶん経つってのに、あの感覚と記き憶おくは薄れるどころか、どんどん鮮明になってゆく。広こう大だい無む辺へん、絶対的な〝闇やみ〟の感覚……

　オレは頭の中で密ひそかに構築していた『このちょっと（かなり？）変な娘コはオレに一目惚ぼれし、大層まわりくどいやり方でアプローチをかけてきている』という、平和的かつ現実的な推すい論ろんに、大きく×をつけた。はかない夢だった……

　深く溜ため息いきを吐つき、女の子を振り返る。

「……んで、何だってオレは夜の遊園地で、そのクロネクロとやらが造りだしたゾンビに殺されちまったワケ？」

　確か今け朝さは……フツーに起きて学校に行って、六限まであるカッたるい授業をテキトーにあしらい、帰宅部なもんでさっさと校門を出て──あ、こっから記憶がねーな。いくら思い出そうとしても、霧きりがかかったみたいに先が見えない。

「さあ。私もゾンビの群れに襲おそわれて逃げてる途中に、死んでるキミを見つけて、ここまで運んだだけだから」

　女の子はラックから背中を離はなすと、身を屈かがめてスポーツバッグの肩掛けベルトを手に取った。

　うおっ！

　動作の途中、襟えり元もとから覗のぞいた控ひかえめな胸のふくらみに、思わず首がスライドする。ふむ、ブラは水色か……清せい楚そでステキだ！

「そりゃ手間かけさせて悪かったな。サンキュー……」

　意識の大半をブラチラに持っていかれながらぼんやりと口にした、全く気持ちのこもらない社交辞令に、女の子は動きを止めた。

　何が入っているのか、やたらと重そうなバッグのベルトを肩にかけたまま、じっとオレを見つめてくる。帽子のつばに半なかば隠れた瞳ひとみは、あまり思考を伝えてくれない。

　な、なんだ？　まさか……ブラチラ見てたのがバレたか？

「キミが謝あやまる必要も、キミから感謝される筋合いもない。ほんとキミって、どうしようもないくらい脳天気」

　あれ、なんだか怒っていらっしゃる。なんで？

「クロネクロの狙ねらいは私なの。これはシロネクロである私と、クロネクロとの戦い。キミは完全にとばっちりで殺されたのよ？　もっと私を責めていいし、怒っていいの」

　なるほど、そういう発想もあるのか……でもまずオレ、自分が死んでるって言う実感がまったくないしな。

「でもさ、キミ、オレを助けてくれたんだべ？　感謝の気持ちの方が強いかなあ」

　女の子は頰ほおに片手を当てて、溜ため息いきを吐ついた。呆あきれられたみたいだ。

「まあ、どうでもいいわね……とりあえず自分が死んじゃったことは理解できた？」

「バッチリ！」

　とは答えたものの、ぶっちゃけ半信半疑だ。

　ウソみたいだろ……死んでるんだぜ……オレ。

「なら行くわよ」

　そう言うと、女の子はさっさと踵きびすを返す。スポーツバッグの中身が重たい金属音を立てる。

「どこによ？」

「ここから出るの」

「え？　出たらヤバくね？　警察呼ぶとかしねーの？」

「一般に存在を知られてしまうような行為は、戒律で禁じられているの。だから警察は駄目。ここにいたってそのうち見つかっちゃうだけだし、狭せまいところで襲おそわれるのはあんまりよくないわ。大丈夫、ある程度近付かない限り襲ってこないから。私についてきて」

　ワーオなんという男前。

「ウィース」

　オレは防災訓練のとき、大半の男子がそうであるような調子で、ちんたらと女の子の後に続きながら、その背中へ声をかけた。

「そういやあキミ、名前なんての？　あと携帯番号とか、教えてくんない？」

　女の子はドアノブに手をかけたまま半身振り向くと、細めた片目の眼光でオレを射抜いた。

「比ひ良ら坂さか高こう校こう二年Ｂ組、出席番号十一番、高たか峰みね雪ゆき路じ。一応キミのクラスメイトなんだけどね、不ふ二じ由ゆう真まくん？」







　事務所を出たオレと高峰は、潜入工作員的な動きでひたすら出口を目指した。

　メリーゴーラウンドの馬、ティーカップの中、ゴミ箱の裏、園内の建造物が作り出す陰影を渡るように、ゾンビたちの群れをやり過ごした。

　そしてオレは、数分と経たずに後こう悔かいし始めていた。やっぱあのまま隠れてた方がマシだったんじゃないかって。怖いわ、コレ。マジ怖い。

　大体が夜の廃園なんていう、できすぎたロケーションだ。間近で見るゾンビは怖いなんてもんじゃなかった。崩くずれかけた顔、ふくれあがった腐ふ肉にく、こぼれかけた内ない臓ぞう。腐くさりかけた腕が鼻先を掠かすめるような危うい場面もあり、生きた心地がしなかった。ま、オレはもう死んでるらしいが。

　そんなにストレスに強い方じゃないオレが半狂乱にならずにすんだのは、隣となりに高峰がいたからだ。

　高峰は的確だった。

　ゾンビたちの知覚が及ぶ範囲をよく把は握あくしていて、『行ける』『行けない』の判断は迅じん速そくだった。

　おかげでオレたちはゾンビに見つかることなく、小さなモノレールの支柱まで辿たどり着くことができた。自転車みたいに足で漕こぐタイプのやつだ。園の外周を回るコースで、のんびり〝花と緑の〟景色を堪たん能のうできるアトラクションだ。つまり、出口は目と鼻の先ってこと。

　オレは肩が触れ合うほど近くにある、峻しゆん厳げんな表情を浮かべた横顔を盗み見る。

　高峰、雪路か……

　クラスメイトだって話だが、言われてみればそんなヤツもいたかな？　ってレベルだ。

　まあ、オレだって別にクラスの全員と仲が良いわけじゃない。まだ一学期も半なかばだし、〝友だち百人〟を標ひよう榜ぼうしているわけでもない。ろくに話したことのないヤツだっている。でもこんな美少女（暫ざん定てい）を見逃してたなんて、思春期真っ盛りの男子としては、不覚をとった思いだ。つか、軽く不思議ですらある。ありえねーだろ、マジありえねー。

「──ちょっと待ってて。見てくるから」

　高峰は短く言い残すと、柱の影から出て行った。

　オレは柱に背中を預け、強こわ張ばった溜ため息いきを吐つく。さすがに疲つかれた。今すぐヘタり込みたい衝しよう動どうに何とか耐える。

　この世にゾンビなんてもんが本当にいたこと。

　オレがそれになっちまったこと。

　クラスメイトがネクロマンサーだなんつー、超常的な存在だったこと。

　考えるべきこと、悩むべきことはたくさんあるんだろうが……そんなのは明日だ、明日。家に帰ったらとりあえずシャワーを浴びて、ぐっすり寝て、話はそれからだ。

　強こわ張ばった筋肉をほぐそうと伸びをしかけた時──いつからそこにいたのか、五歩ほどの距離を隔へだてて佇たたずんでいた女の子と、バッチリと目が合ってしまった。思わず動きが止まる。

　高たか峰みねよりも随ずい分ぶんと小さい。中学生くらいかもっと下。伸び放題の癖くせ毛げが綿めん羊ようを連想させる。おっとりした顔立ちもどことなく羊系だ。

　じき夏にもなろうってのに、裾すそが膝ひざまであるモフモフした釣つり鐘がね型のコートを着込み、ファスナーを完全に閉めきっている。靴下を履はかずにスポーツシューズをつっかけ、両手を体の後ろに隠すようにして、やや腰を折った姿勢。上目遣い。

　一いつ瞬しゆんビビッたが、その愛らしい姿を見れば、オレの警けい戒かい心しんは春の淡あわ雪ゆきの如ごとく溶け失うせていた。

「キミ可愛かわいいね。迷子？　えーと、ここ危ないから、お兄ちゃんと一いつ緒しよに行こうぜ。あ、別にナンパってわけじゃないけど、キミさえよければお茶でも──」

　オレが語っている間に、女の子はトトッと軽やかに歩み寄ってくると、体の後ろに隠していた片手を掲かかげた。そこに持たれたモノが何なのか確認するより早く──ズム！　上半身に衝しよう撃げきと痛みが走った。

　オレの左肩、鎖さ骨こつのあたりに埋うまったもの。長大な楕だ円えん形けいの鉄板、その外周を取り巻くギザギザの刃。女の子の持ち物にはそぐわない凶悪なフォルム──チェーンソーだ。

「うあ、ちょ、え？」

　痛みすら忘れて激しく戸と惑まどうオレを置いてけぼりに、女の子の左手は本体のスターターワイヤーを引く。どるーんどどどど。チェーンソーのエンジンが嬉うれしそうに、ガソリン臭い呼吸を始める。

　おい馬鹿やめろこんな状態でトリガー引いたらどうなるかわかってるのかドギュラララララララララララララッほらみろ刃がどんどん進んでオレの鎖骨をギュババッ断ち割ってヂュグヂュグ胸まで侵入してきたやべえ超痛え！

「あはは」

　楽しげに笑う女の子。あははじゃねえ！

　口の中に濃のう厚こうな血の味が広がる。オレはフェミニストの仮面をかなぐり捨てて右腕を伸ばし、笑う女の子を突き飛ばした。反動で自分も後ろによろけ、背中を柱に打ち付ける。チェーンソーの刃が抜けた左胸から、冗じよう談だんみたいな量の血が噴ふき出した。

「ごぽっ！」

　オレは血の塊かたまりを吐はきながら、ずるずるとその場に崩くずれ落ちる。左肩から先の感覚がない。痛みなのか熱さなのかよくわからない。とにかく心臓が破は裂れつしそうなほどに脈みやく打っている。初エッチのときもこんな感じだろうか。違ちがうか。オレは錯さく乱らんしてるようだ。

　霞かすむ視界の中、女の子がチェーンソーを振り上げるのが見えた。大の男でも振り回されちまいそうなチェーンソーを、子どもが棒切れを振り回すかのように軽々と。

　なんなんだこの娘コは。ホラー映画から抜け出してきたのか？　てか、オレは死ぬのか？　ゾンビなのに死ぬのか？

「おい瑠る衣い、『命令オーダー・停まれストツプ』、そいつァ違う」

「ぁう？」

　少し掠かすれた男の声がして、女の子の動きがピタリと止まった。足音がする。

「高たか峰みねの跡あと継つぎは女だ。てか誰だれだよ、オメェは？」

　女の子の背後に現れたのは長身の男。つばの長いキャップを斜ななめに被り、首にはチョーカー、腕にはバングル、ストリート系のファッションに身を包んでいる。

　ども、はじめまして、比ひ良ら坂さか高こう校こう二年Ｂ組、出席番号二十五番、不ふ二じ由ゆう真まッス！　マジ死にそうッス！　そういうアンタは誰？　と、ヤケクソでフランクな挨あい拶さつをキメてやりたかったが、残念ながら痛みで声も出せない。出るのは血と涙と鼻水とうめき声ばかりだ。

「通りすがりか？　あーあ、ヒデェわこりゃあ。運が悪かったな」

　自分の体がどうなっているのか気にはなるが、見たくない。想像もしたくない。

「不二君！」

　高峰の声だ。クール系女子っぽい高峰らしからぬ、余よ裕ゆうのない声。

　男は片手で素早く携帯を取り出すと、その画面と走り来る高峰とを見比べた。

「……間違いねェ、アイツだ」

　男の瞳ひとみが肉食獣めいたギラつきを宿す。

「瑠衣、『命令オーダー・攻撃アタツク』。行け」

「あぅあっ！」

　瑠衣と呼ばれた女の子は底抜けに楽しげな、それ故ゆえに狂気的な声をあげ、高峰へと向かって走り出す。片手のチェーンソーがギュィーンと凶悪な唸うなり声を上げる。

　男の方も負けじと声を張り上げた。

「待ちくたびれたぜ高峰ェ！　俺おれはクロネクロの岸きし谷たにマリオ、万ばん里りの王と書いて万ま里り王お！　そいつァ妹の瑠衣、手塩にかけた自慢のゾンビだ！」

「ぁうぁう！」

　……うん、薄々気づいてはいた。でもやっぱりショックだ。あんな可愛かわいい子がゾンビだったなんて。お気に入りの清純派アイドルがいきなりヌード写真集を出したときの絶望感に似ている。違うか。オレはどうやら錯乱している。

「自己紹介が済んだところで一応聞いといてやる。〝死者の書ネクロノミコン〟を渡す気はあるか？　バラバラになっちまう前に」

　またどっかで聞いたような単語が……てか、やば、そろそろ限界……目の前が、暗く……

「不ふ二じ君……え、えっちなこと、考えて！」

　──は？

　高たか峰みねの突とつ拍ぴよう子しもないオファーに、オレは一いつ瞬しゆん痛みを忘れた。

　あの……高峰さん、一体何を仰おつしやっているんですか人が死にそうになってる時に……

「いきなし何言ってんだオメェ痴女ビツチか？　てか俺おれを無視すんなや」

　万ま里り王おとかいうクロネクロもさすがに戸と惑まどっているようだ。

　途と絶だえかけた意識の中、チェーンソーの唸うなり声が耳に届く。何が起きているのか。高峰と瑠る衣いちゃんが戦っているんだろうか。オレにはもう首を動かしてそちらを見る力すら残っていない。

「忘れたの？　女の子とそういうことがしたいんでしょ！　キミの魂たましいをその肉体に繫つなぎ止めてるのは性欲なの！　えっちなことを考えなさい！」

　チェーンソーの風切り音、その間かん隙げきを縫ぬうようにして、高峰の声が届く。

　げっ、あのシャウト聞かれてたのか！　ってそりゃそうか……ああ、なんてこった！　童どう貞ていだってバレちまってる！　恥はずィ！　穴があったら入りたい──入りたいし入れたい！　ああ、オレは錯さく乱らんしている。

　エッチなことを考えたらどうなるのか、崖がけっぷちなこの状況がどうにかなるモンなのか……ええい、考えている余よ裕ゆうはない。えっちなことだ。えっちなこと、えっちなこと……

「スリーサイズ……」

　停止しかけている桃色の脳細胞を必死に回転させると、血が溜たまって詰まりかけた喉のどの間から空気を通して、ぽつりと呟つぶやいた。

「え？」

　高峰の戸惑いがちな声。オレは思いっきり息を吸い込む。メリメリと傷口が軋きしみ、新しい血が溢あふれ出した。

「スリーサイズ、高峰！　スリーサイズ、高峰！」

　痛みに全身を硬こう直ちよくさせ、血を吐はきながらシャウトする。蠟ろう燭そくは消える寸前に、ひときわ強く輝かがやくという。今現在のオレのことだ。

　──しかし返事はない。

　ああ、さようなら、さようなら、まだ見ぬオレのプレイメイトたち……

「うっ……上が、八十……くらい？　真ん中が六十？　で──し、下は秘密っ！」

　──ドクンッ！

　ひときわ強い鼓動とともに、オレの体が跳はね上がった。傷口が熱を帯おびている。マグマのような血流が全身を駆け巡めぐり、みるみる痛みが消えてゆく。オレはおもむろに立ち上がった。

「高たか峰みね……ごっそさん！」

　瑠る衣いちゃんが繰くり出すチェーンソーを、右に左に避ける高峰。その頰ほおが上気しているのは激しい運動をしているからだろうか？　否いな、そうではあるまい。ふふっ……ウブなヤツ！

「いいから、鼻血を拭ぬぐいなさいっ！」

　おっと失礼……袖そで口ぐちで鼻血を拭う。いやーしかし、こんなことで治っちまうとは、我ながらビックリだ。ホントにゾンビになってたんだなあ……複雑な心境。

「テメェ……！」

　万ま里り王おが驚きよう愕がくの表情を浮かべて、オレから後ずさった。

「瑠衣！　『命令オーダー・戻れリターン』！」

「あうぅあ！」

　タンタンターンと軽やかに後退し、瑠衣ちゃんは万里王の隣となりに戻る。

「……造ったのか？」

　万里王の押し殺したような問い。

「ゾンビを〝造る〟なんて不ふ遜そんな言い方をするのは、貴方あなたたちクロネクロだけよ」

　高峰は帽子から零こぼれた髪の毛を片手で払いながら、淡たん々たんと返す。

「造ったんだな？　ククッ……アハハハハ！」

　万里王の笑い声が夜の遊園地に木霊こだまする。

「あはははー」

　瑠衣ちゃんも一いつ緒しよに笑う。かわいい……

「そうかそうか……遂ついに使いやがったか、ネクロノミコン！　やっぱりテメェが持ってたんだな……いやいや、答えなくていいぜ。クフフ、ソイツを見りゃあわかる。とてもゾンビとは思えねー、ブッとんだクオリティだ。その上ありえねーレベルの再生能力してやがる」

　万里王はオレを指差す。

「──で、テメェがそこまでしてやる、そいつァ何モンだ？　カレシか？」

「ただの通りすがりよ」

　ですよねー……さらりと出された答えにオレは軽く凹へこむ。

　高峰は苛いら立だちを隠さずに続ける。

「さっきから何とぼけてるわけ？　貴方のゾンビが殺したんでしょう？」

「あ？　ああ……その辺のゾンビは俺おれのじゃねェよ。仲間から借りたモンだ。俺のリソースはコイツを維い持じするだけで手一杯なんでな」

「あうー……」

　万里王に頭を撫なでられ、瑠衣ちゃんはくすぐったそうにしている。かわいい……

「さァて、ご高名コーメーなる高峰のゾンビたァ、どんなモンだか、見せてもらうぜ。瑠衣、『命令オーダー・悪逆無道アウトレイジ』！」

「アギッ！」

　その無邪気な表情が途と端たんに強こわ張ばった。大きく見開かれた両目が一いつ瞬しゆんにして濁にごる。小こ刻きざみに痙けい攣れんする全身がメリメリ！　膨ふくれ上がっていく。瑞みず々みずしい肌はだにひび割れのように、ビキビキ！　青白い血管が浮き上がった。大きく開かれた口の端から滝のような涎よだれが垂たれる。

　かっ、かわいくない！

「アギッ！　ギギギッ！　ガアッ！」

「お、おい、やめろ、みてるのがつらい！」

　オレは思わず口にする。

「やめなさい！　不ふ二じ君は関係ないでしょう！」

　高たか峰みねも叫さけぶ。

「関係ねーわけあるか、テメェのゾンビだろうが。ほれ、早ェとこオーダー出しな」

「彼にオーダーで『行動を命じる』ことは、できない」

「あん？」

「オーダーを受け入れられるってことは、それだけ魂たましいに隙すき間まが多いということ。つまり、死者に近いということよ。彼は限りなく生身に近い存在だから、上う手まく機能しないわ」

　うん、ぶっちゃけ自分がゾンビだなんて、さっきのさっきまで半信半疑でした。

「例え使えたとしても使わないけれど。死者の意思を顧かえりみず行動を強制するつもりはない──岸きし谷たに万ま里り王お、噂うわさは聞いてる。妹さんを生き返らせる為なら、どんなことでもするって。それでネクロノミコンを探してるんでしょ？　でも諦あきらめなさい。貴方あなたの妹さんはもう死者に近すぎる。貴方の腕前じゃ、無駄に苦しめるだけよ」

　淡たん々たんとした高峰の台詞せりふ。

「──あ？」

　ピリリと空気が凍いてつく音がした。オレの苦手な音色だ。

「ご、ごめんなさい！　高峰がごめんなさい！」

　とりあえず謝あやまっておいたが、効果は薄そうだ。むしろ高峰に凄すごい目で睨にらまれた。

「おいこらメスガキ人が大人しくしてやりゃツケあがりやがってふざけんなよこのクソブスが！　生かしておいてやろうかと思ってたがもう殺す！　今殺す！　殺してゾンビにして無駄に苦しめてヤルよ俺おれの腕前でなァ！　瑠る衣い、『命令オーダー・攻撃アタツク』！」

　軽くヒくぐらいキレた万里王が、オレたちを指差して告げた次の瞬しゆん間かん。

　──オレの目の前に、瑠衣ちゃんがいた。

　一回り大きくなったその姿に、先ほどまでの愛らしさなど微み塵じんもない。あまりに現実離れした速度に、オレの思考は追いついていない。

　どっ──横から柔らかな衝しよう撃げきを受け、オレは地面に転がった。高峰にタックルされたのだと気づいたのは、間髪入れずに振り下ろされたチェーンソーを、片かた膝ひざ立ちになった高峰がスポーツバッグで受け止める段階になってからだ。

　ギャラガガガガガガッ！

　中に何か硬い物でも入ってんのか、激しい火花が散る。空気そのものが振動しているようだ。

「アギアアァッ！」

　血も凍こおるような叫さけびに、オレはしりもちをついたまま、身をすくませる。

「ど、どーすんだこれ！」

「私が相手するけど、キミを守りながら戦うのは無理。もし攻撃を受けたらえっちなことを考えてね」

　簡単に言ってくれるなよ……エロってのは考えようとして考えるもんじゃない。心の奥底から湧わき上がってくる熱いパッションなんだぜ！　──なんて、抗こう弁べんする余よ裕ゆうもありゃしない！

「た、戦うったって無理だろ、こんなの！」

　高たか峰みねは一いつ瞬しゆん目を閉じると、カッと音が鳴るほどに見開いた。

「『自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト』！」

　──そこからの高峰の動きは、目で追うのがやっとだった。

　ズタズタになったスポーツバッグを傾かたむけるようにしてチェーンソーを横に流すと、スポーツバッグに開いた穴へ両手を突っ込み、抜き払いながら瑠衣ちゃんの脇わきを抜ける。二条の閃せん光こうが虚こ空くうに残影して、消える。

「アギャッ！」

　瑠る衣いちゃんのチェーンソーを持つ片腕が、半なかばほどまで断ち切られていた。傷のワリに噴ふき出る血が少ないのは、ゾンビだからか？

　高峰の両手に光るのは、大振りのコンバットナイフだった。見るだけで心が冷え込むような色の刃が、月光を照り返している。

　振り向きざまに一いつ閃せん。速度ゆえ、ナイフの刃はまるで光そのものと化す。

　ガギャリリリッ！　瑠衣ちゃんはチェーンソーの刃を立てて、首を狙ねらった刃を受け止めた。ガガガガリガリ鉄片が舞い、キィン！　澄すんだ音とともにナイフが砕くだけ散る。砕かれればまた新しいナイフを取り出し、ガンガンギンガン、高峰は次々に刃を繰くり出してゆく。凄すさまじい猛攻。瑠衣ちゃんも負けじとチェーンソーを繰り出すものの、その勢いに押され気味だ。

「すげー……」

　アクション映画みてえ。

　交戦する二人のすぐ脇わきで呆ぼう然ぜんと座っていたオレは、少し離れようと思って立ち上がった。女の子に戦わせといて自分だけ逃げるってのは正直情けないが、人生なあなあに生きてきたオレは、今まで喧けん嘩からしい喧嘩もしたことがない。足手纏まといになるだけだろう。ふ、自分への言い訳は一級品だぜ。

　万ま里り王おの舌打ちが聞こえた。

「瑠る衣い、『命令オーダー・攻撃目標変更ターゲツトシフト、一撃ドラビング』！」

　瑠衣ちゃんの白はく濁だくした両目が、一いつ瞬しゆんオレを見た。その片腕が無造作に振るわれる。

　棒立ち状態だったオレの全身に強い衝しよう撃げき──え？　なんだこれ、オレ、飛んでる？　アハハ、オレ、飛んでる！　視界が回る。グルグル回る夏の夜空──そして、グチャッ！　二度目の衝撃。背中から落ちたようだ。

　うげぐぐ……マジで身がもたねーぞ、これは。

　オレは首を振り振り、立ち上がろうとした。そして、体の異様な軽さに気づく。

　かっ、下半身が──ない！　腹から下がない！

　慌てて周囲を見渡すと、オレの下半身は激しく打ち合う高たか峰みねと瑠衣ちゃんの脇わきに、ぽつーんと佇たたずんでいた。どことなく寂さびしそうだ──ッてマジかよ待ておいヤバいんじゃないのかいくらなんでもこれは！

　多分血とか内ない臓ぞうとか盛大にこぼれてるんだろうが、オレはエロ本のモザイクを透かすときの要領で焦しよう点てんをぼやかし、現実を見ないようにする。見たら気絶しちまう。

　まだ痛みはやってこなかった。痛みの予よ兆ちようとして、痺しびれたような感覚があるだけだ。今のうちにエロいこと！　エロいことを考えなければ……けどさあ！　か、下半身がないのにエロ妄もう想そうってのはどーなんだよ！

　瑠衣ちゃんが高峰の隙すきを突いて、オレの下半身へとチェーンソーを繰くり出す。うわあやめろやめてくれ、そいつはまだ未使用なんだ、新品なんだ！

　と、そのチェーンソーが振り下ろされるより早く、高峰の右手が振るわれた。

　その指先からヒュンッ！　と、燐りん光こうを放つ細い糸のようなものが伸び、棒立ちになっている下半身の股こ間かんへと突き刺さる。ぎゃあ、痛い！　心が痛い！

　光の糸はすぐ、空間に溶けるようにして消え──

「『命令オーダー・攻撃アタツク』！」

　おもむろに高峰が叫さけんだ次の瞬しゆん間かん、オレの下半身はシュバッ！　軽快なステップで瑠衣ちゃんの攻撃を避け──反撃を開始した！　うおおッスゲー！　あれは、あの動きは、カポエイラ！　黒人奴ど隷れいが牢ろう屋やの中で看かん守しゆにばれないようにダンスのふりをして修練したといわれる足技中心の格かく闘とう技ぎ、カポエイラじゃないか！　アクション映画好きなオレのにわか知識が溢あふれ出す。

　切断面からこぼれた腸ちようをピロピロさせながら、回し蹴げり、ジャンピングニー、ローリングソバット、浴びせ蹴り……多彩な足技で瑠衣ちゃんをガンガンに攻め立てている！　どうだコノヤロー、男の下半身ってのは、上半身とは別の生き物なんだぜ！

　頑がん張ばる下半身サンの姿に元気を貰もらったオレは、必死こいてエロい妄想を開始した。これがオレの戦いだ……うおおおっぱい！　おっぱい！　小ぶりなおっぱい！　大きなおっぱい！　個性的なおっぱい！

「アギギギーッ！」

　瑠る衣いちゃんの咆ほう哮こうに、万ま里り王おの舌打ちが重なった。

「そんなザマになってもまだ死なねーってのかよ、バケモンが！」

　なんかオレを睨にらんでる。すごく怖いです……

「『命令オーダー・加速アクセラレーシヨン』！」

　高たか峰みねの凜りんとした声が響ひびけば、下半身サンの動きのキレが増した。早送りの映像でも見てるようだ。瑠衣ちゃんの手数は減り、防戦一方へと追い込まれてゆく。

「チッ、潮しお時どきか……瑠衣、『命令オーダー・退却エスケーププランＡ』！」

「ウギャアッ！」

　ズダン！

　強い踏ふみ込みで地面を凹へこませ、瑠衣ちゃんは神速の後退。万里王の胴を腕でかっさらう。追走しながら放たれる高峰の一いつ閃せんを跳ちよう躍やくしてかわし、モノレールの上へと降り立った。

「高峰ェ、今夜はこの程度にしといてやるぜ、感謝しな！　だが覚かく悟ごしとけよ！　ネクロノミコンが実在するとなりゃあ、テメェを狙ねらうクロネクロの数はもっと増えるだろうからな！　首洗って待っとけやァ！」

　さらに跳躍して遠く、ガン、と観かん覧らん車しやのカーゴを蹴けりつけ、夜空へと吸い込まれるように消えて行った。

「はぁっ、はぁっ……」

　お、終わったのか……？

　脳みそが擦すり切れそうなほどにエロ妄もう想そうをしていたオレの元へと、下半身サンがトコトコと凱がい旋せんを果たした。拍手で出迎えたい気分だ。

　地面に倒れたままの上半身オレへと、下半身サンが座るようにして切断面を合わせ、ガシィン！　ドッキング。オレたちは再び一つになった。おかえり相棒、寂しかったぜ。もうどこにも行かないでくれよ。

　反復横飛びなどして具合を確かめてみる。シュバッ、シュバッ……よし、痛みもまったくない。気持ち悪いくらいに万全オールグリーンだ。今ならばいけるかもしれねーな……跳とび箱六段。

　チェックを終え、少し離れた高峰の背中に目をやると、なんだかふらふらしてる──と思ったら、いきなり後ろに倒れ込んだ。

「うおぃ!?」

　オレ、猛ダッシュ、ガシッ！　細い肩を抱きとめる。おお……間に合った！　サスガ下半身サン、パネェス！　彼はもはや下半身ではない。下半神だ。

　高峰の頭から帽子が滑すべり落ち、中に仕舞い込まれていた髪の毛が広がった。いい匂においがした。

「大丈夫かよ？　立ちくらみか？　ちゃんと鉄分摂とってるか？」

「平気だから、少し静かにしてて……」

　いや、そんな平気じゃなさそうな様子で言われても。

　高たか峰みねの顔は真っ青だ。額ひたいにはうっすらと汗あせが浮かび、形のいい眉まゆの間には苦しげな皺しわが寄っている。触れた肩は僅わずかに震えていた。さすがに心配だ……しかしコイツ……うお、マジで可愛かわいいな！　オレは頭のメモ帳の美少女（暫ざん定てい）を、美少女（確定）に書き直す。どれくらい可愛いかと言うと、街中で何の理由もなくマジビンタされても、オレなら許すレベル。ていうかされたい。

　言っとくけど、オレはマゾじゃねーよ。美少女がナマ手で触ってくれんなら、それぐらいイイかなって思うだけだ。マゾじゃねーけど。

「どっか怪け我がしたのか？　さすってほしい？　病院行っとく？　さすってほしい？」

「うるさいなあ、大丈夫だってば……セルフオーダーを使うとこうなるの……オーダーは本来ゾンビにしか使えないから、自分にかけるには生命活動を抑制して、仮死状態にならないといけないのよ」

　見上げてくる高峰の瞳ひとみには、さっきまでの全てを射抜くような光はない。

「少し休めば治るから、黙って支えてて……」

　高峰はそう言って目を閉じた。

　支えてて、だと？　ふざけんなよ！　そんなもん、『どうか支えさせて下さい！』って、こっちからお願いしたいくらいだ！

　バスト八十か……ああチクショウ顔をうずめたい舐なめたい……おお下半神よ、気持ちはわかるが今はマズイ。荒ぶる魂たましいを鎮しずめたまえ、鎮めたまえ、かしこみかしこみもまをさく……

　とか一人でやっていると、高峰がうっすら目を開けた。ジットリとオレを睨にらむ。

「鼻息、うるさい。息止めて」

　いやいやいや、いくらオレがゾンビだからって、そらあ無茶振りってもんだろ！







　　二　月のレイカー







　東京都樽たる多た露ろ市し。

　都心から私鉄で四十分弱とやや離れてはいるものの、交通の便は悪くないためそれなりに栄えている。ＴＳＵＴＡＹＡもあるし、駅ビルにはＢＥＡＭＳだって入っている。

　駅から市バスに乗り、五分ほども揺られれば景色は一転し、田園に囲まれた閑かん静せいな住宅街が広がる。都心で諦あきらめかけたマイホームの夢を、この町で叶えたパパさんは多いらしい。

　かく言うオレのオヤジもそんなドリーマーの一人だ。朝も夜もないようなハードワークを十数年続けて、猫の額ひたいほどの一軒家をようやく手に入れたと思ったら、仕事の成果が評価されて海外に転勤となった。海外紙の整理記者ってのはかなりの栄転だったんだろうが、オヤジは泣いたね。号ごう泣きゆうだった。かくしてその汗あせと涙と夢の結晶は、若造の悠ゆう々ゆう自じ適てきな一人暮らしの場となったわけだ。

　ちなみにカーサンはいない。オレがまだ小さい頃に離婚した。詳しい経緯は知らないが、ま、色々あるわな、男女関係。

　そんな不ふ二じ那な須す隆たかの哀しみが眠る町、樽多露市の郊外に、その館はあった。

　小ぢんまりとした不二家が軽く十軒は収まるだろう広大な敷地の中、鬱うつ蒼そうと茂った木々に囲まれて聳そびえ建つ古い洋館。オレとオヤジがこの町に越してきたのが五年前で、その頃にはすでに今と変わらぬ佇たたずまいをみせており、子どもたちの間ではしばしば話題になっていた。

　曰いわく、夜に飛び交うたくさんの人ひと魂だまを見た。

　曰く、夜中に忍び込んだ子どもを、下半身のない女が両手で走って追いかけてきた。

　曰く、屋根の上で踊おどる奇妙な人影を見た青年は頭がおかしくなり、病院に入院した。

　などなど、ガキンチョの頃オレをチビらせた噂うわさの数々……そういう噂が立つに相応ふさわしい要素を、あらかた備えた館だった。

「入って」

　と、錆さびの浮いた格子状の門を押し開け、肩越しに振り向いた高たか峰みねが言う。その向こうには、異様な迫力を感じさせる館のシルエット。

「あのー、高峰、まさかお前ン家ちって……ここ？」

　気け圧おされつつ、おずおずと問いかけるオレ。血まみれズタボロの服から、半はん袖そでのパーカーにジーンズという、これまた何の変へん哲てつもない服装に着替えている。背負ったリュックサックの中身は着替えやら歯ブラシやら、ようするにお泊りセットだ。

　あの後ファニーパークにて、オレの貧弱な上腕二等筋と理性がそろそろ限界に達そうかというところで目を醒さました高たか峰みねは、ここはまだ危ないから、すぐに自分の家に行くと告げた。

『キミもついてきて……ていうか、今日から一いつ緒しよに暮らしなさい』

　ワッツ？

『そ、それってまさか……えっと、プロポーズ？』

『どうしてそういう発想になるのかな……』

　溜ため息いき吐つき吐き高峰が言うには、ゾンビになってすぐの人はアブないらしい。精神に変調をきたし、我を忘れて暴れ回ったり、誰だれ彼構わず襲おそいかかったりするケースが多いそうだ。生きた魂たましいが死んだ体に馴な染じめず、歪ゆがんでしまうせいだと言われているが、詳くわしいところはよくわかっていないんだとか。

『私も屍造術プラストミツクを使ったのは初めてだし、勝手がわからないのよ。どんな事態が起きてもフォローできるように、できるだけ傍そばにいてほしいの。キミが何か事件でも起こしたら、復活させた私の責任だしね』

『傍にいてほしいの』の部分だけｉＰｏｄに入れて延えん々えんリピートしたいところだ。

　まあ、期待に反して色気のない話だったわけだが、オレは二つ返事でＯＫした。

　美少女と一つ屋根の下で暮らすなんて夢のようなシチュエーションがオレの人生に訪れる日がこようとは……どんなドッキリイベントが起きるやら、考えただけでも胸ではないどこかが期待にふくらみかけた。

『私から提案しておいてなんだけど、キミ、家族とか平気なの？』

『問題なし！』

　──ま、そんなわけで、一度自宅に寄って身支度を整え、諸もろ々もろの準備を整えてから、市バスに揺られてやってきたのが、なんとココだったってワケ。

　腰が引けているオレに、高峰は少し口角を上げ。

「そんなに怖がらなくても平気よ。ずっと暮らしてるけど、オバケとかユーレイとかそういうオカルトな存在、見たことないもの」

　言い残すと、さっさと門を潜くぐり、木々の作る闇やみの中へ。

　いや、それをオマエが言うのかよ！　って、ツッコんでいいトコだよな、ここは。

「あ、おい、待てって……待ってください」

　ええーい、怖おじ気けづいてちゃ男がすたる。オレは駆け足で高峰に追いつく。

　門の内側、レンガ敷きの道には、木々の梢こずえを抜けてくる月光が幾いく筋すじもの線となって降り注そそいでいる。その光景は幻げん想そう的てきで、ひどく浮世離れしていた。ネクロマンサーの館だといわれれば、なるほど、それらしいとも思える。

「──それにしてもすげーな、お前ンち、大金持ちなんじゃねーか」

　感心するオレ。

「古いだけよ。ぼろっちいし、無駄に広くて住みづらいわ。けど、クロネクロから身を守るのには最適なの。お父さんのかけた魔術が色々働いてるから」

「ふーん……」

　魔術とか一パ般ン市ピ民ーのオレにはよくわからないが、そういえば代々ネクロマンサーの家系とか、最初逢あった時言ってたっけ……いや、それより。

「なあ、お前ンとこって、家族は平気なのかよ？」

　自分の娘がこんな夜更けに男連れで帰ってきたら、オレがオヤジなら修しゆ羅らと化すね。

「家には私一人よ。お母さんは前からいないし、お父さんは二年前から行方ゆくえ不明」

「そ、そうか……」

　うへ、地雷踏ふんじまった！　ヘビーな話題は苦手なんだ。オレは口をつぐみ、隣となりを歩く高たか峰みねの表情を窺うかがう。相変わらずの鉄面皮。

　それにしても、我ながら不ふ謹きん慎しんだとは思うが……その、な？　ほら、ご両親がいないとなると、オレと高峰はこれから二人きりってことになるわけだ。

　うん？　ああ、わかってる、わかってるさ、高峰にそんなつもりがないってことは。ネクロマンサーとしての義務感から出た行動だってことは、なんとなく理解してる。でも、でもなあ、若い男女が二人きりで生活するだなんて……何が起きても不思議じゃないぜ？

　ひたすら悶もん々もんとするオレ。高峰から話しかけてくることもなく、二人で黙々と歩くうち、木立ちが開け、二階建ての館が姿を現した。

　完全な洋風建築かと思えばそうでもないらしい。ノッカー付きの扉の脇わきには、和風の縁側が続いている。そのくせ突き出た尖せん塔とうがこっちを睥へい睨げいしていたりと、和わ洋よう折せつ衷ちゆうというか、ミスマッチというか、不思議な風ふ情ぜいがあった。

「こっち」

　と、大部屋に通される。リビング兼ダイニングってとこか。吹き抜けになっていて、頭上には飴あめ色の手すりが周回する回かい廊ろうとシャンデリア、周囲には品性と美麗さの調和した、嫌味のない高級感を醸かもし出す調度品が並ぶ。それらには長たらしい名前と、それに見合った歴史があるのだろう。指紋の一つでもつけようものなら、賠ばい償しよう請求されそうで落ち着かない。こちとら根っからの庶しよ民みんなんだ。このソファーなんか、柔らかすぎて腰を痛めちまいそうだぜ。

　いやー、成り行きとはいえ、とんでもないトコに来ちまったぞ。なんなんだこの状況……どうしてこうなった？

「何か飲む？　午後ティーか麦茶ならあるけど」

　萎い縮しゆくしているオレへと、流し台のあるカウンターを隔へだてた向こう、帽子を脱いだ高峰が冷蔵庫を開けながら言う。意外に庶民的だな。舌を嚙かみそうな名前の紅茶とかが出てくるかと思った。フォートレス……いや、フリーメイスン、だっけ？

「あ、麦茶で」

「ん、了解」

　高たか峰みねはコップを両手に戻ってくると、ローテーブルを挟はさんだ対面のソファーに腰を下ろした。

「さて、と……いくつか説明しなきゃいけないことがあるんだけど、私、話すのあんまり得意じゃないから、わからないところがあったら質問してね」

　そう前置きしてから、高峰は語り始めた。

　高峰家は今でこそネクロマンサー業界で知らぬ者とてないほどの名声を得ているが、そうなったのはごく最近で、一人の天才の功績に拠よるところが大きいそうだ。

　高峰銀ぎん河が──すなわち、高峰のオヤジさんだ。

　当代最高と謳うたわれたシロネクロにその才を見出され、並みいる弟子たちを押しのけて正統後継者の座に収まり、〝死者の書ネクロノミコン〟を受け継いだとされる。

　──と、ここでオレは挙手。

「あの万ま里り王おとかいうヤツもなんか言ってたけど、そのネクロノミコンってなんなの？」

「本当はそういう名前じゃないんだけどね。〝始祖〟が残したと言われる、秘伝の書……みたいなものよ。これを受け継ぐことはネクロマンサーとして最高の栄誉なの。内容は勿もち論ろん、本当の名前も、どんな形をしているのかも、受け継いだ人しか知らないし、絶対に明かしてはならない」

「ふーん……それ、お前が持ってんのか？」

　少し間があって。

「うん、持ってるよ」

「おー、スゲーんだなお前、サラブレッドってやつ？」

「いや、私は預かっただけだから」

　ネクロノミコンを狙ねらうクロネクロは多い。二年前、オヤジさんが行方ゆくえ不明になってから、高峰はずっと一人で戦い続けてきたそうだ。

　それでも今までは、そんなに本格的な襲しゆう撃げきはなかった。高峰がネクロノミコンを持っているという確証がなかったから。でもこれからは違ちがう。岸きし谷たに万里王がもたらす情報によって、今までは様子見に徹てつしていたクロネクロたちの中にも、動き出す者が現れてくるだろう……

「奴らはキミの蘇そ生せいにネクロノミコンが使われたと思ってるだろうから、ひょっとしたらキミも狙われるかもしれない。キミを捕まえて調べようとする奴もいると思うの。注意して」

　と、高峰。

「マジスか……」

　注意しろとか言われても、どうすりゃいいのやら。いつでもエロい妄もう想そうができるようにしとけってことか？

「まあ状況はこんな感じ。それで、ここからがキミに直接関係のある話なんだけど……私はお父さんの残した研究を調べて、キミを人間として蘇生させる方法を探すわ」

「え、そんなんあるの!?」

「先達たちが成功させたっていう話は幾いくつか残ってる。ネクロマンシーを極め、その奥おう義ぎに通つう暁ぎようすれば、不可能ではないと言われてるわ。さっきの岸きし谷たに万ま里り王おも、その高みを目指しているんでしょう」

　そういやあ、そんなこと言ってたな。あの兄貴とは二度と遭そう遇ぐうしたくないが、瑠る衣いちゃんはベラボーに可愛かわいかったな……

「なにかえっちなこと考えてる顔してる」

　高たか峰みねの冷ややかな言葉に、慌ててキリリとするオレ。

「人間に戻れるのが純じゆん粋すいに嬉うれしいって顔だよ、コレは」

　まあ正直なところ、ゾンビだからって不自由は感じてないけどな。生きてるのと全然変わんないし。言われないと思い出せないレベルだ。

「まあいいわ。でね、ええと……最後にあと一つ、これが一番重要なことなんだけど」

「はいはい？」

　高峰が背筋を伸ばしたので、オレもつられるようにして居住まいを正す。

「あのね、その……」

　と、不意に高峰の視線が彷徨さまよいはじめた。ガラステーブルの上を這はい、オレが飲みかけた麦茶のコップを越え、壁面の飾り棚たな付近をうろつく。溶けた氷がコップの中で、カランと涼しげな音を立てた。

「な、なんだよ、そんなに言い難いことか？」

　不安になったオレが問うと、高峰は軽く溜ため息いきを吐ついた。放浪していた視線がオレの元へと戻ってくる。睨にらみつけるようなその瞳ひとみ、僅わずかに赤らんだ頰ほお。

「当たり前でしょ、私だって一応女なんだし……あのね、キミ、今日から一人で……その、したりしたら、駄目だからね？」
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「はあ？　何を？」

　意味がわからん。

「だっ、だから、つまり、一人で……楽しんだら、駄目ってことよ……」

　ゴニョゴニョ……さっきまでの理路整然とした口調から一転、別人かと思えるほど要領を得ない。

「うーん、よくわかんねーな……えっと、つまり、それって本来二人で楽しむようなコトって意味だよな？」

「そっ、それは違ちがくて！　絶対に違くて！」

「はあ……？」

「ええと、だから…………うう………………もおー！」

　高峰がだん、と両手で机を叩たたいた。ビクッとなったオレを指差す。その頰は目に見えて上気している。

「少しは自分で察する努力をしたらどうなの！　頭を使いなさい！」

　うお、でたよ無茶振り！

　だが……待てよ？　高たか峰みねがこれほど恥はずかしがるような行為ってことだよな？　そして、一人で楽しむ……一人で……おい、まさか……

「……あのさ高峰、それって、最初に〝オ〟がついたり、する？」

　高峰は今や顔を真っ赤にしながら、こくりと一度頷うなずいた。

　ピッシャァアーン！

　オレだけに見える激しい稲いな光びかりが、周囲に轟とどろく。

「え、はい？　ちょっと、え？　なに？　どういうこと？　なんで？　オッ、オッ──」

「言わないでいいから！　合ってるから！」

　中腰状態でマジうろたえるオレ。

　よくよく考えれば、もう少し焦じらしプレイなり羞しゆう恥ちプレイなりに発展させることのできたシチュエーションだったのかもしれないが、今のオレには、『えー？　何のことかなー、わっかんねーなあー（ニヤニヤ）』とかやる余よ裕ゆうすらない。内容があまりに衝しよう撃げき的てきすぎたからだ。

〝その単語〟を言わずに済んで、ほっとした様子の高峰は、調子を戻しつつある。

「さっき戦ってる時ちょっと説明したけど、キミの魂たましいは今、性的欲求を楔くさびにしてその肉体に繫つなぎ止められてる状態なの。そのつながりは生きている人間に比べたら遥はるかに脆もろい。ちょっとでも欲求を満たしたり、未み練れんを断ち切ってしまうような行為は避けた方がいいわ。一人で……楽しむとか、女の子とキスするとか──それ以上とか」

　ごくり。オレは唾つばを飲み込む。

「……それってつまり、死にたくなかったら、エロい行為は一切禁止ってこと？」

「そう」

　そッ、そんなバッ……そんナバカな！

　酷ひどい眩暈めまいを感じて、オレは崩くずれるようにソファーへと腰を下ろした。全身に嫌いやな汗あせが伝い、手足の先が冷えてゆく。

　ははっ……ウソだろ……オイ、おい、オイオイ、おいィ？　……誰だれか言ってくれ、こんなことはウソだって言ってくれ！

「なによ、そんなにショック？　別に平気でしょ？　そんなことしなくたって」

　どこか遠いところから響ひびいてくるような、高たか峰みねのいぶかしげな声。駄目だコイツ、ことの重大さがまるでわかっちゃいない……いや、待て待て、高峰は悪くないだろ、落ち着けオレ。女の子にはわからないんだ、この絶望は。そうだよな、女の子ってたしか、砂糖菓子でできてるんだもんな。

　オレはかろうじて平静を装よそおい、微笑ほほえんでみせた。

「そうだよね……別にしなくても死なないしね？　むしろ、したら死ぬしね？　生きてるって素晴らしいよね、ああ素晴らしいすばらしい」

「どんよりしてるわね……まあ、人間に戻れるまで辛しん抱ぼうしなさいよ、そのくらい」

　そ、そうか、人間に戻れたらいいのか……で、それっていつよ!?

　あーもう、頑がん張ばれ高峰、超頑張れ！

　とか、口に出して言ってしまうとオレが真性エロス人間であることがバレてしまうので、心の中で密ひそかに応おう援えんしておく。

　オレはあくまで〝若干軽めでエッチなところもあるけど、ガッついたりはしない、大人の余よ裕ゆうタップリなジェントルボーイ〟っつー自分像を崩したくはない。

　……オレの理性が残っているうちに、お願いしますよマジで！







　中に仔ヤギが七匹ほど隠れていそうな柱時計が、深夜十二時を告げて鳴った。

「そろそろ寝た方がいいわね。明日も学校だし。寝室に案内するわ」

　と、高峰がソファーから立ち上がる。

　学校か。そういえばそんなのもあったっけ……

「てか、ガッコーとか行って平気なん？」

　高峰に言われたので一応替えの制服は持って来てあるが、あの時は詳くわしい事情を聞く前だったので、軽いお泊り程度に考えていた。あわよくば童どう貞てい卒業ぐらいに考えていた。無知だった自分が今では恨うらめしい。

「当然でしょ。私たち学生だもの」

　うわコイツ……そうじゃないかとは思ってたが、やっぱり委員長タイプだ。

「ファニーパークでもちょっと言ったけど、ネクロマンサーは、一般社会にその存在を悟さとられてはならない。疑われてはならない。故ゆえに、〝目立ってはならない〟。日常生活を乱すのは戒律に反するの。クロネクロたちも目立ちたくないのは同じだから、日中や人が多いところではそうそう襲おそってこないわ。それに、弱みをみせたら付け込まれちゃう。堂々としてないとね」

　ふーん、そんなもんかね……まあ授業はだいぶメンドイが友達もいるし、ガッコーはそれほどキライじゃないけど。

　一階の風呂場、トイレ、二階に上がって高たか峰みねの部屋と邸内を軽く回ってから、オレが今日から寝泊りする部屋へと案内された。

　高峰の部屋のすぐ隣となりで、扉を出てすぐ目の前が、さっきのリビングを見下ろす吹き抜けだ。

「じゃ、おやすみなさい。あんまり夜更かししないようにね？」

　言い残して、高峰は去っていく。オマエはオレのカーチャンか。

　その言葉に従ったわけじゃないが、オレはすぐさまベッドに横になった。疲つかれてたってのもあるが、やることがないんだ。

　衣い装しようダンスが一つ、机とイスが一組ずつ、あとはベッドがあるだけの部屋だ。ＴＶもない、漫画もない、家からノーパソは持ってきたが、ケータイがないからネットに接続できない。ケータイ、気づいたら壊れてたんだ。

　制服ズボンの右ポケットに入ってたのは、原型を留めないスクラップだった。その様は、この体がどれだけ凄すさまじい暴力に晒さらされたのかを如によ実じつに物語っていた。そろそろ機種変しようと思っていたところだから、丁度よかったっちゃあよかったんだが、見たときはゾッとした。

　ボーッと窓の向こうを眺ながめる。幾いく重えにも重なる葉は陰かげの向こうに、町の明かりが、ぼんやりと瞬またたいている。

　……かたかた。

　何か震えてんな。

　……ああ、オレの体か。

　オレみたいなノーテンキ野郎にも人並みに恐怖心ってやつは備わっていたようで、ファニーパークでの出来事を思い出すと、勝手に震えてくるんだ。

　可哀想なゾンビの群れ。彼らはどうなった？　土に還かえることができたんだろうか。瑠る衣いちゃん、苦しい思いをしてなきゃいいが。

　チェーンソーで切り裂さかれる痛みは、想像を絶するものだった。あんな傷すら一いつ瞬しゆんで治っちまったオレは、万ま里り王おの言うように、もうとんでもない化け物なのかもしれない。あの街の明かりが、今は随ずい分ぶんと遠くに見える……

　──ああ、ちくしょうッ！　なんなんだこの布団は！

　絹きぬの肌はだ触りがあまりに良すぎる。オレの肌をさわさわさわさわウマいんだよ触り方が！　おちおち回想にもヒタレねーぞ！

　──コンコン。

　と、おもむろにノックの音がして、のたうちまわりながら全身を絹の布団にこすりつけていたオレは動きを止めた。

　カチャリ、扉が開く。

「──不ふ二じ君、起きてる？」

　た、高たか峰みね……？

「お、お、おう、ど、どうした？」

　布団との情事に荒れた呼吸を、突貫作業で整えながら上体を起こす。

「うん、ちょっとね……」

　パタンと扉が閉じれば、窓からの明かりは入口付近までは届かない。高峰のほっそりとしたシルエットが、窓まど枠わくに四角く型抜きされた月光の中へと踏ふみ込んで来る。

　影のベールが取り払われ、露あらわになってゆく姿に、オレは息を吞のんだ。

　草食動物の筋肉を想起させるしなやかな脚部。うっすらとくぼんだ腰骨。神秘を宿したシャープな曲線を描く腹部。腕で巧こう妙みように隠された胸は僅わずかにたわみ、その柔らかさを如によ実じつに訴えている。一糸纏まとわぬその肢し体たい……

　オレは両手を広げ、高峰へと薔ば薇ら散る微笑ほほえみを向けた。

「さびしかったのかい、雪ゆき路じ……」

「うん……さみしくて、眠れないの……」

　真っ赤になってもぢもぢする高峰。オレの心に愛しさが溢あふれかえる。

「そのさみしさ、消してやるよ……このオレが！」

　高峰はこくりと頷うなずくと、涙のキラメキを空間に振りまきながら駆け、オレの腕へと飛び込んできた。

「抱いて！」

　オレはその華きや奢しやな身体を壊してしまわないように、やんわりと抱きとめた。深呼吸をすれば、芳かぐわしき香気が胸一杯に満ちて、オレは幸福感に包まれた。

「いいのか、雪路……」

「うん……不二君なら、いいよ……」

　切なく潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる高峰……おお、なんて美しいんだ！　オマエの美しさはいつかきっと世界平和になんらかの影響を与えることだろう……

「でもオレ、オマエと結ばれたら……死んじゃうんだろ？　オレは別に構わないが、残されるオマエがあまりに不ふ憫びんだぜ……」

「平気よ、不ふ二じ君なら！　だって、不二君はウルトラスーパーゾンビなんだもん！」

「そうか、オレってスゲー！」

　オレは社交ダンスを踊おどるかのように高たか峰みねと体の位置を入れ替え、あくまでも紳士的に高峰を押し倒した。下半神様はすでに万全オールグリーンだ。

　……ん？

　ああ、気づいてるよ？　これが夢だってことぐらい……

「雪ゆき路じ……」

「不二君……あ、ああ……」

　だがオレはイクよ、最後まで！　公序良俗だの健全な男女交際だの検けん閲えつだの、そんなのはお呼びじゃねーんだ！　夢の中くらい好きにさせてくれ！

「──不二君」

　あとちょっと、突き抜けたならオレの勝ちってトコで、高峰の可愛かわいらしい声とは似ても似つかぬバリトンがオレの名を呼んだ。反射的に横を向くと、

「うおわっ！」

　いつの間に現れたのか、ベッドの脇わきに男が佇たたずんでいた。ピンボケした写真みたいに輪りん郭かくがぼんやりしている中、そこだけが鮮明な両目がじっとオレを見下ろしている。焦しよう点てんがうまく合わない感じ。

「だ、誰だれだよオッサン！」

　シルクの布団で前を隠しながら、オレ。

「いいのかいそれで」

　オッサンの声はとても穏やかだ。

「い、い、いいも悪いもないだろ、オレの夢なんだから！　なんなんだよ、イイトコなんだから邪魔しないでくれよ！　出てってくれ！」

「いいのかいそれで」

　オッサンは大型草食獣のような優しい瞳ひとみでオレを見つめながら、同じ質問を繰くり返す。

「出てってくれ！」

　──チュンチュンチチチ、鳥の声がする。

　オレの目の前には、全ぜん裸らの雪路もぼやけた謎なぞのオッサンもいない。ただオレの家より少し高い天てん井じようが、朝日に煤すすけているだけだ。時間切れか……

　下半神様はまだ夢を見ておられるのか、それとも朝だからなのか、もうバッキバキだ。一向に鎮しずまる気配をみせない。それがまた切なくて、オレは泣いた。夢の中ですらオレは満たされないのか……

　チクショオオオ、なんなんだよ、あのオッサンはよおおおおおおおッ！




　んで、学校。

「うーっす……」

　ガラガラッと引き戸を開け、気だるげな挨あい拶さつを口に、ざわつく教室へと踏ふみ込む。

　幾いく人にんかのクラスメイトが、幾つかのグループを形成している。幾つもの話題が泡のように浮かんでは、泡のように弾はじけてゆく。入口の近くにいた数人がオレに挨拶を返してくれる。いつも通りの光景だ。昨日ぶりの光景だ。

　年季の入ったクーラーが頑がん張ばっちゃいるが、梅つ雨ゆ明けからこっち、既すでに猛もう暑しよを予感させる気温には、どうにも太た刀ち打ちできていない。

　オレが自分の席につくと、

「オッスー、どしたユマっち、元気ねーじゃん？」

　すぐにカンヤがやってきた。これも普段通り。

　関せき谷たに和かず弥やだからカンヤ。背はオレよりやや低めで、動物に例えるならプレーリードッグ。一年の頃、煽おだてられて三階の教室からダイブし腕の骨を折った、筋金入りのお調子モンだ。妙みように気が合うので、よくつるんではバカやってる。

「色々あってよー……」

　オレはチラリ、教室の片かた隅すみを一いち瞥べつ。

　意識して見ようとしなければ視線が素通りしてしまうほど存在感の希薄な女子が、そこにはいた。

　無造作にゴムでまとめられたセミロングの髪。銃弾も防げるだろう、分厚いレンズのメガネ。制服は微び妙みようにサイズがあってなく、逆の意味で校則ギリギリな長さのスカートも、半はん袖そでのくせに肘ひじまで隠れてしまうブラウスも、モッサリ感を醸かもしだすベストも、どこをとってもナチュラルな野や暮ぼったさがある。〝文化系スケバン〟の二つ名をくれてやろう。

　お喋しやべりに黄色い花を咲かせる女子たちのどのコミュニティにも属さず、サイでも殴なぐり殺せそうな厚さの本に読み耽ふけっている。

　信じがたいことに、アレが高たか峰みねだ。

　今け朝さ、牛乳をかけたシリアルという育ち盛りの男子にはいささか物足りない朝食を二人で食べている時、高峰は言った。

「外じゃ、本当に必要な時以外話しかけないでね。目立ちたくないから。他人の振りをして」

　その言葉と態度は、まさかのオヤジエンドを迎えた淫いん夢むの衝しよう撃げきさめやらぬオレのローテンションに拍車をかけた。ダダ下がったまま現在に至る。

　家を出てから、バスの中でも通学路でも、本当に一ッ言も喋しやべらねーんだぜ、アイツ……

「らしくねーな？　昨日のオケじゃあんだけ盛り上がってたのに。何があったん？　なんかケータイかけてもつながんねーし」

　オレはすぐに高たか峰みねから視線を外すと、机に肘ひじ枕まくらでダラける。

「いやマジくだんねーことだから。ケータイ落としちまってさ、今日新しいの買うわ。用事なんだった？」

「いや、ブルース・リーの映画やってたから教えてやろうと思って。好きだべオマエ」

　ああ、その時間は丁度リアルに死んでたな。死亡遊戯どころの騒ぎじゃねえ。

「なになに？　アンタら昨日カラオケ行ったの？　こら、どうしてアタシを誘わないんだ！」

　と、勢いよく横から割り込んできたのは、大おお塚つか桜さくらだ。

　中学時代バスケで鳴らした長身に、美人というよりハンサムと形容した方がしっくりくる顔立ち。よく通る声に、所しよ属ぞくクラブは演劇部とくれば、彼女のあだ名はそう──〝ヅカ〟だ。

「オマエ人が歌ってるとき勝手にハモってくるから嫌なんだよ」

　顔をしかめるカンヤ。

「あのなー、アタシは盛り上げてやってんだぞ？　アンタの冴さえないソロなんて誰だれも求めてねーんだよ」

「ウゼッ！」

　──ああ、日常だ。なんて日常なんだ。ヅカの毒舌もカンヤの切り返しも、あまりにも日常すぎて、オレは噴ふき出しそうになる。昨日の出来事が全部夢だったんじゃないかと思えてくる。

「ってわけでさ、お二人さん、放課後どッスか？」

　小指を立て、マイクを持つジェスチャーをするヅカ。

「ま、おれは別に構わんけど、ユマっち、どうする？」

「ワリィ、オレは行けねーや」

　オレは片手を立てて、謝罪の意を表した。

「ほらみろ、オマエとは行きたくねーってよ」

　と、すかさずカンヤ。

「え、え、ユマっち、マジでそーいうコトなの？　なに？　アタシそんなウザい？」

　その言葉を真に受けたヅカが、心細げな顔になっている。

「ちげーよ、今日はフツーに用事あんの」

　いつものオレなら断らなかっただろう。部活にも入っていないし、一人暮らしだから門限もないわけで、オレには時間があった。持て余すほどにあった。人の誘いは基本的に断ったことがない。昨日までのオレは、かなり付き合いのいいヤツだった。

　周りはどこまでも普段通りで、そうじゃないのはオレの方だったっつーこと。

「そっか、残念！　じゃあまた近いうちにね！」

　スッパーン！　とカンヤの後頭部を叩たたき、間髪入れずに繰くり出されるカンヤの反撃を受け流しながら、ヅカは離れていった。ヤツは男女分け隔へだてなく、多数のグループを渡り歩く渡り鳥だ。

　二人の様子を横目に笑いながら、オレは斜ななめ後方、高たか峰みねとの間に横たわる温度差を感じていた。彼女のことを知らなければ、そのひんやりとした感覚に気づくことなく日々を過ごしていっただろう。だが一度知ってしまったらもう意識しないでいることは難しい。

　その感覚は授業中に居眠りしてるときも、休み時間にクラスメイトたちとくだらねー話で盛り上がっている間も、ずっとオレに付きまとった。オレのテンションがあがればあがるほど、その差は一層強く感じられた。そして──あっ！

　という間に放課後。

　この〝あっ！〟の中には、ホントいろんな出来事や感情が凝縮されてるんだが、まあ過ぎ去ってしまえば思い出にもならないような、どこまでも普段通りな夏の一日だった。

　クラスメイトからの誘いを幾いくつか断って教室を出たオレは、南館へと向かった。

　一、二、三年の普通教室が集まる北館と、音楽室やら美術室やらの特別教室が集まる南館の間は、一階と二階の渡り廊ろう下かで繫つながっている。我らが二年Ｂ組は北館の二階にあり、渡り廊下を渡ればすぐ南館だ。

　南館は静かだった。蟬せみの声がほどよく響ひびいている。国語で習った芭ば蕉しようの句を思い出す。閑しずかさや岩にしみいる蟬の声。古池やかわず飛び込む水の音。

　階段を上がった三階の隅すみ、化学実験室の前で待つことしばし。〝文化系スケバン〟がやってきた。

「高峰……か？」

「なんで疑問系なの？」

　おお、このふてぶてしい物言いは確かに高峰だ！

「高峰だ！　本物の高峰だ！」

　オレは高峰に抱きつこうとして、ゴブォ！　彼女が手にした本で横面をぶっ叩たたかれた。目がチカチカする。完全に鈍どん器きだアレは。こんな本を読んでるから、ガッチガチの石頭になっちまったに違ちがいない！

「なんなの！」

「いやあ、本当に今け朝さまでの高峰と同一人物なのか不安になっちゃってさ。スゲー演技してんのな。内うち弁べん慶けいっつーのかな。そんなんしてて疲つかれねえ？」

「別に」

　おお、クールにもほどがあるぜ。それでこそ高峰だ。

「目立っちゃいけないって戒律で決まってんのはわかるけどさ、もうちょっと自然体でいてもイイんじゃねえの？　って思うんだが。何も派手にやれって言いたいんじゃなくて。フツーの女子高生らしく、フツーに人生エンジョイするのもダメなワケ？」

「……迷惑？」

「え？」

　午後の日差しがメガネのレンズに反射して、高たか峰みねの表情は一層不透明だ。

「私がフツーの女子高生らしくなかったら、何か不ふ二じ君に迷惑がかかるの？」

　うっ……なんか空気、ピリッてしてねーか？

「い、いや、迷惑ってわけじゃねーけどさ……オレばっかワイワイ騒いでるとバカみたいっつーか、水を差されるっつーか……いや、そうじゃなくて！　オマエせっかく可愛かわいいんだからさ、なんつーかもっとこう……エンジョイ？」

　落ち着けよオレ。意味不明イミフすぎんだろ……ああ、オレと高峰の間に流れる空気は冷えこむ一方だ。

「私がキミの楽しい学校生活にとって邪魔なのはわかったわ。明日からなるべくキミの視界に入らないようにする」

「違ちがッ、だから、そおいうコト言いたいワケじゃなく！」

　あーもう、なんだコイツ！　怒るポイント、マジわっかんねえぇ！

「ネクロマンシーは、孤独の魔術と呼ばれている──」

　オレと高峰の言い合いに、唐とう突とつに割り込んできた声。

　知性を感じさせる落ち着きがあり、それでいて爽さわやかさも失わない声。一言で言うならイケメンボイス。

　オレと高峰の視線は互たがいを離れ、一点へと収束する。廊ろう下かの向こうからコツリ、コツリ、歩いてくる人影へと。

「ネクロマンサーには、伴はん侶りよや親しい友人を持たない者が多いんだ。クロネクロにとって、狙ねらう相手の近親者は格かつ好こうの獲物になる。その死体を操あやつれば有用な手て駒ごまになるからね。彼らの恐ろしさを、僕たちはよく知っている」

　フレームなしのシャープな眼鏡めがねをかけ、白衣を羽は織おったその男──比ひ良ら坂さか高こう校こう化学教師、八や尾お慎しん一いち郎ろうは、声に相応ふさわしく顔立ちも一級品。加えて性格は穏やかで険がない。言うまでもなく女子たちに人気がある。化学の時間が来るたび、女子たちに比較されるオレらの身にもなってくれ、先生。

　妻帯者で、スゲー美人の奥さんがいる。先生の忘れ物を届けに学校に来た時拝はい見けんしたが、マジで美人。天は何物ナンブツを与えたら気が済むんだ？

　今け朝さ、高峰から八尾先生もネクロマンサーだと聞いたときには驚おどろいた。高峰のオヤジさんの古い友達で、シロネクロの中でも権けん威いあるお人らしい。

「彼女はクラスメイトを巻き込みたくないだけなんだよ。だからまあ、その辺で許してあげてくれ、不二君」

「別に、そんな嚙かみついてたワケじゃないんスけどね」

　どっちかっていうと嚙みつかれてたのはオレのような気もするんだが。

「ところで、期末の勉強は進んでる？　中間の二の舞にならないようにね」

　うぐッ！　先生、それ不意打ち。

「努力はしますわ……」

　馬鹿は死なないと治らないっていうけど、じゃあいっぺん死んだオレはもうバカじゃないってこと？　そうだとイイんだけどな。

　先生は高たか峰みねに向き直ると、メガネの奥の瞳ひとみを細めた。

「訪ねて来てくれるのは久しぶりだね、雪ゆき路じ君」

　……おィ！　何ナチュラルに下の名前で呼んでんだこのイケメンティーチャー！

「急に申し訳ありません」

　高峰は軽く頭を下げる。相変わらずの隙すきのなさに、内心胸を撫なで下ろす。ああ、小さい男さ、オレってヤツは。

「いや、そろそろ来るかなと思っていたところさ。中で話そうか」

　言いながら先生は、白衣のポケットから鍵かぎを取り出した。







　薬品の瓶びんが収められた鍵付きの戸と棚だな。教科書や専門書、教材が並んだ本棚。ラックには無数の実験器具。教室に併へい設せつされた準備室は整然としていた。冷房がよく利いている。

　先生はラックからフラスコや漏ろう斗と、三脚やオイルランプを取り出し、何すんのかと思ったら、手馴なれた様子で即席のサイフォンを組み立て、コーヒーを淹いれ始めた。やることなすこと色男っぽい。

　オレと高峰は窓際、丸まる椅い子すに腰を下ろしている。

「君たちのこと、シロネクロたちの間でも、随ずい分ぶん噂うわさになってるよ。『高峰がプラストミックを使った』って」

　ランプに火を入れながら、先生。

「そうでしょうね」

　と、高峰はかすかな溜ため息いきを吐ついた。

　できかけのコーヒーがゴボゴボと音を立てている。先生は机に置かれたノートパソコンへと手を伸ばすと、キーボードをカタカタ。それから本体を回し、画面をこちらへと向けた。〝全日本シロネクロ協会　掲示板〟……って！

「ＨＰホムペあるんスか!?」

「僕が管理してる。暗号化してあるからおいそれとは見つからないだろうし、見つかったところで本気にする人はいないだろう。さっきも言った通り、ネクロマンサーにはワンマン主義が多いんだ。神しん出しゆつ鬼き没ぼつのクロネクロたちと渡り合うには、こういった形で団結していかなければならない。守る側の僕たちは、どうしても後手後手に回ってしまうからな。クロネクロたちも最近組織を立ち上げたらしいし、気が抜けないよ」

　なになに……『高たか峰みねたんがプラストミックを使ったと聞いて！』『ユキジたんかわいいお！』『現役女子高生でネクロマンサーとかたまらんのだが』『ユキジたんは俺おれの嫁』『やっぱり使ったんですかね、アレ』『アレかー、実在するのかね』……なんだよこのノリ！　ネクロマンサーに対する印象がガラリと変わったわ！

　横で高峰が溜ため息いきを吐つく。そら呆あきれもするだろう。

「信頼に足る人たちだよ。ややネットに適応し過ぎてしまったきらいはあるが」

　先生は目の前にビーカーを三つ用意し、コーヒーをフラスコから注そそぎながら。

「クロネクロの方で〝司祭級ヴオコール・クラス〟が動いているという噂うわさもある。ネクロノミコンを狙ねらっている、と」

「本当ですか？」

　硬度を増す高峰の声。

「あくまでも噂に過ぎないがね」

「あのー、なんスかそれ？」

　一人だけ話題についていけないオレ。蚊か帳やの外は嫌なので急いで問いかける。

「具体的には、流派の秘伝や奥おう義ぎを受け継ぎ、それを使いこなせるだけの腕前がある者を指す。使い〝こなす〟というのは、ただ使えるだけではなくて、他者に教授できるということ、つまり、弟子を取ることができるという意味だ」

「えと……スゲー強いってことスか？」

「端的に言ってしまえばそうだね。ネクロマンシーというのは一つの流派を示す言葉ではなく、〝死〟に関連する魔術全般を指す包ほう括かつ的てきな言葉なんだ。その枠わく組みは曖あい昧まいで内側は広く、混こん沌とんとしている。近年の研究によって基き礎そとなる術の幾いくつかは体系化されつつあるが、まだまだ氷山の一角に過ぎない。秘伝や奥義ともなれば、術者の個性や感性に拠よるところが多く、体得できる者はほとんどいない」

　先生は言葉を切ると、オレたちにビーカー二つを差し出した。

「あ、ドモ」

「ありがとうございます。私はブラックで」

　と、高峰。シブい女だ。まったくおたくシブいぜ。

「ミルクはいるかな？　砂糖は何ブリックス入れる？」

「あ、ドモ……ブリックス？」

「糖度の単位だよ。ミカンで十一、リンゴで十四くらいかな。今後農学を専攻するつもりがあるなら目にするだろう。僕は甘党だから十二ブリックスほど入れるが、まあここにあるから好きに使ってくれ──で、まあ、僕が言いたいのは、十分に用心してくれってことだ。ヴォコール・クラスは何をしてくるか全く予想がつかない」

　そのブリックスってのはいまいちピンとこなかったが、とりあえずオレは手を伸ばし、砂糖を三杯入れた。

　黙ってコーヒーを啜すする高たか峰みねの表情は険けわしい。先生の口からヴォコール・クラスとかいう単語が出てから、ずっとこんな顔だ。オレは横からそっと耳打ちをする。

「高峰、ほら正直に言えよ。カッコつけてブラックとか言っちゃったけどホントは苦くて飲めないんだろ？　眉み間けんに皺しわが寄ってんぞ」

「バカじゃないの！」

　うお、予想以上に厳きびしい反応！　ちょっと緊きん張ちようをほぐしてやろうと思っただけなのに！

　オレたちのやりとりに、先生は忍び笑いを漏もらす。

「仲が良いなあ」

「……先生、冗じよう談だんでもやめて下さい。気分が悪いです」

　おいおい、またコレだよ。ピリッだよ。やめてくれよ高峰。どうしてもっと穏やかに生きられないんだ、オマエは。

「私、こんなバカで能天気で尻しりの軽い男は嫌いです」

　辟へき易えきするオレの半眼と、先生の苦笑を浮かべた瞳ひとみとが重なった。ほぼ同時に肩をすくめる。

「悪かったね、以後気をつけるよ、不ふ二じ君も可哀想だし」

　先生はコーヒーを一口、ようやく椅い子すに腰を下ろした。

「じゃあ雪ゆき路じ君、そろそろ用件を聞かせてもらおうか」

　高峰は椅子から立ち上がると、膝ひざの上に置いていた本を先生へと差し出した。高峰が今日一日ずっと読んでいた本であり、先ほどオレの頭を割りかけた鈍どん器きだ。

「父の研究日誌です」

　と、高峰。

「ほう、銀ぎん河がのか……拝はい見けんしよう」

　先生はそれを受け取ると、女子たちが綺き麗れいだと称しよう賛さんする指で優ゆう雅がに表紙を捲めくり、そこで動きを止めた。

　オレも立ち上がると、高峰の肩越しに先生の手元を覗のぞき込む。本の中表紙に、何事か走り書きされているのが見える。先生の瞳はそれを見つめていた。

「何が書いてあるんスか？」

「……古い伝でん承しようだよ。『汝なんじら、死の先に仮かり初そめの生を求める同胞よ、別離の先に再会を求める我が子らよ、心せよ。往く道は叢むら雲くも多くして罪穢けがれ数多あまたなり、過あやまちたる先には光なく、深しん淵えんの王が汝の咎とがを滅めつするだろう』──ネクロマンサーの〝始祖〟が残した言葉だと言われている」

「あのー、できたら日本語で……」

「日本語だよ……悪いことをしたネクロマンサーの元には、深淵の王がやってきて罰ばつを与える、という意味だ。今時シロネクロにも、こんな伝説を信じている者はいないが……銀河らしいな。あいつは夢見がちな奴だったから」

　先生は少し笑い、次々にページを捲めくってゆくと、やがて本を閉じた。

「──なるほど。死者の完全なる復活か。この研究を進めたいんだね？　不ふ二じ君の為に」

「ち、違ちがいます！」

　一いつ瞬しゆんうろたえた高たか峰みねは、オレと先生がじーっと見ている視線に気づくと、荒々しく咳せき払いをして平静を保たもった。

「は、早くこんなバカとは縁を切りたいんです。それだけです。手伝っていただけますか？」

　おい、いちいち一言多いんだよ……あんまりオレを怒らせない方がいい。今すぐオマエのおっぱい揉もみしだいて自殺してもいいんだが？

「構わないけれど、一つお願いがある」

　と、先生。

「なんでしょうか」

　高峰の肩越し、先生の視線がオレに注そそがれる。妙みように熱っぽい。

「彼を一晩貸してくれ」

　ゾワアッ──！

　オレは唐とう突とつに、一部の女子たちの間で広まっている、先生に関する噂うわさを思い出す。その女子たちは先生を八や尾お先生とは呼ばない……〝ヤオイ先生〟と呼ぶのだ。根も葉もない噂だが、『もしかして』と思っちまうのは、あまりにもハンサムすぎるからか。

『──不二君、怖がらなくていいんだよ。僕に任せて』

『あ、そんな、先生、オレ……うっ……』

『ふふ、嫌がっていても体は正直だね。もうこんなになってるじゃないか、はしたない子だ』

『うああっ……』

　そしてパァァア、オレ昇天──かっかかか勘かん弁べんしてくれ！

　自分の逞たくましい妄もう想そう力りよくのせいで青くなるオレ。

「承しよう服ふくしかねます」

　よ、よーし、その意気だ高峰！　毅き然ぜんとした態度を示す高峰の背後で小さくガッツポーズ。

「まあ、そうだろうね。残念だ、僕も高峰家の秘術には興味があったんだが。まあ、手伝いはするからいつでも訪ねて来るといい。なんなら家の方にも来てくれて構わないよ。銀ぎん河がの娘である君は、僕の娘と同じようなものだ」

　先生の差し出した研究日誌を受け取り、高峰は一礼した。

「ありがとうございます」

「でも一つだけ、不二君について聞かせてくれないか？」

「答えられる範囲でよろしければ」

　先生は頷うなずくと、オレをじっと見つめてきた。うう、ケツがムズムズする……

「うーん、やっぱり見えない……ラインは隠しているのかな？」

　と、先生。

「いえ、元からありません」

　高たか峰みねの返事に、先生は目を見開いて腰を浮かせた。

「〝完全〟自律型か!?」

「はい」

「まさかとは思ったが……なんてことだ」

　驚きよう愕がくと感嘆の入り混じった、先生の溜ため息いき。

「あのー、ラインって？」

　オレがどちらにともなく尋たずねると、先生はおもむろに片手を掲かかげた。その指先から白く輝かがやく光の糸が、ツツーッと垂たれた。あ、これ確か昨日高峰が、オレの下半神様を動かした時に出してたな。

「これが〝霊ラ導イ索ン〟、ネクロマンシーにおいて基き礎その術の一つだ。ゾンビにオーダーを伝える為の情報伝達用媒ばい体たいであり、主人とゾンビの命を繫つなぐ架け橋でもある。発動した直後は、一般人にも目視されてしまうから注意が必要だな」

　先生が片手を振ると、糸は消え失せる。

「プラストミックを受けた際、ゾンビはラインによって主人と繫がる。主人にぶら下がる、というイメージをしてくれたら、わかりやすいかな。つまり普通、主人が死ねばゾンビは滅ほろびてしまうんだが……君はそうではないと、雪ゆき路じ君は言うんだ。主人が死んでも動き続けるという、〝完全〟自律型のゾンビ……それを生み出す業わざは、今はもう失われてしまった伝説の技術であり──」

　徐々に熱を帯おびてくる先生の言葉を、高峰が制した。

「先生、不ふ二じ君はネクロマンサーではありません。術者でない者にそれ以上話すことは、戒律に触れますよ」

「あ、ああ……そうだったね、つい熱中してしまった」

　先生はまだ『信じられない』と言いたげな様子で首を振ると、浮かせていた腰を椅い子すに下ろした。うーん、研究者って感じ……

「私はそろそろ、研究があるので失礼します」

　と、高峰。

「うん──あ、そうだ、君たちの苦境を聞いて、協会から協力者が名乗り出てくれたよ。今日明日にはこっちに着くはだろう。君もよく知っている子だから、仲良くしてあげてくれ」

　先生の言葉に、高峰は眉まゆ根ねを寄せた。

「もしかして……ソファイアですか？」

「そうだ」

「ああ……」

　高たか峰みねの溜ため息いき。

「誰だれ？」

　と、オレ。

「ネクロマンサーの名門、アクセルロッド家のお嬢様でね。小さいころ高峰の家に預けられて修行していたことがある。雪ゆき路じ君とは姉妹のように仲が良かったんだ」

　と、先生が答えてくれる。

　へえ、どんな子だろう？　名門のお嬢様で、高峰と仲が良い……うーん、ちょっと想像がつかねーや。

「良い子なんだけど、ね……ちょっと苦手というか……」

　奥歯にモノが挟はさまったような高峰の口ぶり。珍しい。

「邪険にしないでやってくれよ。今は猫の手も借りたい状況だろう？」

　嗜たしなめるように先生が言う。

「そうですね……助かります。それじゃ、失礼します」

　と、サッサと出て行ってしまう高峰に、オレは慌ててコーヒーを飲み干して立ち上がる。

「不ふ二じ君、ちょっと待ってくれ」

　先生の呼び声に、オレはちょっと噎むせそうになった。

「な、なんスか？　オレはノンケですけど……」

「雪路君のこと、どう思う？」

　そう言う先生の瞳ひとみは、清せい廉れんな光を湛たたえていた。やましい想像をしていた自分が恥はずかしくなる。

「どう、って？」

「……あの子は不器用な子だ。一人で何でも抱え込んで、一人で戦おうとする。僕はずっとあの子の力になってあげたかったんだけど、何度手を差し伸べても、あの子は強い力でそれをはね除のけてしまう。その雪路君が、今になって自分から僕に頼ってきた。君を巻き込み犠ぎ牲せいにしてしまったことを、よほど深く悔くいているんだろう──君は彼女を恨うらんでいるか？」

「あー……なんか昨日も高峰にそんなこと聞かれましたけど、別に恨んじゃいねーッスよ。つか、女の子を恨むなんて、オレにゃーできません」

「あはは、そうか」

　と、先生はひとしきり笑った後──ナンテコッタイ！　オレに向かって頭を下げてきやがった。人に頭を下げられることに慣れていないオレは居心地が悪くなる。ムズムズ。

「銀ぎん河がに代わってお願いする。あの子の力になってやってくれ」

「ち、力って……アイツ、スゲー強いじゃないスか。オレみたいなバカで能天気で尻しりの軽いだけのヤツなんて、足手まといにしかなりませんよ」

「彼女の傍そばにいてやってくれるだけでもいいんだ。君みたいな楽観的な子が傍にいることは、張り詰めがちなあの子にとって随ずい分ぶん助けになるだろう」

「ぷハ、全くホメられてる気がしねースわ、それ」

「そうかね？」

　オレは笑い、先生もつられるように笑った。

「こと戦いにおいては、僕だって大して役には立てない。かつてクロネクロとの戦いで深手を負って以来、ろくに運動も出来ない体になってしまった。未だにクロネクロたちは僕を恐れているから、手は出してこないが……まあ、殺したところでうまみはないというのが本当のところだろうな」

「へえ……昔はヤンチャしてたんスか？」

「そんなトコだね」

「──ちょっと不ふ二じ君、何やってるの？」

　隣となりの部屋から飛んできた、咎とがめるような高たか峰みねの声に、『今行く！』と返事をし、

「ま、わかりましたよ、先生の心意気！　オトコ不二由ゆう真ま、風呂ンときもトイレの中もベッドの上でも、ずっと高峰の傍そばにいると誓ちかいますよ！」

　先生はふと真顔になり、

「うん、まあ、そうは言っても手は出すんじゃないよ。僕の親友の娘でもあるわけだし」

　……あ、ヤッパそう来ます？

「ヘーキッスよ、オレも死ぬほどの覚かく悟ごはありませんから……じゃ、シツレーします」

　溜ため息いき混じりのオレの台詞せりふ。先生の頭上に大きな〝？〟が浮かぶのを尻しり目めに、化学準備室を後にした。







　　三　ずっとハイ







　遠く山の稜りよう線せんに、でっかい夕日が沈しずんでゆく。夕暮れがひたひたと町並みを染めている。

　ひぐらしの声を切り裂さいてバスは走る。

　オレと高たか峰みねは後部、二人がけの席に並んで腰を下ろしている。車内に人影はそう多くない。樽たる多た露ろ駅えき前を出たときは混雑していたが、郊外に近付くにつれ落ち着いてきた。

　通路側の高峰は、オヤジさんの残した研究日誌という名の鈍どん器きと額ひたいをつき合わせている……酔よわないんだろうか？

　オレは駅前のスーパーで買い込んだ食材でパンパンのビニール袋を抱え、高峰のうなじを盗ぬすみ見たりその匂においを密ひそかにクンクンしたり、堂々と景色を見たりしている。

　夕飯はオレが作ることになった。コトの発ほつ端たんは下校途中。

　新しいケータイを買いに駅前まで出た帰り道、すきっ腹を抱えたオレは、今夜の夕飯がどうなってるのか高峰に尋たずねてみた。朝はシリアル、昼は購買の惣そう菜ざいパンだったので、そろそろガッツリ食っておきたいと思ったんだ。

『シリアルでいいんじゃない？』

　高峰の返答に、オレは顔をしかめたね。

『……オマエ、普段何食って生きてんの？』

『シリアルとフルーツ。たまにファーストフード』

　生活力なさすぎだろ！　と取りあえず突っ込んでおき、オレらはその足でスーパーに向かったと、まあこういう流れだったワケ。スーパーでの高峰の態度は相変わらずだったが、ちょっとしたデートみたいで楽しかった。

　窓の外を流れていく、郷きよう愁しゆうを誘う夕焼け。停留所に着くまでしばらく時間がありそうなので、オレは切り出すことにした。

「なあ高峰、さっき先生が言ってたことって、マジなのか？」

　高峰は本から顔を上げない。人と話すときは相手の方を見なさい！　と、オレは心の中でキッチリと叱しかっておく。

「どれ？」

「オマエが皆を巻き込みたくないから、そんな風にしてるって」

「これが地よ」

「ウソつけよ！」

　ペラリ、ページを捲めくる音。

「……ものは言い様よね。そんな言い方すると私がすごく善人みたいに聞こえるけど、ただ後味の悪い思いをしたくないだけ。罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれる人生を過ごすくらいなら、独りのほうが気楽だもの。それだけよ」

　淡たん々たんと語られる言葉。

　オレは顔の筋肉をフル動員し、しまりの足りない顔を引きしめ、

「いや、オマエはえらいよ、立派だよ！」

「なによそれ。キミに褒ほめられても別に嬉うれしくないわ。しかも唐とう突とつに」

　……うーん、日ごろの行いが悪いからか、イマイチ真剣さが伝わらなかったか。予想じゃ『嬉しい、貴方あなただけはわかってくれるのね！』って、オレに抱きついてくるハズだったんだが。

「でもなー、だからって今のオマエの態度が正しいとは思えないんだよなー……」

　オレの眉み間けんはシワシワだ。

　下心抜きに語るなら、オレはマジで感心してるんだ。だから釈しやく然ぜんとしない。皆を巻き込むまいと、一人で戦い続けてきた女の子が、誰だれにも顧かえりみられないなんてのは、ちょっと納得できない。頑がん張ばってるヤツは相応に報むくわれるべきなんじゃないかって思うのは、オレが若造だからなのか？

「キミならどうした？」

　と、高たか峰みね。

「んあ？」

「キミが私の立場なら、どうした？」

「えと、オレがネクロマンサーで、オヤジからやべえモンを受け継いで、命を狙ねらわれるような人生だったら、か？」

「そうね」

　……むむむ！　オレは数Ⅱテスト終了五分前よりも頭をヒネったが、ゴリ霧む中ちゆう状態だった。霧きりの中のゴリラよりも途方に暮れた。

「あー、わかんね！　想像できねーや」

　高峰は顔を上げ、ワシャワシャと頭を搔かくオレを見た。夕陽を照り返すメガネのレンズがオレンジ色に輝かがやいている。

「私もわからなかった。どうしたらいいかわからなかったから、お父さんや他のシロネクロたちの真ま似ねをしてみたの。ただそれだけ。だから、いい方法を思いついたら教えて」

　いつ怒られるかな？　と思って身を硬くしていたオレに注そそがれる視線。メガネの上から覗のぞく高峰の瞳ひとみは、穏やかに細められていた。

「そうするから」

　……高峰の瞳に吸い込まれそうだった。

　この不思議な引力に身を任せればキスができるんじゃないかと思ったが、なんとか理性で踏ふみとどまった。そうしたら多分オレはぶっ飛ばされて、キスの相手は壁か床になっちまうんだろうから。キスした瞬しゆん間かん死んじまうかもしれねーしな。

　オレは少し掠かすれた声で言う。

「わかった、考えてみる」

　高たか峰みねは頷うなずくと、再び本へと視線を落とした。

　オレはない知恵絞しぼってちょっとばかり真剣に、高峰の人生について考えようとした。

　──その矢先。

　高峰が弾はじかれたように顔を上げた。キョトンとするオレ越しに窓の外を見つめる。見開かれた瞳ひとみは、みるみる鋭するどくなった。

「不ふ二じ君、立って！　このバス、全然違ちがう道走ってる！」

　高峰がオレの手首を摑つかんで立ち上がろうとした時、オレたちの前、一人がけの席に座っていたリーマンの左手が、ガッ！　高峰の喉のどを鷲わし摑づかみにした。男は前を向いたまま、腕だけをこっちに伸ばしている。スーツを着た背中が目の前にある。いきなりの事態に、オレの頭の中は真っ白だ。高峰の膝ひざの上から、バサリと本が床に落ちた。

「──ぐうっ！」

　背もたれへと押しつけられた高峰の口から、苦しげな吐息が漏もれた。

「な、なにやってんだよ、オジサン！」

　ハッとして、オレも男の左腕に両手で組み付くが、ビクともしない。まるで日曜日のお父さんと子ども状態だ。くそ、オレ非力すぎんだろ！

「感づかれてしまったようですので、交渉に移らせていただきましょう」

　リーマンは喋しやべりながらこっちを振り向く、振り向く、どんどん振り向く──っておい、ちょっと、うわ、リーマンの首、メキメキメキッ！　百八十度こっち向いてる！　体は正面を向いたままで……ナニコレ、スッゲー怖いんだけど！　今すぐこの手を離してえ！

「ネクロノミコンを渡していただけますか、高峰のお嬢さん」

　リーマンが言う。

　ネクロノミコンを探してるってことは、クロネクロか!?　いや、どう見ても人間とは思えないぞこれは。てこたあ、ゾンビか！

「正気なの、こんな、目立つ、やり方──っ！」

　痛々しくひしゃげた高峰の声。

「ご心配には及びません。詳くわしい手段は省きますが、そのバスは今日この日、この時だけ、『社会的に存在しない』ことになっております。そのように調整いたしました。目撃者と被害者さえいなければ、よほどのことがない限り事件にはならない。そして──」

　ザッ！　椅い子すに腰を下ろしていた他の客たちが一斉に立ち上がった。フツーの主婦っぽいオバサンや、学生服の女の子。大学生風の青年──メリメリメリ！　たくさんの首が回って、たくさんの視線がオレと高たか峰みねを見つめる。瞬まばたきもせず、無表情のままで、バスの揺れに合わせて揺れながら、夕陽を浴びている。オレの全身の産うぶ毛げが逆さか立だつ。かっ、帰りてえー！

「貴女あなたがた以外、生きた人間は乗っていません……ああ、そちらの彼もゾンビなんでしたね。では貴女一人だけ、ということになります」

　リーマンの言葉に、オレはビビる。コイツ、マジか……クロネクロってどんだけデカい組織なんだよ！

　まさかコイツが、ヴォコール・クラスとかいうヤツか!?

「なんて適当なプラストミック……死者たちへの、冒ぼう瀆とくよ、許せない……！」

　高峰は顔面蒼そう白はく、額ひたいには玉の汗あせを浮かべながらも、その瞳ひとみに炎を宿す。確か昨日もゾンビを見て、こんな風に怒ってたっけ。

「先日は万ま里り王おが大変お世話になりました。私は〝分隊プラトーン〟、多数のゾンビを一度に操あやつる術に長たけているので、仲間内ではそう呼ばれております。どうぞお見知り置き下さい」

　対して、リーマンはあくまでも冷静だ。

「くっそ……オイテメー！　手え離せよこのチカンヤロー！」

　オレは声を嗄からして叫さけんだ。さっきから力の限りリーマンの腕をネジったりシボったりしてるんだが、リーマンはこっちを見ようともしない。

「不ふ二じ君、だめ、逃げて……逃げなさい！」

　高峰の言葉に被せるように、リーマンは口を開いた。

「さて、今まで私が申し上げた事柄を踏ふまえた上で、よくよくお考え下さい。ネクロノミコンを渡すか渡さないのか。答えは待たずこのまま首を絞しめさせていただきます。目が覚めたときには、若い女性には到底耐え切れないような拷ごう問もんのフルコースが待っていることでしょう。意識があるうちに色よい返事をお返し下さることが、双方の為かと存じます。それでは失礼」

　メキメキメキ！　高峰の首が軋きしむ。

「かはぅッ──！」

　スカートから伸びた両足が痙けい攣れんし、バスの床を搔かく。

　ああああクソッ！

　若い女性には到底耐え切れないような拷問だと……そんなエロいこと、映像倫理委員会が許してもこのオレが許しはしない！　様々なアクション映画を見ることによって身につけた技の数々、受けてみよ！

「ホワァー、アタタタタターッ！」

　怒ど濤とうの攻撃が開始された。

　ハイパー目潰つぶし、ウルトラ張り手、アルティメット嚙かみつき、スペシャルくすぐりなど、常人ならば即座に塵ちりと化すほどの攻撃を一通り繰くり出し終えた頃には、全く無傷のリーマンと、ぐったりした高峰の姿があった。

「たっ、たかみねえーっ！」

　絶望の叫さけびを上げるオレの目の前で、シャカッ！　と菩ぼ提だい樹じゆの下で悟さとりでも開きそうな音を立て、高たか峰みねの右手が高く掲かかげられた。その軌き跡せきに引かれた銀の残光が消える頃、ズッ！　リーマンの左腕が手首からズレた。

「『自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト』……」

　高峰が俯うつむいていた顔を上げると、そこには周囲で揺れるゾンビたちと同じような、冷たい無表情があった。その片手にはナイフ。首に残ったリーマンの手首をもう片手でもぎ取りながら、ふらりと立ち上がる。制服は返り血にまみれ、凄せい惨さんな有様だ。

「なるほど、貴女あなたが意識を失った場合、自動的にセルフオーダーが発動するという──」

　オッサンの言葉を遮さえぎるように、高峰の片手が無造作に振られた。シュパッ！　リーマンの首が宙を舞い、ゴトンと重たい音を立てて床に転がった。首と片手を失った後姿が、切断面からドロリとした血液を溢あふれさせながら倒れてゆく。

　ぐえええ、まともに見ちまった！　さっきまではホラーで今度はスプラッタかよ！　うっぷ、夢に出そう……

「──『指令オーダー・全員突撃フルフオース』……」

　床に落ちた首が、最後の吐息を吐はくようにして告げた。すぐさまボロリと崩くずれ、跡形もなく消え去る。胴体も同じく消え、後にはフォーマルスーツだけがポツンと残った。

　首だけで喋しやべったことにビックリすべきか？　今いま更さらだよな。それにそんなこと気にしている場合じゃない。周囲のゾンビたちが動き始めた。オレらより前に座ってたヤツらはみんな首だけ後ろ向き状態なのに、シュバシュバッて感じで機き敏びんなのがまた気持ち悪い！　うぎゃー、こっち来るんじゃねーっ！

　買い物袋を抱えて身をすくませたオレの眼前、背中を向けて立った高峰とゾンビたちとの戦いが始まった。

　周囲から伸びてくる手、手、手の群れ。迎え撃うつのは高峰のナイフ一本。シャザッシュバババシュザンッ！　夕陽を受けて、刃の描く閃せん光こうの軌き跡せきは幾いく重えにも翻ひるがえる。血と手首が飛び散る。

　まさしく八はち面めん六ろつ臂ぴの大だい活かつ躍やくだ。しかし、それでも完全には対処し切れていない。時折肩や手首を摑つかまれては、すぐさまそれを切り飛ばす。隙すきを見てゾンビの首や心臓部へと攻撃を繰くり出すが、攻め切れないでいる。危うい均きん衡こう──ふははは、怖えー！　怖すぎて笑える！

　──ヴォン！

　突然、勢いのある排気音エグゾーストノートが響ひびいた。

　肩越しに窓の外を顧かえりみれば、市を囲む山のどこかだろう、バスは右手に斜面を見上げ、左手に木立ちを見下ろす、ゆるやかに蛇だ行こうする山道へとさしかかっていた。その側面へと鋭するどく走り込んでくる、ＢＭＷのオープンカー。

　運転席のアイツは──岸きし谷たに万ま里り王お！

　グラサンなんぞしやがって、軽快にハンドルを操あやつっている。鼻歌がこっちまで聞こえて来そうだ。ヤツはこっちを一いち瞥べつすると、ハンドルから片手を離して中指を立ててきやがった。クソヤンキーめ、そのまま事故っちまえ！

　そして、助手席には見知らぬ男。
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　ピシッと決まったスーツ姿で腕組みし、調子こいてる万ま里り王おとは対照的に落ち着いた印象だが、真っ黒なフルフェイスヘルメットを被っているのがひどくミスマッチだ。

　男は組んだ腕を解くと、こっちへ向かって大きく片手を振る。ヒュルン！　その指先から光の糸が伸び、バスの壁をすり抜け、トスッ！　高たか峰みねと交戦するゾンビのうち一体、オバサンの頭へと突き刺さった。糸はすぐに消える。あ、これって確か──ライン！

「……一撃で司令塔を潰つぶされるとは予想外でした。それなりに強化してあったんですが」

　突然オバサンが、オバサンの声質で、オバサンが言いそうもないことを口にした。『みんなー、ご飯よー！』って、台所から聞こえてきそうな声だった。スゲーミスマッチ感。

　なるほど、つまりあのメット野郎がプラトーンってことか……

「しかし、追い詰めましたよ高峰のお嬢さん。セルフオーダーは諸もろ刃はの剣つるぎ。その術が切れた時、貴女あなたは我々のものとなる……『指令オーダー・Ａ、Ｂ、Ｃは加速アクセラレーシヨン、攻撃アタツク続行。Ｄ、Ｅ、は援護サポート。Ｆ、Ｇは遊撃モバイル、残りは欠員に備えて待機ステイ、以上』」

　オバサン＝プラトーンのオーダーを受けると、ゾンビたちの動きが目に見えて変わった。無秩序だった攻めが整い、激しさを増す。

　物凄すごい速度で動き始める三体、その隙すき間まから腕を繰くり出してくる二体、そしてさらに、四つん這ばいになってカサカサ動き始めた二体が、低姿勢から高たか峰みねの足へと手を伸ばす。

　高峰は完全に防戦へと追い込まれた。

「おい高峰！　外！　外！　いる！」

　その背中へと声をかけるが、反応がない。どうもセルフオーダーってやつを使うと、ロボットみてーになるようだな……くそ、何かオレにできることはねーか!?

　少し考えた後、オレは急いでガタガタとバスの窓を開けた。吹き込んでくる風と、

「ヨウ青年、人生にゼツボーしてっかあ！」

　万ま里り王おの軽口。オレは構わずに片手を買い物袋に突っ込んだ。摑つかみ出すのは丸々と赤いトマトだ。狙ねらうは運転手の万里王だ。怒りに任せてその顔面へと投げつけた。

「食らえ大地の恵み！」

「うおっ！　テメッ！」

　ベシャッ！　まさかのクリーンヒット！

　運転が乱れ、ギャギャギャ！　タイヤが激しい音を立てる。ザマーみやがれ！

「何てことしやがるこのクソガキァブッ殺すぞ！」

　喚わめめきながらハンドルを切っている万里王の姿にスカッとしつつ、急いでバスの車内に視線を戻すと……うあヤベ！　高峰が引きずり倒されてる！

　仰あお向けに倒れ込みながらも、足首を摑むゾンビの手首を切り飛ばした高峰へと、残るゾンビたちが一斉に腕を振り下ろした。

　ブシャアッ！　鮮血が激しく飛び散った。

　──オレの。

　間一髪のところで高峰の上にダイブし覆おおい被さったオレは、背中に走る激痛に脂あぶら汗あせを浮かばせながらも、惜おしみない賞しよう賛さんを送っていた。オレのなけなしの勇気と、それに応えてくれた下半神様に。もしオレが女だったら、この下半神様になら抱かれてもいい、って思うぜ。世の女たちって、ちょっと見る目がないんじゃない？

　華きや奢しやな高峰はスッポリとオレの下に収まり、抜け出そうともがいている。その力は異様に強い。油断すれば持ち上げられてしまいそうだ。オレはフルパワーでその体を床に押し付けながら、雨のように降りしきる攻撃に耐え続けている。

　ザクザクザク！　鋭するどい爪が背中の肉を抉えぐり、もう痛いというよりは灼しやく熱ねつ。やがてゾンビたちは、身動きのとれないオレの背中へと顔を埋うずめて、なんとムシャムシャやり始めた！

「あ、ぐお！　いぎっ！　あぎっ！」

　堪こらえ切れず、涙と鼻水と悲鳴が溢あふれる。ガブベリブチリぐしゃがぶりべりバリ今までの人生で味わったことのない痛みがベリバリバリ！

　ゾンビたちの食欲は凄すさまじかった。こいつら部活後の柔道部員たちよりも飢うえてやがる。このままじゃオレを完食するまで十分とかからないんじゃないだろうか。そんなに美う味まいか、オレの肉！　グラム幾いくらだ！

　おいやめろ、コリコリすんな、それは背骨だ！　スペアリブ食うときみてーに、くっついてる肉を、前歯で丁てい寧ねいにこそぎ取るのはやめろ！

　くっそー、好き放題やりやがって！　だがオレの体の下には高たか峰みねがいる……これが一体何を意味するのか、教えてやるぜ！

　ギュンギュン、妄もう想そう回路全開！　真下にある鬼神の如ごとき高峰の表情、その頰ほおに朱を散らし、上目遣いにオレを見つめさせ、少し不安そうに、次の台詞せりふを言わせてみよう！

『やさしくしてね』

　そら見たことか、初々しいベッドシーンにはやがわりじゃねーか！

　シュン、オレの背中の痛みが瞬しゆん時じに消え失せた。再生したな──と思ったらガブリがぶがぶ、またすぐに激痛が！　イタタタタタッ！　くそ、妄想だけじゃおっつかねー！

　ゴクリ生なま唾つば、緊きん急きゆう事態なんで失礼します、と心中で断ってから、高峰の胸へと、汗あせと涙と鼻水でグショグショになった顔を近づけた。触るなよ！　触ったら死ぬぞ、オレ！

　そしてズオオォォン、オレは人にん間げん掃そう除じ機きだ。吸引力の変わらない唯ただ一つの鼻び腔こう！

　ホワーンと良い香りが、胸一杯に満たされれば……ギュイーン、オレのエロ脳は出力全開だ！

　ああ、オレの顔前、数ミリ先におっぱいがあるという確かな事実……ここは楽園ヘヴン？　でも背中、痛ッテエエエエエエエ！　再生すると食われ、食われればまた再生する。エンドレス食べ放題……なんなんだコレ、オレって今、幸せなの？　不幸なの？

「うおおおおおおおおッ！」

　絶え間ない激痛を紛まぎらわそうと、オレは雄お叫たけびを上げた。今け朝さ見た夢を──我が妄想ながら美しかった高峰の肢し体たいを思い出して耐える。オヤジエンドのくだりは脳内でカット。

　ガブガブガブ！　痛かろうと、グチャグチャグチャ！　苦しかろうと、おっぱいがある限り生きることを諦あきらめない！

　高峰は、歯を食いしばって耐え続けるオレの下から抜け出そうとしつつ、隙すきを見てはナイフを閃ひらめかせ、周囲のゾンビの足首を刈かっている。オレも刺されるんじゃないかとヒヤヒヤしたが、どうやら敵味方の区別はついているようだ……おお、これって戦略的にアリなんじゃね？

「……『指令オーダー・攻ス撃ト中ツ断プ』」

　やがてオバチャンの声がして、周囲のゾンビがザッと退ひいた。

「キリがありませんね。いやはや、これほどの再生能力とは……」

　半なかば呆あきれの混じった、感嘆の響ひびき。

「もう、オシマイかよ……いいんだぜ、もっと食べても！　腹減ってんだろ！　今日はオレのおごりだ、どんどん食えや！」

　内心『やめてくれ！』と思いながら、ヤケクソ気味に叫さけんだ。そろそろ禁断のブラモロいっとくか？　とか思ってたんだが、ああ惜おしい……いや違ちがう！　これでよかったんだ！

「私のゾンビでは貴方あなたを殺しきれないようです。武器があればまた違ったんでしょうが、こいつらには道具を使うだけの知能がありませんからね……まったく、質の悪いゾンビはままならない」

　オバサン＝プラトーンの言葉に、オレは顔をしかめる。どういう言い草だ、そりゃあ！

「この人たちは、アンタのオモチャじゃねえっ！」

「オモチャにしているつもりはありませんよ。道具として役に立って頂いただいておりますが。まあ、貴方と倫理観についての問答をするつもりはありません。そこを退どいていただけませんか？」

「言われて退くわけねーだろ！　バカか！」

「我々クロネクロは確かに、目的の為には手段も犠ぎ牲せいも問わない、というスタンスではありますが、ネクロノミコンさえ手に入ればそれでよろしい。一般市民の方にご迷惑をお掛けするのは、私の本意ではありません。退いていただけるなら、貴方に危害は加えませんよ」

「勝手に言ってろ！」

　相変わらず暴れている高たか峰みねを、ギュウと床に押し付けながらオレは言う。

「理解できませんね。貴方は〝完全〟自律型なんでしょう？　そんなに苦しい思いをしてまで、何な故ぜその方を庇かばうのです？　オーダーを受けているわけでもないのに。ただ巻き込まれてしまっただけではないのですか？」

　その言葉に、のぼせがちだった頭の一部がふと冷えた……言われてみればそうだよな。なんでオレはここまでしてんだ？　昨日出会ったばかりの女の子のために。確かにスゲーカワイイし、命の恩人でもあるんだけど……ん？　命の恩人って、この場合あってんのか？　オレ、ゾンビだしな。

「貴方の望みはなんです？　永遠の命？　それとも、人としての復活ですか？　なんにせよ我々が協力しますよ。妙みような戒律に縛しばられていない分、我々の技術力はシロネクロよりも高い水準にあります。ネクロノミコンさえ手に入れば、きっと貴方の望みを叶えてさしあげましょう。いかがですか？」

　……恥はずかしながら、オレの心はちょっと揺れた。

　どんなエロい妄もう想そうを思い描いたところで、それが現実になればオレは死んじまう。こんな状況じゃ、目の前の高峰が幾いくら美少女でも、絵に描いた餅もちに過ぎないじゃないか。未来のプレイメイトたちのために、より確実な道を選ぶってのもアリかもしれないな、なんてよ。

　オレは暴れ続ける高峰を見下ろした。目に飛び込んでくるのは、乱れた制服姿の美少女だ。一人きりで戦うことを決めた、滑こつ稽けいなほど必死で、不器用なヤツだ。

　オレはふっと笑うと、首を横に振った。

「……駄目だ。だってアンタには、おっぱいがない」

　おっぱいはな、理屈じゃねえんだよ。

　オバサン＝プラトーンは、今度は純度百％の呆あきれを含ふくんだ溜ため息いきを吐ついた。

「なんと下らない……自分の命より脂し肪ぼうの塊かたまりが大事ですか」

「若さってのは、そういうことだ！」

「ううむ……まあ、よろしいでしょう。貴方あなたの価値観を否定はしません。では交渉は決裂ということで、申し訳ありませんが、排除させていただきます」

　ヴォン！　再び排気音エグゾーストノート。

　この体勢からは、脇わきの窓は見られない。音がバスを抜き去ってゆき、やがてフロントガラス越しに、バスの前方へと滑すべり込んで来たオープンカーのケツが見えた。

　バァーンッ！　その後部トランクが勢いよく開き、中から現れたのは──るっ、ルルル、瑠る衣いちゃん！

　両腕を天高く突き上げ、なだらかな胸を突き出すようにして背中を反らせ、大きく口を開けている。その顔に浮かぶのは、喜怒哀楽のうち二番目と三番目を忘れ去った満面の笑顔だ。瞳ひとみがキラキラ輝かがやいている。オレの背筋が一いつ瞬しゆんにして冷えた。

　右手にはお馴な染じみチェーンソー。スターターワイヤーが引かれ、回転を始めたギザギザ刃がすぐさま振られれば、バッシャァァンッ！　バスのフロントガラスはまるで爆発したような音を立て、無数のガラス片となって砕くだけ散った。

　瑠衣ちゃんは重さを感じさせない跳ちよう躍やくを見せ、ダン！　とバスの乗車口付近に降り立つと、

「がおおーっ！」

　ダダダダダッ！　ゾンビたちの間を駆け抜けて来る！　やばい、ヤバイやばいヤバイッ！

　あのチェーンソーの威い力りよくは身を以って味わった。昨日の凶悪な状態にはなっていないようだが、だからといって耐える自信はない。どっ、どうすりゃいい!?

　高たか峰みねの暴れ方が激しくなる。まるで、『自分が戦う』とでも言ってるみたいだ。

　でもよー高峰、周囲のゾンビたちだけでも結構危なかったのに、瑠衣ちゃんまで加わったんじゃ、いくらオマエでもやべーんじゃねーのか!?

　途方に暮れるオレの目の前に、二本のすべすべした脚が、どどん！

「や、やあ、瑠衣ちゃ──」

「がうっ！」

　引き攣つった笑顔を浮かべて顔を上げかけたオレの背中へと、可愛かわいらしい咆ほう哮こうと共に、ズドンッ！　衝しよう撃げきが降ってきた。ギョババババババッ！　瞬またたく間に肉が裂さかれ、背骨が削けずられ、内ない臓ぞうに傷でもついたか、ごぷっ！　食道を熱いものが逆流してくる。口の端から溢あふれた血が、高峰の頰ほおに滴したたった。

　あがががががが無理、無理、これ無理！

　体内に響ひびく振動と激痛に、悲鳴すら上げられない。チェーンソーは止まらない。もうすぐオレの体を切断し、高たか峰みねへと達するだろう。

「あははははー！」

　瑠る衣いちゃんの笑い声が遠のいてゆく。

　ああ、高峰、オレ、守りたかったんだ、オマエの肉体……おっぱいだけじゃなくて、もっとこう、スラリとした太ふと股ももとか、引き締まった……おしりとか……さ……

　パーパパパーッパー！

　けたたましいクラクションが、薄れゆくオレの意識を貫つらぬき、バッドエンド確定間近のクソッタレな現実へと繫つなぎ止めた。

　背筋がズタズタになっているからか、やたらと重たい頭をなんとか持ち上げる。視界がかすむ。

　豪ごう快かいに割れたフロントガラスから吹き込んでくる風が瑠衣ちゃんのコート裾すそを揺らし、その中身が見えそうで見えないもどかしさはさておいて、視線はその股また下したを潜くぐり抜けた先。アスファルトの坂道を調子よく飛ばすオープンカーの更に先──

　道のど真ん中に屹きつ然ぜんと立つ人影に辿たどり着く。

　黒のトレンチコートに中折れ帽という、ハードボイルドないでたちの男だった。夕陽を受け、異様な長身が長い影が伸ばしている。

　ああ、はねられちまう……オレがぼんやりと思った一いつ瞬しゆん後、パーッパパパパーパー！　オープンカーはクラクションを鳴らしながら男へと突っ込んだ。

　──ズドン！

　振動そのものがぶつかってきたかと思うほどの爆ばく音おん。ギャギャギャギャギャ！　オープンカーが激しくスピンしながら対向車線へと吹き飛んでゆく。

　片手の拳こぶしを突き出した姿勢で、男は変わらずそこにいた。

　な……なんだ、何をしたんだ……？

　トリップしかけているオレの脳みそが、今起きたことを理解するより早く、今度はバスが男に突っ込んでゆく──ドッガーンッ！　さっきの比じゃない、激しい衝しよう撃げきがバスを襲おそった！

「あうあー！」

　瑠衣ちゃんが悲鳴らしき声を上げながら吹き飛び、ズギュルン、オレの体から肉を引き千切りながら、チェーンソーが抜けた。

「ぎひいっ！」

　痛みに妙みような声が出た。

　瑠衣ちゃんだけでなく、オレも高峰も、周りのゾンビたちも、ビリヤードのブレイクよろしくめいめいに吹き飛び、あちこちに叩たたきつけられる……そうして衝撃が過ぎ去った後、バスは停車していた。

　オレは運転席付近、バスの前方に頭を向けた姿勢で仰あお向けに倒れていた。僅わずかに身じろぎしただけで激痛が全身を駆け抜け、気が遠くなりかけた。くそっ、この二日間で一生分の痛みを味わい尽つくした気がするぜ……

　力を抜いて横たわっていると、バスの前面に取り付いたハードボイルド・ダンディが逆さまに見えた。近くで見ると、うわ、マジにデカイなこの人。ちょっと見かけないくらいデカイ。まるでバスと相撲すもうでもとっているかのように、バンパーに両手を当てている。コートの上からでもわかるほどに、ギチギチと膨ふくれ上がった二の腕は鋼はがねのようだ。

　素手でバスを止めた、んだよな……

　え……ナニこの人……おすもうさん？　横綱？

　運転席はもぬけのカラだった。さっきの衝しよう撃げきで放り出されたんだろう、運転手姿のゾンビが道路脇わきの木の根元に頭から突き刺さっていた。エアバックはついてなかったんだろうか、それとも故障してたんだろうか。将来、事故対策はきちんとしようと思った。いつトレンチコートの大男にぶちかまされるかわからない、物ぶつ騒そうな世の中だ。

「──ご苦労様でした、セブン」

　狂きよう乱らんの後に吹き抜ける風に乗って、風鈴の音色のような、細くてもよく通る声がした。

　大きな日ひ傘がさを担かつぐように両手で支えながら坂道を下りて来る、たおやかな姿。

　コサージュ付きのサンダルに、ノースリーブのサマードレス。肌はだは透けるように白く、襟えり足あしで二つに縛しばられた髪は輝かがやかしい金色。青い瞳ひとみは遠い異邦の、珊さん瑚ご礁しようの海を思わせる。

　え……ナニこの子……妖よう精せい？ 女神？

　全身から溢あふれんばかりの清せい楚そなオーラに、そこだけで孤高なる反逆の存在感を示す、開いた胸元からこぼれんばかりのおっぱいに、オレの視線は釘くぎ付けだ。正直たまりません。あれはもうおっぱいではない！　男を破壊する威い力りよく……男破威オツパイだ！

「それにしても、確かにバスを停めて下さいとは申しましたけれど、ちょっと乱らん暴ぼう過ぎたかも知れませんね……お姉様はご無事でしょうか……」

　女の子は、たゆん、たゆんと男破威を揺らしながら、大男の横に並ぶと、爪先立ちでバスを覗のぞき込んできた。オレとバッチリ目が合う。うーん、吸い込まれそうなブルー……

「ヘーイ、ハロー！　ナイストゥミーチュー！」

　受けててよかった義務教育。オレはフランクに片手を上げた。妄もう想そう力りよくが再生能力に直結しているオレの肉体は、世界規模の男破威を見た段階で、すでにそれぐらいの動作をこなせる程度には回復している。

「あら……ごきげんよう？」

　女の子は大きな瞳をぱちくりさせ、小首を傾かしげた。その仕草にオレのハートはズッキュウンだ。

「あの、少々お尋たずねしたいのですが、この辺りでわたくしより少し年上くらいの女の子を見かけませんでしたでしょうか？」

「こっちよ、ソファイア……」

　と、車両の中ほどで重たげに身を起こす高たか峰みねの姿。ああ、この子が八や尾お先生の言ってた名門のお嬢様か。どんな子に会えるのかとワクワクしてたが……納得のクオリティー！

「お姉様！　お怪け我がはありませんか？」

「怪我は大したことないけど、セルフオーダー使ったから、ちょっと動けそうにないわ……」

　ソファイアさんは息を吞のむと、気遣わしげな表情を浮かべた。

「ああ、お姉様！　なんとおいたわしい……もっとご自愛なさってください！」

「ツァーッ、おいテメェらァ！」

　オジョーサマとオネーサマの心が洗われるようなやり取りに、横合いからぶつけられた汚い怒声……あー、万ま里り王お！　邪魔すんな！

　対向車線の向こう、コンクリートに覆おおわれた山の斜面に突っ込んだオープンカーは、見るも無残な状態になっていた。傍かたわらに立つ万里王は、さっきのご機嫌は何ど処こへやら、ヨードチンキを頭からぶっかけたみたいに、怒りで真っ赤になっている。プラトーンも車を降りて来るところだった。

「オゥオゥオゥ、どォしてくれんだァ！　買ったばっかのクルマをボコボコにしてくれやがってよォ！　クソガキどもが、ブッコロしたらァ！　瑠る衣い、『命令オーダー・再起動リブート、全殺しマサカー』！」

「あうあ！」

　高峰のすぐ近くで、ガバッ！　と身を起こした小さな影が、ギュイイィィン！　チェーンソーの上げる鋼こう鉄てつの咆ほう哮こうと共に跳ちよう躍やくした。窓から差し込む細い光が照らす顔には、満面の笑顔。

　全身を駆け抜ける冷たい予感。オレもおくれて起き上がったが、ビキッ！　背中を襲おそった鋭するどい痛みに、全身が硬直した。やべ、間に合わねえ！

　間延びした時間の中で、チェーンソーがゆっくりと高峰の頭上へと振り下ろされてゆく。

　焦しよう燥そうに駆られるオレの隣となりに、トン、と異様に軽い音と共に、トレンチコートの大男が降り立った。そのまま体を畳たたみ込むように、小さく丸まってゆく──

　ズドン！　バスが揺れた。

　床がベッコリと凹へこんだ非常識な足跡を残し、大男は黒い矢と化した。丸まっていた体が一気に伸ばされ、まるで刀を抜き払うかように、左腰から右前まで突き出された拳こぶしが、ズドンッ！　瑠衣ちゃんの胴体へと突き刺さった！

　うおおお、あ、あれはまさか、達人ならば一歩の踏ふみ込みで数十歩の距離を埋うめるという、秘ひ宗そう拳けんに伝わる奥おう義ぎ、箭せん疾しつ歩ぽじゃねーか!?　しらねーけど！　とにかくカッケー！

　瑠衣ちゃんは宙を滑すべって、最後部座席へとブッ飛んでいき──背中から叩たたき付けられる寸前で、ひらりと身を翻ひるがえした。

　ズダンッ！　背もたれを両足で蹴けりつけ、再度跳とび上がる。

「あぎゃぎゃぎゃ、ぎゃぎゃーっ！」

　攻撃目標を大男へと変え、唸うなるチェーンソー！　着地までに三……いや、四撃？　五撃か？　速すぎてわかんねーよ！　──とにかく全て、空を切った。そして再びズドン！　バスを揺るがす踏ふみ込みと共に、大男は髭ひげが剃それそうなほど鋭するどいアッパーを繰くり出す。

　ドカンッ！　打ち上げられた瑠る衣いちゃんは、そのまま左手で吊り革の下がっているバーを摑つかみ、ぶらんぶらんしながらチェーンソーをシュババババッ！　縦じゆう横おう無む尽じん！

「あはははははっ！」

　笑い声とともに、その口からはつうっと血が垂たれた。対して大男は沈黙、踊おどるようなステップで全てをかわしてゆく──よし、いまだ！

　オレは背中の痛みに脂あぶら汗あせを流しながらカサカサッ、高たか峰みねへと這はい寄ると、ズドンドカンギュインギュインと降ってくる戦いの音に身をすくませつつ、カサカサッと高峰を背負い、カサカサッと離れた。ふう……縮み上がったぜ、下半神様の眷けん属ぞく、オイナリ様がよ！

「チッ！　何やってんスかプラトーンさん！　早く手伝って下さいよ、瑠衣が壊れちまう！」

　万ま里り王おの怒声に返るのは、対照的に静かな声だった。

「万里王、瑠衣を退ひかせなさい」

　ヘルメットの中から聞こえる地声は、思ったより若い。日本が沈没しても落ち着いてそうだ。

「何ビビってんスかァ！　高峰が動けない今がチャンスでしょうが！」

「これ以上兵を失えば撤てつ退たいすら危うくなります。……失礼、そこのお嬢様？」

　プラトーンはこっちに声を投げてきた。

「……わたくしですか？」

　と、くるくると傘かさを回していたソファイアさんが視線を向ける。

「はい、アクセルロッド家のソファイア嬢とお見受けいたします」

「然さ様ようです。第三十二代目正統継承候補、ソファイア・エリカ・アクセルロッドと申します」

「お目にかかれて光栄に存じます。ではあちらのゾンビが、噂うわさに名高いアクセルロッド・ナンバーズの一体と言うわけですか。なるほど、聞きしに勝る戦いぶりです」

「おォい、吞のん気きにクッ喋チヤベってる場合じゃないでしょうよォ！」

　ギャンギャン騒ぎ立てる万里王は、哀れなほどに空気だ。

　ソファイアさんは形の良い眉まゆをひそめた。

「一体、ではなく、一人、とお呼びいただけませんでしょうか？　我々は彼らを物としては扱いません。あまり良い気はいたしませんわ」

「失礼いたしました。平にご容よう赦しや下さい。さてソファイア嬢、不ぶ躾しつけながら、折り入って申し上げます。〝彼〟を退ひかせていただけませんでしょうか。お目こぼしいただけないとあれば、私はこれから一命を賭とし、全軍を以って高峰さんを叩たたかざるを得なくなります。願わくば、それは避けたいのですが」

　背後で続く戦いと、目の前で繰くり広げられる丁てい寧ねいな交渉の汽き水すい域いきに、オレと高峰はいた。その空気の差に軽く困惑する。

「そちらが先に退ひいて下されば、こちらもそれに倣ならいましょう。わたくしもセブンも、あのようないたいけな少女と戦いたくはありません」

　ソファイアさんは淀よどみなく答えた。

　プラトーンは万ま里り王おを向く。

「聞いていましたね」

「俺おれにケツまくって逃げろっていうんスか！」

「冷静になりなさい。好んで犬死したいのならば、私は一人で帰ります。瑠る衣いを失っても良いんですか？」

　ぐっ、と息を詰まらせる万里王。戦い続ける瑠衣ちゃんへと視線を向け、一拍迷った後、大きく息を吐はいた。

「クソ、仕方ねェ……おいお姫さんよ、信用していいんだろうなァ？」

「あら？　どうしてウソをつくなどとお思いですか？」

　心底不思議そうに返すソファイアさん。

「チッ……瑠衣！　『命令オーダー・戻れリターン』！」

　ガギンッ！　と激しくぶつかり合って、大きな影と小さな影が離れた。

　瑠衣ちゃんはシュタタンと車内を跳とび、後部座席のさらに後ろ、とっくに砕くだけている窓から外へと飛び出して行った。大男はそれを追わずに構えを解く。

　すぐに万里王の隣となりに駆け込んで来た瑠衣ちゃん、キキーッ！　と両足でブレーキ。そのシルエットは痛々しく歪ゆがんでいた。片腕と胴体が折れ曲がり、笑顔の口からはタラタラと血を流している。

「……後でちゃんと治してやるからな」

　普段のイケイケな様子からは想像もつかない、しんみりとした声を出す万里王。

「あうあー！」

　両手を上げて瑠衣ちゃんが返す。ああ、抱きしめてあげたい！

「『指令オーダー・戻れリターン』！」

　プラトーンが言えば、シュバババババッ！　無数の影が車内で蠢うごめき、ガサガサガサッ！　およそ人間とは思えない動きで外へと飛び出してゆく！　蜘く蛛もの子を散らすとはまさにコレだ！

　周囲にワラワラとゾンビたちを従え、プラトーンが慇いん懃ぎんな礼をした。

「寛かん大だいなる御温情に感謝いたします、ソファイア嬢……ああ、差し支えなければバスはそのままにしておいて下さい。後のちほどこちらで処理しますので」

　ソファイアさんは目を細め、礼を返した。

「お疲つかれ様でした」

「おいテメェら覚えとけや、次はゼッテェ──」

「『指令オーダー・全軍撤退ウイズドロー』！」

　プラトーンの号令を受けると、ウゾゾゾゾゾッ！　とゾンビたちはまるで一つの生物のように蠢うごめき、プラトーンと瑠る衣いちゃん、そして捨て台詞ぜりふを吐はきかけた万ま里り王おを飲み込んだ。そのままうねり、山の斜面を覆おおう木々の間へと消えて行った。

　やれやれ、助かったか……と、ほっとしたのも束つかの間。

「──ねえ、不ふ二じ君」

　ずっと背負いっぱなしだった高たか峰みねが発した声に、オレはゾッとした。冷たい！　なんだこの冷たい響ひびきは！

「私、逃げてって言ったよね……？　あいつら、最初はキミを狙ねらってなかったよね……？　なんで私を庇かばったりしたの？」

「い、いや、その、つい……悪い、オレ、邪魔だったかな？」

「そういうことじゃない。もうやらないで、あんなこと……絶対に」

　ふうう……と長い息を吐はき、オレの返事を待たずに、高峰は沈黙した。

　うーん、頑がん張ばったんだけどな……怒られるとは思わなかったぜ。まあいい、オレはへこたれない。背中に当たるこの二つの感かん触しよくが、なによりのご褒ほう美びだもの！

「あのう……」

　炙あぶりチーズよりもトロットロの顔をしていたであろうオレは、ソファイアさんからの呼びかけで我に返った。

「あ、はい？」

　ソファイアさんは、おずおずといった様子で続けた。

「大丈夫ですか？　お体……崩くずれかけておりますよ」

　──うげえ!?　オレの体、サラサラサラサラ、端の方から塵ちりになりかけてやがるじゃねーか！

　やべえ、やべえぞ、どうするよコレ！

　……そうだ！

　般はん若にや心しん経ぎよう！　般若心経を唱えろォー！







「ふわあー、スッゲー！」

　扉を潜くぐってすぐ、オレはアホみたいな声をあげた。

　そこはまるで本でできた迷宮だった。二階分の空間をぶち抜いて、巨大な本ほん棚だなが数え切れないほど並び、通路には本棚から溢あふれた本が堆うずたかく積まれている。冷房はないようだが、不思議と不快さはない。

　どうも階段が異様に長いなと思ったら、高峰邸の地下にこんな広い図書室があるとは。

　オレはくまさんアップリケのエプロン姿、両手で持ったお盆には四人前のカレー。オレの自信作、その名もバナナカレー！　マジうまいんだよ、バナナ入れると！　玉ねぎは飴あめ色になるまで炒いためたし、じゃがいもはキチンと別茹ゆでした。食べてくれる人がいるってなると、気合も入るってもんだ。

　本当はイタリア料理の定番、トマトとモッツァレラチーズの前菜、カプレーゼも作るはずだったんだが、トマトを万ま里り王おに投げつけてしまったのでお流れ。チーズは傷いたまないうちになんかに使おう。

「あら、フジ様」

　と、ソファイアさんがパタパタとオレの前を通りかかった。風呂上がり、淡あわいピンクのパジャマ姿で、数冊の本を両手で抱えている。ギュッと寄せられた男破威オツパイは、物凄すごい吸引力だ。吸い寄せられないようにするには、並々ならぬ努力を要した。

「まあ美お味いしそう！」

　キラキラと輝かがやきを振りまくソファイアさん。その可愛かわいさに圧倒され気味なオレ。

「お口に合うか分かりませんけど……」

「こちらにいらして！」

　と、先行する背中に続いて本棚の間を歩きながら、オレはおずおずと尋たずねた。

「あの、高たか峰みね、まだ怒ってます？」

　万里王と瑠る衣いちゃん、それにプラトーンが去った後、高峰邸へと帰る途中に目を覚ました高峰は、ずっとオレに対して余よ所そ余よ所そしかった。帰り着くなりソファイアさんとセブンさんを引き連れ、さっさと図書室に籠こもってしまった。

　必死に心しん頭とう滅めつ却きやくしながらおんぶし続けてきたってのに、これじゃ浮かばれねーぜ。

「どうでしょう、わたくしの前では普通なのですけれど……お姉様、お姉様！」

　周囲を本の壁に囲まれて、スツールに斜ななめに腰を下ろした、水色パジャマ姿の高峰が顔を上げた。目の前には大きな机。オレを一いち瞥べつして、また視線を戻す。

「……そこに置いといて」

　えー、オレの分もあるのに！

　ソファイアさんは手にした本をよいしょ、と机に置き。

「そろそろ一休みいたしませんか？」

　高峰は無言……ややあって溜ため息いきを吐つくと、答えずに本を閉じた。

　ソファイアさんに呼ばれセブンさんもやって来て、机を囲んで食事が始まった。

　高峰は黙々とスプーンを口に運んでいるが、ソファイアさんは一口ごとに『なんということでしょう！』とか、『信じられません！』とか、とにかく感動してくれる。作り手冥みよう利りに尽つきるってトコだ。

　オレはおもむろにソファイアさんへと顔を寄せ、ずっと気になっていたことを問いかけた。

「あの、ソファイアさん……セブンさんって、なんか機嫌悪いんスか？」

　セブンさんも全く喋しやべらない。高たか峰みねと双そう璧へきを成す近寄りがたさだ。食べ方もバクバクと、〝食事〟というよりは〝摂せつ取しゆ〟といった感じ。必然的にオレはソファイアさんと話してばかりになる。

「ああ、いえ、彼はただ寡か黙もくなだけです……セブン、美お味いしいですか？」

　ソファイアさんに問いかけられると、セブンさんは大きく頷うなずいて見せた。オレへと控ひかえめに親指を立ててくる。なるほど良い人っぽい！　そうと知ってから見れば、この巨体が小さな椅い子すにちんまりと座っている様は、何やら趣おもむき深くもある。

　二人は護衛と研究の手伝いを兼ねて、今日からこの屋敷で暮らすことになった。高峰の研究が終わるまで。つまり、オレが人間に戻るまで。美少女が一人増えただけでも嬉うれしいのに、頼もしい護衛が一いつ緒しよについてくるなんて、スゲーお得感！

　食事があらかた済んだとき、ソファイアさんは居住まいを正すと、おもむろに口を開いた。

「お姉様、わたくしは妹として、お姉様に申し上げなくてはなりません」

「なに？」

「フジ様は今日、ボロボロになりながらお姉様を助けようとしていました。フジ様のことが心配なのはなんとなくわかりますけれど、そのような態度をとられる前に、言うべき言葉があるのではございませんか？」

「ゴプッ！」

　オレはカレーを噴ふきそうになった。ぐっ、鼻の穴に米が！　ズズ、ズッズ……ソ、ソファイアさーん！　どーなんスかぁ、それ！

　ビクビクしながら高峰の方を窺うかがうと、ちょうど目が合ってしまった。オレは硬直する。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるってやつだ。

　胃の痛くなるような沈黙が流れ、やがて高峰の唇がうっすらと溜ため息いきを吐ついた。

「──助けてくれてありがとう、不ふ二じ君」

　驚おどろいてソファイアさんを見ると、にっこり微笑ほほえんでくれた。ああソファイアさん！　アナタは女神なのか！

「でも」

　続く高峰の強い語調に、オレはビクッとなる。

「それとこれとは話が別。次からは、私が逃げてって言ったときは、妙みようなプライドは捨てて逃げなさい。また今日みたいなことがあったら、次は許さない」

　ゴクリ……！

「お姉様！　わたくしはセブンの主人ではありますが、その行動を命じたことはありません。フジ様やセブン、彼ら自律型のゾンビにわたくしたちができるのは、お願いだけではありませんか？　死者の自由意志はできる限り尊重しなければならないと、戒律にもあるのですよ」

　ソファイアさん、強えっ！

　高たか峰みねは、今度はわかりやすく大きな溜ため息いきを吐つき。

「……お願い、不ふ二じ君」

「わ、わかったわかった、なるべくそうする！」

　オレがそう答えると、高峰の表情がふっと和やわらいだ。うわー、直前までとのギャップもあってものすげー可愛かわいく見える。ちくしょう、なんだそれ！　ずっとその顔してろよ！

　さて、二人はまだしばらく研究を続けると言うので、オレは食器を下げて一階に上がり、洗い物を済ませると風呂を拝はい借しやくした。いやー、広い風呂ってロマンだよな！　だが大理石の湯船よりもテニスコートほどの洗い場よりもオレの心を奪ったのは、高峰とソファイアさんのエキスが流れ出た残り湯だった。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷで味わいたい衝しよう動どうに駆られたが、人としての尊そん厳げんにかけて我慢した。

　湯上りの眠気を携たずさえて自室へ戻ると、ベッドの上で高峰とソファイアさんが、オカキもアラレもない姿で抱き合っていた。

「お姉様……そこは……あぁっ、いけません……！」

「うんっ……私もそろそろ……あ……！」

　もちろん夢だ。現実のオレは一人寂さびしくベッドでグースカ。

　潤うるんだ二対の瞳ひとみがお互たがいから外れ、オレを見つめてくる。上気した肌はだはどちらも、一流の美術品だけが持つ、自然と手を触れたくなるような魔ま性しようを湛たたえていた。

「フジ様……もう、わたくし……せつないです……」

「不二君、はやくきて……」

　目の前に広がる楽園へと、ガルルルル！　一頭の獣けものとなって駆け出さんとしたオレの肩を、がっちりと何者かの手が摑つかんだ。パワフルでありながらテンダーなこの手は、まさか……！

「いいのかいそれで」

　うああああああああああああああオッサァァァァァン！

　──目が覚めれば鮮やかな夢は遠い彼方かなた。一人寝には広すぎるベッドの上で天てん井じようを見上げるオレの瞳から、ドプッ、ドプッと熱い雫しずくが滂ぼう沱だと流れた。

　名も知らぬオッサンよ……アンタ、オレにいったい何の恨うらみがあるんだい……？







　　四　デイライツの中で







　三人の男女が額ひたいを突き合わせ、机の上にさらけ出されたオレの恥ち部ぶを眺ながめていた。

「なにこれ信じられない……真っ赤っかじゃない」

　一人は高たか峰みねだ。眉み間けんに寄った皺しわを片手の指で揉もみながらハァと溜ため息いきを吐つく様は、オレの心をいたく傷つける。

「まさかこんなになるまで放っておくとはね……」

　一人は八や尾お先生だ。気の毒なものを見るかのようなその表情が、オレの心を苛さいなんでゆく。

「これってそんなにイケナイものなのですか？」

　一人はソファイアだ。ああ、無む垢くなその表情が、この意味を知った時どんな風に歪ゆがむのか、気が気でない……

　いたたまれなくなってオレは口を開く。

「も、もういいだろ！　しまうからな！」

　返事を待たずに手を伸ばすと、ガサガサッとまとめて手提さげ鞄かばんの中へと突っ込んだ。オレの恥部──すなわち、期末試験の答案用紙を。

　今日は終業式だった。

　ウチの学校はミッション系で、学校の隅すみにチャペルがある。良い言い方をすれば味があるし、悪く言うなら古ぼけた佇たたずまいだ。イベントや行事は大体ここで行われる。

　チャペルにて、校長のありがたくもくだらねーお言葉を聞き流した後は、教室に戻って担任からの注意事項を聞き流せば、晴れてオレたちは自由の身だ。海に山にプールに夏祭り、輝かがやかしきサマーデイズの幕開けだ。刻きざむぜ、青春の一ページ！

　──と、浮き足立っていたオレを突とつ如じよ襲おそったのが、今しがたの化学準備室での羞しゆう恥ちプレイだった。出鼻を挫くじかれた思いだ。高峰とソファイアが行くというからお供したんだが、廊ろう下かで待ってりゃよかったぜ。バカは死んでも治らないことが立証されちまったじゃねーか……

「きっとオレの脳みそ、この暑さで腐くさっちまったんだ。だってゾンビだもの」

「なに？　私のプラストミックの腕が悪いとでも？　ただの勉強不足よ」

　オレと高峰のやり取りの横で、コポコポ、即席コーヒーメーカーが音を立てている。

「化学だけなら助けてあげられたかもしれないけど、流石さすがに他教科までは無理だね」

　コーヒーの調子を見ながら、先生が言う。

「あの、フジ様、元気を出して下さいね？　次はがんばりましょうっ！」

　ぐっと可愛かわいらしくガッツポーズを決める。いつも優しいソファイアは制服姿だ。くー、何度見ても、眩まぶしすぎるぜっ！

　どんな裏テクを行使したのか、ソファイアはクロネクロによるバス襲しゆう撃げきの翌日、我らが比ひ良ら坂さか高こう校こう一年Ａ組に転入してきた。シロネクロの組織力も底知れない。しかしソファイアが年下とは思わなかったな、あの男破威オツパイで……

　初日は他クラスから覗のぞきに来る生徒が続出し、ちょっとした騒ぎになった。密ひそかにファンクラブ設立の動きがあるとかないとか……。ちなみにセブンさんも、校務員として校内に潜せん入にゆうしている。『無口でやたらデカイ人がきた！』と、ソファイアほどではないが噂うわさになった。

　それから一週間あまり。ソファイアと呼び捨てにするのも、ようやく慣れてきた。

　ソファイアたちの参戦が効いたのか、クロネクロはずっとなりを潜ひそめている。『研究がはかどって助かるわ』と高たか峰みねは言っていたが……オレがこんな壊かい滅めつ的てきな点数を取っちまった真の原因は、実のところソファイアにあったりする。

　オレの生活圏内に二人の美少女がいるなんて状況、それだけでもヤバいってのに、ソファイアときたら、いざってときは凜り々りしいクセに、普段はボンヤリしたところのある人らしく、風呂上がりのバスタオル一丁で間ま違ちがえてオレの部屋に入ってくるわ、転びかけてしがみついてくるわ、なにかと無防備で……勉強なんか手につかねーよ！　逆さか恨うらみだけど！

「補習はどうする？　出ると出ないではやっぱり教師の心証は違うよ」

　人数分のコーヒーをビーカーに注そそぎながら、先生が言う。

　追試は一週間後で、それまでに補習がある。内容は追試に出る範囲のおさらい。出席は任意。自力で勉強できるって自信があるヤツは出なくてもいいんだが、そんなヤツはそもそも赤点とらんわな。

「不ふ二じ君一人で行かせるのはやはり危険なので、私が送り迎えします」

「うん、学校では僕が気をつけておこう」

「わたくしとセブンもお手伝いいたします」

　オレの意思などそっちのけで進む三人の会話。

「えー、そこまでする必要あんの？」

　口を挟はさんだのには、ちょっとした下心があった。

　高峰の見張りを受けつつ、学校と家の往復をするだけの、やや息の詰まる日々。クラスメイトたちからの誘いを断り続けたオレは、すっかり〝最近付き合いの悪い男〟認定されちまっている。そろそろスパッと羽根を伸ばしたかった。高峰がもうチョイ社交的ならよかったんだけど。一いつ緒しよにカラオケ行ったりさあ、ゲーセン行ったりさあ、買い物行ったりさー……

「大アリよ。キミにはもう少し危機感を持ってもらいたいわ」

　チクリとやられて、オレは肩を落とす。ま、そうくるか……

　窓の外へと目をやれば、南館に隣りん接せつした屋外プールが見下ろせた。女子水泳部が練習をしている。青く張られた水に陽光が反射し、キラキラと輝かがやいている。ぷるんぷるん、光を受けて踊おどる水の妖よう精せいたち。ぷるんぷるん、ぷるんぷるん……様々な理由で前屈かがみになるオレ。

　高たか峰みねが最初に言っていた、プラストミック直後のゾンビに多く見られる異常──暴れ回ったりとかそういうことはなかったが、長きに渡る禁欲生活を経て、オレは女の子の声を聞いただけで欲情してしまうほどのセクシャル・モンスターへと変へん貌ぼうを遂とげていた。別の意味でおかしくなりそうだ。パーッと遊べば発散できるかもと思ったのに！

　そして帰宅途中、学校からバス亭まで、ミーンミンミンミィィと蟬せみ時雨しぐれに満たされた道で、

「──高峰……」

　オレは離れて歩く高峰の背中へと、掠かすれた声で呼びかけた。ソファイアは目立つからという理由で別行動。

　歩道の脇わきに植えられた街路樹のうろすら、今のオレにとっては欲情対象だった。なんて色っぽい木なんだろう。枝のしなりが、たまらねえよお……

「なるべく声かけないでってば……何？」

「たかみぬえー！」

　オレはおもむろに高峰へと踊おどりかかった！

「なっ、何、ちょっと！　やめなさい！」

　本でボコボコに殴おう打だされながらも、ゾンビのような──いや、ゾンビらしい動きで高峰へと迫り、路地裏へと追い詰めてゆく。

「ハァハァ高峰ハァハァ、もう限界なんだ……頼む、頼むから！」

　溜たまりに溜まって発はつ酵こうしかけた劣れつ情じようとフラストレーション、そして度重なるオッサンエンドの夢が、オレの理性を粉々に打ち砕くだいていた。ああ形のいい胸、細い腰、ハァハァ！

「お、落ち着きなさい、死んじゃったらどうするのっ！」

　ドン、高峰が壁を背負って止まった。絶体絶命だな高峰、覚かく悟ごを決めるのだフハハハ……お、さすがにちょっと怯おびえてるぞ。罪ざい悪あく感かんがチクリと胸を刺すが、オレはすでにノンストップ。

「オマエを抱いてオレも死ぬぅ！」

　震えるオレの指先が、高峰の体に届くまで後十センチ──

「ばかーっ！」

「イイじゃんよー、死んだらまた復活させてくれ！」

　後五センチ──うおおおおお、いっけぇえ、オレの指ィー！

「に、二度目のプラストミックはリスクが大きすぎるのよ！　ゾンビとしての二度目の復活は、ほぼ不可能なの！」

「……マジで？」

　ちょっと正気に戻るオレ。その隙すきに、高峰はするりと包囲から抜け出してしまった。

「まったく、もう……自分が死んでた時のこと、思い出せる？　どんなところにいたか」

「え？　えーと……暗くて、なんもなかったな。自分が消えてく感じがしたけど、あんまり怖いって思えなくて、なんつーか、すげータルい感じ」

　オレはその場に残る高たか峰みねの香りをかき集めるように、両腕をワキワキさせた。クンクン……ああグッドスメル！　ベリースメル！　ベストスメル！

　高峰は呆あきれ半分、安あん堵ど半分の溜ため息いきを吐ついた。

「私たちはそこを便べん宜ぎ的てきに〝辺獄リンバス〟と呼んでる。死と生の間に横たわる曖あい昧まいな領域。未み練れんを残した魂たましいが流れ着くところと言われていて、私たちの手はそこまでしか届かない。次にキミが死んだとき、うまくリンバスの岸辺に流れ着けるかどうかもわからない。大きな未練を失ったキミは、そのまま流れていってしまう可能性が高いの」

「どこにいくんだ？」

「わからない。リンバスですら『なんとなくあるんじゃないか』って考えられてるだけなの。先生も言っていたように、ネクロマンシーはまだ『できるからやる』魔術ではなくて、『やってみたらできた』魔術なのよ。確かなことは何も言えないの」

　高峰は踵きびすを返し、路地から出てゆく。

「だから我慢しなさい。早くキミが早く人間に戻れるように、努力するから」

　オレはトボトボとその後に続きながら、しめっぽい声を上げた。

「……戻ったら高峰、オレとエロいことしてくれる？」

「え、ちょっと……何言ってるのキミ……うわ？」

　そんなにひかなくても！

「頼むよー、じゃないとオレ、もう我慢できる自信ねーよ……うっう、うっう！」

「うわー、泣くことないでしょ！　うっとおしい……」

　オレは泣き真ま似ねを続けながら、指の間からチラチラと高峰を見る。

「……あーもう、わかったわよ！　ちゃんと我慢できたら、考えておいてあげないことも……ないこともないかも知れないかもね」

「マジで!?　絶対だからね!?」

「はいはい、考えておいてあげるから、しっかり我慢しなさいよ……はー、まったく、キミって人は本当にバカねえ……」

　いやあ、言ってみるもんだ！　なんだかうまいこと誤ご魔ま化かされたような気もしなくもないが、考えておくってことは可能性はゼロではないってことで、ゼロでないならエロであり、エロなら頑がん張ばる価値がある……そういうことだ！







　翌朝、夏休みのはずなのに登校しなければならない、この不条理に首を捻ひねりながら、オレは学校へ向かった。一定の距離を置いて背後から注そそがれ続ける、高峰の視線を感じながら。オマエは中東の暗殺者か……

「おはー、ユマっち」

「オッスー！」

　一限目は数Ａ、教室は二のＡ。ガランとした教室の隅すみには、カンヤとヅカがいた。カンヤはオレとどっこいのバカだし、ヅカは完全に文系なので理数系はからきしダメ。二人も追試なのはメールのやりとりで知らされていた。

「よー、昨日ぶり」

　二人の間、心地よい三角形を作る席に腰を下ろす。

　他クラスの教室ってのは、こんな機会でもない限り縁がないもんで、なかなか新鮮だ。初日の一限目から時間通りに登校する奇特な生徒はそうそういないんだろう、オレたち以外誰だれもいなかった。オレだって高たか峰みねが起こしてくれなければ、そしてこの二人が一いつ緒しよでなければ、絶対サボってた。皆のおかげで生きてます。

「なあなあ、ユマっち、ここンとこ忙いそがしいみたいじゃん？」

　カンヤが切り出してくる。

「おー、ワリィな、最近誘いとか断ってばっかで」

　オレが答えると、二人は顔を見合わせて、それから申し合わせたようにズイッと顔を寄せてきた。二人の異様な目の輝かがやきに、思わず仰のけ反ぞるオレ。

「それについて、聞き捨てならないウワサが流れてましてねー」

「ハキハキ答えれ！」

　カンヤとヅカに口々に言われ、オレは目を白黒させる。

「な、なんだよ……！」

「ズバリ、高峰サンとはどうなってんスかあ？」

　と、カンヤ──うえぇ!?

「え、なにそれ、ど、どういうウワサよ？」

　なにドモってんだよ、オレ……落ち着け！

「いやー、よく一緒にいるところを見るとか、連れ立って路地裏に消えていくところを見たとか、色々ありますぜ？」

　カンヤの追い討ち。

「トボケたって無駄だぜー、ネタは上がってんだー！」

　ヅカよ、なんだそのテンションは！

　オレは渋じゆう面めんで頭を搔かき、右を見て、左を見て、上を見て、下を見ると息を吐はいた。これ以上は誤ご魔ま化かしきれねーな……コイツらにウソはつきたくない。片手を胸前に上げた。

「……はい、仲良くさしてもらってます。でもな、言っとくがオマエらが想像してるようなんじゃないぜ、多分。色々事情があってさ……その辺は話せねーけど」

「そかー、まあ無理に聞き出そうとは思わんさ。ただ気になるじゃん？　トモダチとしちゃーさ──お、ちと待って」

　そう言うと、カンヤはポケットからケータイを取り出した。メールが来たようだ。カチカチカチカチ……ボタンを弄いじっていたと思えば、いきなりガタン、立ち上がった。

「わーり、おれ今日フケる。乾いぬいたちが北高キタコーのヤツらとバスケすんだって。面子めんつが足りねーそうだ。義によって助太刀いたしてくるわ。じゃーな！」

　と、カンヤは風のように去りぬ。いいなー、オレも行きたかったなー！

　入れ違ちがうように数人の生徒がやって来て、やがて補習が始まった。宇宙人の言語にしか聞こえない先生の言葉をなんとかノートに書き留めてゆく。後で高たか峰みねに聞こう……ふー、こんなのが後五時間もあるってのか……つくづくカンヤが羨うらやましい。

「──ユマっち、ちょっと来て」

　一限が終わった休み時間、それまで妙みように静かだったヅカが、何やら思いつめた表情で言った。

「お？　なんだ？」

　カバン片手にプラプラとついて行く。どうせ教室移動だ。

　前を歩くヅカが呟つぶやく。

「屋上……は、開いてないか。じゃあ校舎裏」

　え、ちょっと……その二択ッスか？　どっちともあんま良いイメージないんだが……

　辿たどり着いた校舎裏には、当然のようにひとけがなかった。空には入道雲がモクモクと湧わいている。蟬せみの声がうるさいのに、逆に静けさが満ちるようだ。ヅカは何も言わずに足を止めたまま、オレに背中を向けている。

「あのー、ヅカさん？　今日あんま手持ちないんスけど……二千円くらいしか」

　冗じよう談だんで怯おびえてみせるオレへと、振り返りざまにヅカは言った。

「ユマっち、高峰さんとは本当になんでもないの？　事情って、ナニ？」

　ん？　なんだって今それを──

「ユマっちはさ……背の高い女は嫌い？」

　お……おい、ちょっと待って、待ってくれ、これは一体、何が起きてるんだ？

「ア、アタシさ、結構料理とか、できる……こんなでも。女の子らしいとこ、あるんだよ？　ぬいぐるみとか好きだし。ユマっちが前ゲーセンで取ってくれたひよこ、まだウチにいるよ……嬉うれしかった……あはは、何言ってんだろうね、アタシは」

　空は目の痛くなるような晴天なのに、ヅカの両目からは、どしゃぶり夕立の気配がしていた。

「ごめんね、なんか……アタシ思い込み激しくてさー、やんなる。ほんと」

　ぐしゃりと前髪を握にぎり、俯うつむくヅカ。

「──オマエはさ」

　オレはいまいちシリアス要素の足りない脳みそをこねくり回し、次に言うべき一言を必死に考えていた。背中はイヤな汗あせで濡ぬれていた。

「イイカンジだと思うよ、マジに」

「ホント？」

「うん、だから変に卑ひ下げしないで聞いて欲しいんだけどさ。オレはオマエと結構長いことダチやってきたからさあ……なんつーか、オマエみたいにきちんとダチやってられる女って少ないと思うし、もったいないっつーか……」

「……それって、高たか峰みねさんがいるから？」

「いや、高峰は関係ねー。アイツとはまだなんもねーよ」

「好きなの？」

「どうだろーなー……」

　そりゃオレが聞きてーよ……性欲はそりゃ、あるんだけどな。いざ、ちゃんと付き合うとかそういう話になると、よくわかんねーや。

「そっか！」

　オレが答えに窮きゆうしていると、ヅカは涙の跡あとを袖そでで拭ぬぐい、晴れ晴れとした顔を上げた。夏を背負ったオンナがいた。ドキッとした。

「あっはは、アタシまた突っ走っちゃったかあ……もー、やべーし、心臓どきどき！　ユマっち、今の全部ナシってことで……いいかなあ？　ダメ？」

　いやー、数式や英単語忘れるのとはワケが違ちがいますよヅカさん！

「……おう、ワカッタ」

「うし、じゃ、そういうことでね！」

　戸と惑まどうオレの肩をスパーンと叩たたきながら、さっぱりした表情のヅカは去っていった。

　一方、ヤツほど竹を割ったような性格ではないオレは、一人になった校舎裏で、空を見上げて大きく息を吐はいた。

　……いきなりどうしたってんだ、オレの人生。モテ期ってやつか？　自分で言うと悲しくなるが、オレのどこが良いっつーんだ？　バカでエロくて能天気、おまけにゾンビだぞ……

　焦あせりと後こう悔かいがじんわりとやってきた。はっきり断るべきだった。オレにはアイツとそういう関係になれない理由があった。本人には絶対に言えない類たぐいの。

　オレはカンヤを裏切りたくない──つまり、そういうことなんだ。確証はないけど、長い付き合いだからな。

　二限目は英語だからよかったものの、三限目の数Ｉはヅカと一いつ緒しよだった。ヅカの態度は普段通りだったが、気がつくとなんとなくオレの傍そばにいて、さりげなくスキンシップも多めだったように思う。あるいはオレが意識しすぎだったかも知れない……てかコレ、意識するなって方が無理だろ!?

　いつもは気づかなかったヅカの可愛かわいさに、何度もハッとさせられた。

　三限が終わる頃、オレはヘトヘトになっていた。なんせこちとらセクシャル・モンスターよ？　下半神様は延々ゴーサインを出し続けてる。次の四限目は八や尾お先生の化学だし、ヅカも受けることだろう。後一時間も一いつ緒しよにいたら、マジにオチかねない。

　もうヅカと結ばれちまおうか……いやいやいや何考えてんだオレは！　そんなコトしたら死んじまうだろ。それにカラダ目当てなんて、いくらなんでもカンヤに申し訳が立たねーっての……いや待てよ？　カンヤを裏切れないってんなら、むしろカンヤに相手してもらえばイイんじゃねーか？　おおコレ逆転の発想！　カンヤは男だし、それならオレの未み練れんが完全に晴れちまうこともない……

　ハッ──い、今、何、考えてた？　オレ……オレは……

「うわああぁぁ！」

　絶ぜつ叫きようとともに席から立ち上がったオレに、隣となりの席のヅカは目を丸くしている。

「ちょ、どうしたのユマっち！」

「ヅカ！」

「は、はい！」

　オレの目はさぞ血走っていたことだろう。

「オレもフケる！　またな！」

　言い残すと、カバンを引っ摑つかんで駆け出した。背後でヅカが何か言っていたが、下半神様を必死に動かしてその後の補習ともどもブッチした。

　怖かったんだ。ヅカの誘惑に負けそうだってのもそうだが……八尾先生のイケメン面づらを見た瞬しゆん間かん、ときめいちまうかもしれないってことが！

　ヅカは変に思っただろうか……自己嫌悪感が募つのる。傷つけちまったらごめんな。







『なに考えてるのよ！』

　補習をボイコットしたことを告げると、電話の向こうの高たか峰みねは案の定激げき怒どした。

　危機感が足りないだの、意志が弱すぎるだの、やる気が足りないだの、繰くり出される容よう赦しやのない言葉たちを、ケータイから耳を離してやり過ごす。やむにやまれぬ事情があろうと、それを言えない男の哀しさよ。

　オレだってあんだけ痛い目にあったんだから、危険なのはわかってるさ。でも学校にいづらいからって帰ったら高峰に怒られるから、帰るに帰れなかったんだ。電話が掛かってきちまったから観念したけど、結局怒られちまった。

　ひとしきり爆ばく発はつした後、高峰はプスンとガス欠めいた溜ため息いき混じりに言った。

『──で、どこにいるのよ、今』

　ガラガラガラ、オレは手押しカートを止めると、卵一パック──ウィークリーセール八十八円、お一人様一個限定──を入れた。

「樽たる多た露ろ駅えき前のスーパー。夕飯の材料買って帰ろうと思って」

　卵が安かったから、今日は親子丼だ。

　ソファイアがえらく良い反応を返してくれるので作り甲が斐いを覚えてきたオレは、ネットでレシピを探しながら色々作っている。この前余ったチーズで作ったスイーツが好評だったから、今日も何か簡単なやつを作ろうか。

『そう。それならいきなり襲おそってくることはないかな。まさかバスみたいに建物ごとすり替えることはできないだろうし……まあ安心した。私もう学校に来てるから、迎えに行くと少しかかっちゃう。ソファイアとセブンに電話して行ってもらうわ。それまで動かないでよ？』

　短い自由だったぜ……

『今日はキミを迎えに行くついでに、八や尾お先生に会って色々教えてもらうつもりだったから、帰りは遅くなると思う。夕飯は先に食べといて。じゃあね』

　通話終了。

　オレを人間に戻す術の研究がはかどっているのか、最近高たか峰みねは先生のところに行くことが多い。オレのためなんだとわかっちゃいるけど、一いち抹まつの嫉しつ妬と心しんが……ああ、オレってヤツは！

　レジに並んで支払いを済ませ、エスカレーター脇わきのベンチでソファイアさんを待つことにした。少し離れて正面に、焼きたてのタイヤキを売る屋台タイプのブースがある。

　なんとなく目をやったとき、ブースに張り付く小さな姿が目に留まった。

　長なが袖そでシャツにチェックのスカート、革のロングブーツ、赤と黒を基調にした服装。その幼さを残す横顔と、伸び放題の癖くせ毛げが羊を連想させ──オレの全身の毛穴からドパッ！　と冷や汗あせが噴ふき出した。

　ばっ、ばかな、なんで生鮮食料品売場に瑠る衣いちゃんが……！

　激痛の記き憶おくが思考回路を埋うめ尽つくす。すくんだ体をなんとか動かし、ベンチの陰かげにしゃがんで隠れた。

　首を伸ばして瑠衣ちゃんの動向を窺うかがっていると、目の前を通りかかった若奥様っぽい女性と目が合った。声を出すワケにはいかない。オレは必死に目で訴えた。アンタも早く逃げるか隠れるかするんだ！

　若奥様はそそくさとエスカレーターに乗っていった……通じた！　奇跡！

　急いで視線を戻す。瑠衣ちゃんはその場から動かない。何してんだ？　──一目瞭りよう然ぜん。穴が空くほどタイヤキを見つめている。半開きの口からはナイアガラ級のよだれ……ヤバイぜ、あれ。そのうちタイヤキ欲しさにチェーンソーを振り回し始めるかもしれない。

　店員のニーサンはチラチラと瑠衣ちゃんを見ている。そりゃ落ち着かねーだろうよ。

　周囲を見渡し、あのおっかねーアニキの姿がないことを確認すると、恐る恐るベンチの陰から踏ふみ出した。ゴクリと喉のどが鳴る。一歩、二歩、ブースへと近付く……瑠衣ちゃんは動かない。三歩、四歩……瑠衣ちゃんは動かない……ポケットから財布を取り出す……

「──ありがとうございましたー」

　ニーサンのキレが良い声。

オレは買ったばかりのタイヤキを袋から取り出すと、そーっと瑠る衣いちゃんの目の前に差し出した。猛もう獣じゆうに餌え付づけしてる気分だ。見た目はポンデライオンのクセに。

「……ぁう？」

　瑠衣ちゃんはタイヤキを見て、オレを見て、またタイヤキを見てから……はむっ！　とタイヤキの頭に食いついた。よし、爆釣フイツシユオン！
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「あ、ご迷惑おかけしました」

　じっとこっちを見ていたニーサンに言うと、安あん堵どの笑顔が帰ってきた。

「いえいえ、ありがとうございました！」

　さっきより実感がこもってやがる。

　オレはタイヤキで瑠衣ちゃんをおびき寄せながら移動を開始した。できれば人のいない草原とかまで行きたかったが、さすがにそんな財力はない。結局元のベンチへと戻った。二人並んで腰を下ろす。

　……ふー、スッゲーやり遂とげた感！

「あむあーむ♪」

　隣となりの瑠衣ちゃんはゴキゲンだ。やっぱり、万ま里り王おのオーダーがなければ良い子みたいだな。

「──あのさ、瑠る衣いちゃん」

「あむあ？」

「オレが誰だれだかわかる？」

「あむあ！」

　オレは頭を抱えた。誰か瑠衣語翻訳機ルイリンガルを発明してくれ！

「……あのな瑠衣ちゃん、オレ痛かったり怖かったりすんの、キライなんだよ。チェーンソーで斬きられたりとかさ。まあ好きなヤツはいねーと思うが。今度オニーチャンに伝えといてくれねーかな。襲おそうの止めてくれないかって、オレが言ってたってさー」

「ああーう？」

　……ま、無駄だろうな。いや、別に瑠衣ちゃんのせいじゃない。本気なヤツはオレの軽い言葉ごときじゃ止まりゃしねーさ。ヅカといい万ま里り王おといい。要するに愚ぐ痴ちりたかったのかもな、オレは。

　オレも袋からタイヤキを取り出し、かぶりつこうと口を開けた時、

「あうあ！」

　自分の分を食べ終えた瑠衣ちゃんが、うおおい！　急にオレに接近してきた。ビクッとしているオレの膝ひざの上にのぼり、こっちのタイヤキに手を伸ばしてくる。

「あうーあーうあー！」

「ああ、わかった、わかったから、あげるから！」

　その小さいながらプニプニッとした感かん触しよくに、オレの下半神様がピサの斜しや塔とうを建造し始めそうだ。ロリコンじゃあなかったハズだが、己の内に制せい御ぎよ不能のセクシャル・モンスターを飼う今のオレにとっては、完全に守備範囲内だ。

「──おいニーチャン、お楽しみのトコ、ワリィけどさあ」

　この声は──ゾワッ！　寒波襲しゆう来らい！

「誰に断ってイチャイチャしてんだァ？　人の妹とよォ……沈しずめンぞ？　湾に。東京湾に。それか、若わか狭さ湾に」

「あうあっ！」

　瑠衣ちゃんはサッとタイヤキを奪い取り、タタタッとオレから離れていった。その足取りを追って、ギギギ、オレは錆さびついたブリキのオモチャのように首を動かす。

　──やっぱ逃げとくんだった。後こう悔かい先に立たず、先に勃たつのは下半神様ばかりか……ああ、オレは錯さく乱らんしている。

「ど、ども、オニーサン……」

「テメェのアニキになった覚えはねェ。ったく、オチオチ便所にも行けねェよ。便べん秘ぴンなったらどォしてくれんだ、あ？　慰い謝しや料りようよこせや。五万」

　一週間ぶりの万里王だ。全然嬉うれしくない。十歩ほどの距離を隔へだて、斜しやに構えて立っている。それ以上近付かないで欲しい。

「ん？　テメェは──」

　ヤツは片手でサングラスをずらし、中腰でガクガクするオレの顔を見つめる。やがて薄い片かた眉まゆがピン、と上がった。

「高たか峰みねンとこのヘタレゾンビじゃねェか！　なんでいンだよ！」

「かっ、買い物です！　夕飯の！」

「ウソつけやコラァ！」

　万ま里り王おはズンズンとオレに肉薄、胸倉を摑つかみ上げてきた。うわあ、助けておまわりさん、チンピラに襲おそわれています！

「あうあー！」

　と、瑠る衣いちゃんが万里王の上着をクイクイと引っ張り、手にしたタイヤキを掲かかげた。万里王の視線がオレとタイヤキの間を行き来する。

「あ？　なに？　買ってもらった？」

「あうー！」

「……何企たくらんでやがンだよ、オイ？」

　ギリギリ、オレの胸倉をしめ上げながら、万里王は息がかかるほど顔を寄せてくる。うげっ、タバコくせえ！

「な、なんもねーよ！　食べたそうだったから！　ちょ……い、イイんスかコレ！　ものすげー目立ってますけど！」

「……チッ！」

　苦し紛まぎれに言った言葉が功を奏してか、ややあって万里王の手が離れた。

　オレは一度咳せき込んだ後、遠巻きに足を止めている客たちに、なんでもないですと片手を振った。やっぱ目立ちたくはねーようだ。

「高峰はドコだ？　一いつ緒しよじゃねェのか？」

「高峰は……あー、えーと……」

　反射的に答えかけて、慌てて飲み込んだ。高峰がいないとわかれば、どんな凶行に及ぶかわかったもんじゃねえし。

「ま、いいか……テメェ、ちとココにいろ。すぐ戻るからよ」

　いきなりの大上段な命令に、オレは半歩下がって身構える。

「な、何する気だよ……あ、わかった！　仲間呼ぶ気だろ！　オレを殺すんだ！」

「バァカ、役立たずのエロゾンビ一匹殺したからってどうなる。自意識過か剰じようも大概にしとけや」

「アンタ最初会ったとき、オレのこと殺そうとしたじゃねーか！」

「ああ……あん時ァ師匠シシヨーの言いつけがあったもんでな。高峰がもしゾンビ造ってたら、ネクロノミコンが使われたはずだから、性能を調べて来いってよォ」

「師匠シシヨー？　それって、あのメットの……プラトーンとか言ったっけ？　アイツのことかよ？」

「違チゲェよ、あのヒトは俺おれの先輩でな。尊敬しちゃいるが、頭の固カテェトコが……って、何で俺がテメェに教えなきゃなんねェんだよボケが！　いいか、そこにいろよ！」

　釘くぎでも打ち込むようにオレを指差すと、万ま里り王おはブースへと向かった。テクテクと瑠る衣いちゃんが後に続く。いかにもあくどそうな男とさっきのガン見少女の来店に、店員のニーサンの顔が引きつるのが、遠目にもわかった。

　万里王の意図が読めずにハラハラしながら見守っていると、両手に物凄すごい量の袋を提さげて戻ってきた。

「オラ、やる」

　とそのうちの一つをオレに差し出してくる。

「え、いきなりなんスか！」

「瑠衣が世話ンなったみてェじゃねェか。借りがあると俺が今後やりづれェからよ。これで貸し借りナシだ。とっとけ。じゃァな」

　オレの胸に袋を押し付けると、世界の全てを敵に回すような歩き方で去ってゆく──

「お、おい──万里王！」

　咄とつ嗟さに声をかけると、ビュンッ！　逆再生のように戻って来た。再度胸倉を摑つかみ上げられる。うわ、近い近い、顔近い！　顔怖い！

「なにフレンドリィに呼び捨てにしてんだ殺すぞ……サンをつけろや！」

「ま、万里王サン」

「ンだよ？」

「やっぱネクロノミコン手に入れるのって、瑠衣ちゃんのためスか？」

「だとしたら何だ？」

「なんとか高たか峰みねと戦わないで済む方法ってないんスかね？　ほら、高峰にお願いして、ネクロノミコンとかってのを使わせてもらうとか、どうスか？」

「使わせてくれると思うか？　そんなにカンタンによォ？」

「わかんねーすけど……結構押しに弱いっぽいから、土下座とかすりゃあ……」

「ほー、俺にあの小娘に土下座しろってか？　おもしれェ喧けん嘩かの売り方だなァ？」

　ギリギリギリギリ！　ぐえぇ！

「いや、オレが！　オレがします土下座！」

　万里王は煙草たばこ臭い息をオレへと吐はきかける。

「無駄だよバァカ。ちったァ考えてモノ喋しやべれやボケが。『ネクロノミコンが存在するらしい』って言われ始めてからどれくらい経つか知ってっか？　俺の知る限りじゃ百年以上だ。実際にゃあその何倍もの時間、シロネクロどもの手で隠され続けてきたんだろ。その歴史をテメェのナサケ一つで裏切れるか？　ありえねェよ」

「でもアンタだったら？　瑠る衣いちゃんのためならやるだろ？　歴史とかそんなモン気にしないで、やれることは何だってやるんじゃねーのか？」

　瑠衣ちゃんは万ま里り王おの後ろで、新しいタイヤキに夢中で齧かじり付いている。

「俺おれにとっちゃあ妹だからな。だが高たか峰みねは他人だ。オメェも他人だ」

　万里王の手が襟えりから離れても、オレは息苦しさは続いている。歴史なんて、そんなに大切なモンか？　誰だれかの命よりも？　日本史、世界史二つ合わせて三十点いかないオレが言うコトでもねーか。高峰もそんな風に考えてるんだろうか？　歴史は人の命より重いって。

「……頼んでみなきゃわかんねーじゃねーか。アンタだって瑠衣ちゃんを戦わせたいわけじゃないんだろ？　アンタの瑠衣ちゃんへの態度見てりゃわかるよ……オレ、言ってみるからさ」

　食い下がるオレに、万里王は口の端を上げた。

「オメェの言うことなら、高峰ァ聞くってのか？　そりゃ耳寄りな情報だ。この場でオメェをボコッて連れて帰りゃあ、人質として役に立つかもなァ」

　うあヤベ、その発想はなかった！

「や、やめろ、短気は起こすなって！　もうじきソファイアも来るんだから！」

「フハッ！　ビビってんじゃねェよフヌケがァ！　やらねェよ、俺ァ。そういう小細工は苦手なもんでよ……ま、滅めつ多たなコトは言うもんじゃねェぜ」

　なんだよ、人のことからかいやがって、いけすかねー！

　と、万里王は人の悪い笑みを一転、不安げな表情に変えながら、声を潜ひそめた。

「でだ……なァ、マジな話、来ンのか？　あのお姫サン」

　あ、コイツビビってやがる！　反撃してやるチャンスかとも思ったが、まあやめとくか。キレられても怖いし。

「マジす。もうじき」

　ニヤニヤしそうになるのを堪こらえて言う。

「ッカー、それを早く言えや！　高峰のメスガキは噂うわさほどじゃあなかったが、あのお姫サンはマジでヤベェ。おい瑠衣、ズラかるぜ！」

「ぅあー！」

　瑠衣ちゃんは一度こっちを見た。手を振って見せると、口の端にあんこをつけたまま屈くつ託たくのない笑顔を見せてくれた。オレの胸がキュッとなる。あんな子が傷ついてイイわけがない。

　いや、そりゃファニーパークにいたゾンビたちや、バスの中にいたオッサンやオバサンだって、傷ついてイイわけないのは確かだけどな。でも特に瑠衣ちゃんはダメだ！

「駄目元で言っとくからさ、暫しばらく大人しくしててくれよ、万里王！」

「ウルセェッ！　サンをつけろ！」

　足早に去ってゆく二人の背中を見送りながら、オレは高峰になんて切り出そうかと考えていた。万里王と話したってだけでも怒られそうなのに、ネクロノミコンを使わせてくれだなんて言ったら、どうなるんだろうな……ま、ウダウダ考えてても始まらねーか。

　ほどなくして、待っていた二つの影が、人混みの向こうからやって来るのが見えた。







　高たか峰みね邸にて、買ってきた食材を冷蔵庫に入れていると、

「本日はわたくしが夕餉デイナアを作りたいと思うのですが、よろしいでしょうか？」

　とソファイアが言うので、オレは目を丸くした。

「え、料理とかそんな家庭的なコト、できるの？」

「お任せください！　いつもフジ様にばかり作っていただいておりますもの、わたくしも研究のお手伝いがない時ぐらい、ご恩返しいたしませんと！」

　エプロンをサッとかけ、紐ひもをキュッと縛しばりながら、気合は十分なご様子。あんまり心配するのも失礼かな。アップリケのくまも幸せそうだ。
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「フジ様は今日もセブンのところへ？」

「え？　ああ、まあ……そうね」

　内側から押し上げられたエプロンに思わず見蕩とれていたオレは、曖あい昧まいな返事をする。

「いってらっしゃいませ。頑がん張ばってくださいね」

　軽く仕込みをすませたら、ＰＣ立ち上げてエロ画像でも見ようと思ってた──なんて、とてもじゃないが言えない。一旦部屋へ戻ってジャージに着替えると、西日の射す庭へ。庭っつーか森だよなコレ。草木の間は結構涼しい。

　分け入って少し歩くと、セブンさんがいた。

　二の腕までたくしあげられたワイシャツに、サスペンダーで吊つった黒いスラックス、帽子は被っておらず、光の加減で銀色に見える短髪と、精せい悍かんな顔が露あらわになっている。ゆったりとした構えは、どことなく仏像を彷ほう彿ふつとさせた。

　オレの靴底が下草を踏ふむと、閉ざされていた両目が細く開かれる。

「ども、今日もお邪魔しまース」

　オレが片手を上げると、セブンさんは少し顎あごを引くようにして頷うなずいた。

　軽くストレッチを済ませてから横に並ぶ。

　シュッ！　セブンさんの正拳が放たれる。ヘニョッ……見様見真ま似ねで繰くり返す。

　セブンさんは、暇ひまを見つけてはこうして鍛たん錬れんしている。少し前からオレは時々付き合せてもらっていた。ちょっとぐらい体を動かさねーと、まったく眠れないんだよな、主に性欲のせいで。

　シュッ！　ヘニョッ……シュッ！　ヘニャッ……。それに、高たか峰みねの足手纏まといにならないくらいには、自分を何とかしたいって思いも、まあ、ある。こないだ襲おそわれたときのオレ、あまりにも情けなさすぎた。二度とあんなのはごめんだ……ごめんだ……が……

「ゼヒー、ゼヒー……」

　十分と経たないうちに息があがってきた。くそ、全然成長してる気がしねー……まだ始めて一週間も経ってねーし、当たり前なんだろうけど。

　と、不意に肩をチョンチョンと突つつかれた。オレは手を止め、どろーっとした瞳ひとみをセブンさんに向ける。

　セブンさんはオレと向き合って立ち、片掌かたてでクイクイと手招きした。組み手の合図だ。

　オレは呼吸を整えつつ、習った構えを思い出す……ええっと、これで合ってたっけ？

　慣れてきたとはいえ、やっぱまだ緊きん張ちようする。セブンさんは優しいけど、甘い人じゃない。

　オレらの間に流れる空気が、シンとする。

「──ほあああぁぁぁ！」

　オレから仕掛けた。

　様々なアクション映画を見ることによって鍛きたえ上げられたオレの武術が火を噴ふくぜ！　パンチ、パンチ、またパンチ！　リーの、チェンの、セガールの魂たましいがオレに乗り移り、電でん光こう石せつ火かのコンボを放ってゆく！

「あちゃあぁぁぁ！」

　だが当たりゃしねえ。酸素不足で視界が歪ゆがむ。

　フラフラになりながら放った大振りな一発が、吸い込まれるようにセブンさんの横面へと……あ、当たる！　と思った瞬しゆん間かん、ギュルン！　とセブンさんの巨体が回転した。

　確かに当たったはずなのに、手ごたえがまるでなかった。煙を殴なぐったようだった。次の瞬間、オレは衝しよう撃げきと共に飛んでいた。生身で空を飛ぶ感覚は二度目だ……

　ドサア、と下草の上に落ちる。

　フラフラと上体を起こす。

「もうちょっと手加減してくれてもオレは構いませんがね！」

　鼻血の溢あふれ出る鼻を片手で押さえ、泣きながらオレは訴えた。控ひかえめに。

　セブンさんの表情に乏とぼしい顔が、少しだけ変化した。困ったような顔になる。横手の木へと半歩踏ふみ込み、恐らくオレに放った一撃と同じだろう、ギュルンと回転裏うら拳けんを繰くり出した──ボッゴォン！

　パラパラ……拳こぶしの軌き道どう上じようにあった木の幹が、消しよう滅めつしていた。……はい、手加減してくれたってことですね、わかります……

　オレはその後、何度かセブンさんに挑いどみ、何度か宙を舞った。わかったのは、あの回転がくせ者だってことぐらい。打撃をいなされるのとほぼ同時に反撃が飛んできやがる。

　さっき見たエプロン姿のソファイアを想像すれば傷は治るが、疲ひ労ろうは否いや応おうなく溜たまってゆく。やがて四し肢しが鉛なまりのように重たくなった頃、

「夕餉デイナアが、できましたよー！」

　ソファイアの呼び声が聞こえた。

　はあ……こんなんでオレ、強くなれんのかなあ……大の字に寝転がったまま、木々の梢こずえの向こう、暮れかけた空を見上げていると、セブンさんがオレの腕を摑つかみ、引き起こしてくれた。それから数歩の距離をとると、オレに向かって構えてみせる。

　うぐぐ、もうひと踏ん張り……今日の〆しめだ。

　組み手は自由にかかって来て良いが、最後には習った技を一発打ち込んでこいと、セブンさんは言った──いや、言ってないな。喋しやべらないしこの人。意図を読み取るまでに二日ほどかかった。

　軋きしむ全身を動かして構えを取ると、すたん、地を蹴けって踏み込んだ。

　ひゅるりと風が左右に分かれるような感覚。

　両手を前に突き出し、掌てのひらをセブンさんの胸部へと打ち込む。ただそれだけの、えらく地味な技だ。〝虎こ撲ぼく子し〟というらしい。教えてくれたのはこれ一つきり。どうせ習うならもうちょっと派手な技がよかったぜ……手から波動とか出せねーのかな？

　やっぱり手応えはなかった。

　難なくオレの一撃を避けたセブンさんの返す拳が、オレの側頭部寸前でピタリ、止められていた。

　オレはぎぎぎ、そちらへと首を向ける。

「……あの、今オレ正直なトコ、点数つけるとしたら、何点くらいスか？　百点満点で」

　息も絶え絶えに尋たずねる。

　セブンさんは拳こぶしを引くと、木の枝を拾い上げた。

　……あ、なんか悩んでる。すごく悩んでる……オレの方チラチラ見てる。

「いいスから！　気を使わなくて！」

　地面にガリガリと──〝三〟。

　マジかよ赤点ってレベルじゃねえ……力なく崩くずれ落ちるオレ。もう指一本も動かせそうにない。

　そんなオレの肩を抱くようにして、セブンさんは屋敷へと連れて行ってくれた。この頼もしさ、そして包容力……ジーンとしちまうぜ！

「うおおおっ!?」

　リビングに入り、食卓を一目見たオレは、疲つかれも忘れて感かん嘆たんの声を上げた。親子丼だ！　三つ葉もちゃんと散らしてある！　スゲー！

　いただきます、と両手を合わせて頰ほお張ばると、卵の半熟具合といい、鳥肉の火の通り度合いといい、その味わいは繊せん細さいかつ芳ほう醇じゆん、オレの作ったやつより美う味まい！

「お味はどうでしょうか？」

　尋ねて来るソファイアの髪の毛を一束指で摘つまみ、じっと見つめる。

「？」

　ソファイアが不思議そうに首を傾かしげる。

「うーん、地毛だなあ。カツラじゃないよなあ……どこで習ったん？　こんなパーフェクトな親子丼、日本人でもそうそう作れるヤツいないぜ？」

　ソファイアは笑った。

「母に教わりました。大和やまと撫子なでしこたるもの、家事くらいこなせねばなりません、と」

「え、ソファイアのオカーサンて……」

「日本人です。わたくしのミドルネームのエリカは、母がつけてくれたんですよ」

　と、ソファイアは机に指で、〝恵エ里リ香カ〟と書いた。なるほど、だから日本語もこんなにウメーのか、把は握あく。

　ガツガツとカッ込むオレと、一定のペースで食べるセブンさんを横目に、ソファイアは楽しげに笑っていた。この子は良いお嫁さんになるんだろうなあ。

　食事が終わって風呂に入れば、身体は湯に溶けてなくなってしまいそうだった。スゲー疲れてたんだな、オレの体。下半神様もさすがに今日は大人しい。

　湯上がりにリビングでグデーッと寛くつろいでいるうちに、いつの間にかうたた寝していた。足音で目が覚める。高たか峰みねが八や尾お先生のトコから帰ってきたみたいだ。なにやら忙せわしない様子。

「ただいま──ソファイア、地下に来て」

「は、はいっ！」

　声をかけられ、慌ててソファーから立ち上がるソファイア。その背後で、彫ちよう像ぞうのように佇たたずんでいたセブンさんも動き出す。

「あ、高たか峰みね！」

　足早に通り過ぎようとする背中へ、オレは声をかけた。

「なに？」

　と、キビッとした動作で振り向く高峰。オレはソファーから立ち上がりつつ、疲つかれ切って捻ねじ切れそうな腹筋に力を込め、不退転の覚かく悟ごを決める。

「あのさ、ちょっと聞きてーんだけど、お前の持ってるネクロノミコンってやつは、人に貸したり使わせてあげたりはできねーの？」

「無理」

　一言でバッサリ、ターンしようとする高峰の手首を摑つかんで止めた。

「待てってば！　……実は今日万ま里り王おに会ったんだよオレ。ソファイアを待ってる間に。瑠る衣いちゃんも一いつ緒しよだった。そんで、少し話したんだ」

　ソファイアが息を吞のむ。高峰の眉まゆがギュンと吊つり上がるのを見て、オレは急いで片手を振る。

「襲おそわれたんじゃないぜ!?　偶ぐう然ぜん、たまたま！　フツーに話して別れただけだから！」

　高峰は一いつ瞬しゆん目を閉じ、大きく息を吸い込むと、盛大に吐はき出した。

「……それで？」

「うん。でな、万里王はやっぱこないだ高峰が言ってたように、瑠衣ちゃんを人間に戻すためにネクロノミコンが欲しいんだとさ。そこでオレは考えた！　高峰が貸してやりゃあいーんじゃん。無駄な争いしないで済むしさ。これナイスアイデアじゃね？　なあ、どうよコレ。みんながハッピーでイイじゃねーか、な？　なろうぜ、みんなで！　ハッピーに！」

　高峰に断わられるのがイヤで、オレは勢い良く捲まくし立てた。

「……不ふ二じ君ちょっとそこに座って」

　うおっ、高峰の真しん骨こつ頂ちよう、真夏だというのにクーラー要いらずの冷気！

「ハイッ！」

　オレは素早く床に正座する。

「いや、ソファーでいいんだけど……まあいいわ。あのね不二君、キミの手に今、核爆弾のスイッチがあります」

「ねーよそんなもん」

「あるの！　例え話なんだからいきなり否定しないで！　……で、キミはそれを守っている。誰だれにも渡してはいけないとも言われている。それをいきなり寄越せっていわれたら、キミはどうする？　それがあれば家族が救えるんだそうよ」

　あまりにもそのまんまな比ひ喩ゆに、オレは半眼になる。

「オイオイ、いくらオレがバカだからってバカにすんなよ……なんなんだよ、ネクロノミコンってさ。幾いくらなんでも、そんなヤベーの？」

「具体的には言えないけれど、程度にしたらそんな感じよ。できることなら渡してあげたいけど、渡せない理由があるの」

　オレの脳のう裏りに、瑠る衣いちゃんのプニプニとした発展途上おっぱいと、屈くつ託たくのない笑顔が浮かんできた。顔をしかめ、ガリガリと頭を搔かく。

「……なあ高たか峰みね、オマエにとってはどうなんだよ？　一人の女の子の命と比べて、その理由ってのは、そんなに重いのか？」

「……重いわ。何があっても、死んでも、誰だれにも、渡さない」

　一言一句区切られた言葉の隅すみ々ずみにまで、高峰の気合が満ちていた。絶対の拒否を感じさせた。ハイ、オレの不退転モード終了、退却退却……

「ソファイア、行きましょう」

「あ、はい……」

　去ってゆくソファイアの気遣わしげな視線を感じたが、顔を上げることはできなかった。やるせなさが胃にもたれていた。

　どうしようもないコトだと頭では漠ばく然ぜんと分かっていながら、高峰はひょっとしてすごく冷れい酷こくな女の子なんじゃないかと、感じてしまっている自分がいた。十分な理由さえあれば、眉まゆ一つ動かさず女の子を見捨てられるヤツなんじゃないかと……クソ、あんま考えたくねーや。疲つかれた。

　悄しよう然ぜんとしながら部屋に戻り、一層重たい体をベッドに横たえていると、ヴー、ヴー、ヴー、ケータイが震えて着信を知らせた。ん、この番号は……ピッ！

『もしもし、由ゆう真まくーん、元気？』

　草臥くたびれた中年男の、ヤクでもキメてんのかってくらい明るい声がした。電話の時、一言目のテンションが高くなるのが、このヒトの癖くせだ。

「元気だよ、フツーに。今ちょっと疲れてるけど。そっちはどうなんだよ？」

『オトーサンはダメだなあ……もう仕事辞めたい。日本に帰りたい……』

　そして二言目からは一転して弱々しくなる。まったくいつも通りだ。この情けない男こそオレのオヤジ、不ふ二じ那な須す隆たかその人だ。

「なんだよ、息子に愚ぐ痴ち言うために電話してきたワケ？」

『いや、家に電話したんだけど出ないから心配になってさー、今どこにいる？』

「あー……友だちン家」

『関せき谷たに君のところか？』

「ちげーよ、オヤジの知らないヤツ」

『悪い友だちじゃないだろうなあ？　嫌だぞ俺おれ、息子の三面記事なんて扱うの』

　ん、なんだか今日は妙みように食いついてくるな……イイ勘かんしてるぜ、オヤジ。記者の嗅きゆう覚かくってヤツか。けどまさか息子がゾンビになってるとは夢にも思うまい。

「外国の新聞に載のるって、どんだけだよ。あのなー、オレはアンタの息子だぞ？　んな大それたことできるわけねーだろ」

『ま、それもそうか……あ、ひょっとして、例の彼女さんの家にいるのか？』

「は？」

　高たか峰みねの家にいることがバレたのかと一いつ瞬しゆん思ったが違ちがうようで、オヤジは続けた。

『俺おれもお前の歳ぐらいでオカーサンと知り合ったんだし、別に付き合うなとは言わないけど、先方さんにご迷惑をおかけしないようにな』

　おいおい、そりゃ彼女イナイ暦十六年のオレに対する皮肉か？

「なんのジョークだよ。面白くねーぞ」

『なんだフラれたのか？　クヨクヨすんな、女なんて幾いくらでも──』

　身に覚えのない失恋を慰なぐさめられそうになり、オレは語調を強めて遮さえぎる。

「よせって。彼女いたことなんてねーってば、今まで一度も」

『んー？　お前こないだ言ってたじゃないか、好きな人ができたって。てっきり大おお塚つかさんあたりかと思ってたんだが……なんだ、見栄張ってただけか？』

　ここにきてオレは困惑し始めた。話が嚙かみ合わない。

　オレには女の子と付き合っていた記き憶おくどころか、オヤジとそんな会話を交わした覚えすらない。窓ガラスに映り込んだオレが、訝いぶかしげな視線を向けてくる。

『──まあなんでもいいよ、たった一度の青春なんだし、お前が元気なら……っと、そろそろ仕事に戻らなきゃ。じゃ、またかけるから』

「おい、ちょ、ま──」

　ツー、ツー、ツー……

　……しばらくすると、急に悪お寒かんがこみ上げてきた。オレに覚えがないことを、オヤジが覚えている……これって、まさか……

　オヤジがボケた？　うん、最近よくあるらしいからな、若年性のやつ。仕事ハードだっていつも零こぼしてるし、ありえない話じゃねーぞ。うわー、この歳でオヤジの介かい護ご生活なんて、マジ勘かん弁べん……

　リダイヤルして問い詰めるだけの気力は、もう残っていなかった。セブンさんとの稽けい古こに続く高峰との話し合いで、もうヘトヘトだ。ベッドの柔らかさがオレを誘惑する。

　ああ、限界、眠……




　……ザ、ザ、ザ……

　……ザ、ザ、ザ……




　川沿いの並木道に、桜吹雪ふぶき。

　吹き抜ける風の形が見えそうなほど濃密に降りしきる花弁は、六月の雨を思わせた。

　川向こうには、のんびりと回る観かん覧らん車しや。ここから眺ながめると水車のようにも見える。

　学生鞄かばんを肩に担かつぐようにして歩いていたオレは足を止め、連れ合いへと声をかけた。

『あそこ、行ったことある？』

『ないわ』

　花弁に潰つぶされやしないかと心配になるほど、儚はかなげな少女だった。

　……なんだなんだ、いつも見るやつとはかなり趣おもむきが違ちがうじゃねーか、今回の夢は。

　この子は誰だれだろう。舞い踊おどる花弁に隠れて、顔はよく見えない。着ているのはウチの学校の冬服だ。てーことは、ウチの生徒か？

『今度行かね？　一いつ緒しよに。結構面白いぜ、古クセーけど』

『……人がたくさんいるところ、駄目だから……ごめん』

　夢の中のオレは笑う。

『別に謝あやまることないだろ。オレ、相手の都合とか考えないで誘う系男子だから。断るときは堂々と断れよな。次から誘いづらくなっちまうだろ』

『……そうする』

　夢の中のオレはこの子を知っていた。病弱で、人ごみが苦手で、逢あうときはいつも静かなところだった──ってなんだよこの設定、純愛モノ？　全然エロくないんだが……エロ出せよエロ！

　と、ひときわ強く吹いた風に押されるようにして、少女がよろめいた。

　夢の中のオレはワタワタしつつ、その体を受け止める。おお、でかしたぞ夢の中のオレ！　現実のオレに劣おとらぬ紳士っぷりじゃねーか。

『あ、ありがと……』

　少し潤うるんだ瞳ひとみが、間近から見上げてくる。こんなに近いのに、依然として女の子の顔はぼんやりしていた。夢の中のオレに重なっている現実のオレは必死に目を細め、秘技モザイク消しの要領でその正体を探ろうと試みる。お……見えそう見えそう……もうちょい……

　夢の中のオレはゴクリと生なま唾つばを飲み込む。辺りに舞い散る桜色よりなお桜色の唇くちびるが間近にある。おー、たまにはいいなあ、こういうの！　興こう奮ふんしてきた！　キスしろ！　ほら早く！　キース！　キース！

　──ガッ！

　その時、つっかえ棒のように、オレの両肩に少女の両手がかかった。ゴキゴキゴキッ！　少女の体が変形してゆく！　な、なんだこれは！

　啞あ然ぜんとするオレの目の前で、少女は瞬またたく間に大きくなると、草食獣のような優しい瞳ひとみでオレを見下ろしてきた……

「不ふ二じ君、いいのかいそれで」

　キスもダメなのかよおおおォォオッサアァーンッ！







　　五　世界はノット・イナフ







　その後の一週間は、異様なほどストイックに過ぎていった。

　あの日以来、ヅカとはなんとなく距離を感じてる。話もするし、メールだってするし、一いつ緒しよに昼飯を食ったりもするんだが、やっぱりどこかぎこちない。オレとカンヤとヅカが形作っていた三角形は、少し歪ゆがんでしまっていた。やっぱり気にしてたんじゃねーか、アイツ。フォローしとくんだった。そんな素振りなかったから油断してたぜ……

　まあそんな感じだから、馬鹿騒ぎしたりする雰ふん囲い気きにもならず、補習はいきおい、真ま面じ目めに受けていた。先生がいぶかしむほどの優等生ぶりだ。

　んで、家に帰れば、セブンさんとの濃密な時間鍛錬が待ってる。

　自慢じゃないけど今のオレ、マジパネェよ？

　サイン・コサイン・タンジェント！　ありおりはべりいまそがり！　ディス・イズ・ア・ペン！

　どうよ、この冴さえ渡る知力！　加えて、腕立て伏せだって二十回くらいまでならノンストップでいける……お、これってもう無敵なんじゃね？　来いよクロネクロ、ゾンビなんか捨ててかかって来い！

　……とか偉えらそうなこと言ったって、セブンさんに勝てる気は全くしねーけど。何百回とあの人のコブシを受けて、ようやく少しは目で追えるようになって来たかな？　ってレベルだ。

　高たか峰みねは連日遅くまで先生んトコに行ってる。帰れば地下図書室に直行。ソファイアは高峰にべったりだし……なんか思ってたようなハーレム・ライフからはほど遠いぜ……

　追試はまさかのストレート合格、いよいよ本格的に夏到来となった土曜日の朝。

　研究が要所に差し掛かったとかで、高峰とソファイア＋セブンさんは先生のウチに行くことに。イケメンティーチャーめ、オレから美少女二人を奪うとは許しがたき悪あく行ぎよう。普段のオレならゴネてるところだが、今日ばかりは大人しく聞き分けておく。

　しかし、休日だってのに制服キッチリ着ていくってのは、いかにも高峰らしいぜ。ソファイアは私服なのに。

『ちゃんと留守番してるのよ？』

　と、出がけの高峰から言われた時には、見透かされてんのかと思ってヒヤリとしたが、コイツの心配性は今に始まったことじゃない。三人が出て行くのをにこやかに見送ったオレは、キラーン、かねてよりの計画を実行に移すことにした。

　ＴシャツにＧパン、キャップを被り、抜き足差し足で高峰邸を出る。炎天下の道のりを十数分歩き、冷房の効いたバスに乗り込んで、ようやく人心地ついた。ふー、腐くさっちまうかと思ったぜ。

　……脱出成功かな？

　なにせ相手はネクロマンサー・ガールだ。どんな手でオレを見張ってるか、わかったもんじゃないからな……

　窓の外、陽炎かげろうの立つ街並みが流れてゆく。オレは大きく伸びをする。遠くには大きな入道雲。久しぶりの自由行動に、否いや応おうなしにテンションは上がる。

　目指すは樽たる多た露ろ市し馬流原バルハラ町、オレの秘密が眠る場所……なんて、ちょっとカッコつけてみたら壮大になっちまったが、なんのことはない、オレんちに行くだけだ。ちょっとやりたいことがあって。

　バスを降り、住宅街をしばらく歩けば、高峰邸と比べたらあまりにもみすぼらしい一軒家へと辿たどり着く。敷地からしてオーストラリア大陸と名もなき無人島くらいの差がある。

　洗せん濯たく物ものを干す以外の用途が思いつかない、庭と呼ぶには躊躇ためらわれる空間を横切って玄関へ。財布から出した鍵かぎで扉を開けると、しんとした空気が流れ出してきた。

　階段を上って二階の自室へと向かう。

　それなりに整せい頓とんされた飾り気のない部屋。一月も経ってないってのに、なんだか妙みように懐かしく思える。漫画ばっかり並んだ本ほん棚だなとシンプルなデスク、ベッドの脇わきにはギタースタンドとエレアコ。モテるかなと思って始めたギターはさっぱり身につかず、今やちょっと高価な置物でしかない。

　オレは戸と棚だなを漁あさると、奥の方から段ボール箱を引きずり出した。

　中身は十数冊に及ぶ書しよ籍せき──表紙では、黒髪から金髪、清純派からギャル系、ボンキュッボンに至るまで様々なタイプの女性たちが、原色の煽あおり文句に囲まれて、扇せん情じよう的てきなポーズをとっている──つまりはそういう本だ。本屋のレジ店員が男であるタイミングを見計らって特攻したり、河原で拾ったりして、ちまちまと集めた珠しゆ玉ぎよくのコレクションたち……ああ、逢あいたかったよ、ナナコ！　山やま田ださん！　キャサリーンも！

　彼女たちはオレの青春におけるベスト・パートナーだ。どんな時も笑顔を絶やさず、文句一つ言わず、果てしない劣れつ情じようを受け止めてくれた。

　ベッドに腰を落ち着け、ページをめくるうちに、オレはどんどん切なくなっていった。切なさ余あまってエロさ百倍、下半神様もいつになく滾たぎっておられる。前屈かがみになったぐらいじゃ隠せないほどに。

　何を隠そうオレは今日、彼女たちを処分しに来たんだ。

　ほら、あんま考えたくはねーけどさ、こんな状況じゃオレもいつ死んじまうかわからないし、満足に彼女たちの相手もできそうにないし、ならいっそオレの手で、と思ったんだが……

　無理だああぁぁあァーッ！

　彼女たちに何回救われたことか。何回生きる気力を貰もらったことか。彼女たちは喋しやべらないし、触っても柔らかくねーし、むしろ紙の感触しかしねーけど、確かにここにいるんだ！　捨てるなんてできないよ！　できるわけがない！

　オレは決然と顔を上げると、戸棚から引っ張り出したデイパックに、彼女たちを詰め込み始めた。一いつ緒しよに生きよう、彼女たちと。高たか峰みねに白い目で見られようと、ソファイアにヒかれようと、構うもんか。絶対に連れて行くからな！

　新たな決意を胸に、デイパックを背負って立ち上がったとき、オレは〝それ〟を見つけた。

　ギターネックの裏に貼はられた、一枚のプリクラ──あれ、こんなの貼った覚えねーぞ？

　写真の右側、カメラに超接近してアホ顔してるオレ。このワカゾー、チョーシこいてやがる。

　その左後方、小さく映って、控ひかえめに佇たたずんでいる女の子──え、誰だれよコレ！

　目を皿のようにして凝ぎよう視しする──ええい、オレが超ちよう邪魔！　ちょっとそこ退どけや！

　俯うつむきがちな顔はひどく判別しづらい。無む頓とん着ちやくな髪型、分厚い眼鏡めがね、ブカブカのブレザー……なんつーか、スゴくダサい。二つ名をつけるとするなら、〝文化系スケバン〟……あッ！

　ひょっとして高峰じゃないかコレ!?　かなり小さいから確かじゃないが……

　どうしてオレと高峰のプリクラなんてものが存在する？

　半月前の〝あの夜〟、ファニーパークでオレがゾンビとして目覚めた夜。あの時より以前に、オレは高峰と出会ってるってことか？　でも、だとすると……どうして高峰は何も言わないんだ？

　なにがなにやらサッパリだぜ。

　とはいえ、あまりのんびりもしていられない。高たか峰みねたちが帰ってきちまってたらマズいし、そういえば鍵かぎも閉めてねーや。後は高峰に直接聞いてみるか。ちょっと強引にでも。

　我が家を出て、バス停までの道を首を捻ひねりながら歩いていると、サッと水の匂においを含ふくんだ風が吹き抜けた。一天にわかに搔かき曇り、雨。バケツをひっくり返したような、ってやつ。

　うひゃあと民家の軒のき先さきに駆け込んだ。硬い雨だれがバラバラバラバラと、熱された街角を冷ましてゆく。午後の路地に人影はない。

　通り雨だろう。少し待っとくか。

「──は、は……は」

　……？

　雨音に混じって、笑い声が聞こえた気がした。気のせいかと思ったが──

「あ、は……は……」

　ふらふらと小さな影が、水煙の中に揺らめいていた。

「……瑠る衣いちゃん、か？」

　少しずつ鮮明になってくる姿……ああ、やっぱり瑠衣ちゃんだ。路地の奥から、一歩、一歩、地面の感かん触しよくを確かめるように、オレの方へと歩いてくる。満面の笑顔で。

「あはは、ははは、はは……」

　や、やっぱりちょっとまだ怖え！　動けずにいるオレへと、瑠衣ちゃんは、あと数歩の距離を隔へだてて片腕を上げた。何かを摑つかもうとするように。よく見れば裸足はだしだし、なんか……様子がおかしい？

「瑠衣ちゃん、どした？　迷子？」

　オレがそう声をかけると、瑠衣ちゃんはそのまま、ドシャッと前のめりに倒れた。飛沫しぶきが散る。

「うおォォい!?」

　なんだってんだ！

　雨の中に駆け出すと、オレは急いで瑠衣ちゃんを抱き起こした。軽い。

「あー……う……あ」

　瑠衣ちゃんの澄んだ瞳ひとみが、一度オレを見つめ──そのまま、瑠衣ちゃんは、崩くずれた。

　文字通り、崩れた。跡形もなく、雨に溶けてしまったみたいに。

　オレの腕の中には、瑠衣ちゃんが着ていたコートだけが残っている。雨水を吸い、重たくなったコートだけが。

　……は？

　なんだこれ。

　ナンダコレ。

　意味わからん。何が起きた？

　頭の中は真っ白だ。

　その真っ白になった頭の奥が──突然、スパークした。




　──るい。

　わたシの、なマえ。

　お兄ちゃん、だいすキ。

　たかみねのゾンビ、すき。たいやき、もらったから、おいシかった！　ありがと！

　痛いのキライだって。

　わたシもきらい。ごめんなサい。

　昔は、いろいろなこと、もう少しわかった。今は、誰だれが好きだとか、たイやきおいしーとか、痛いコトは、するのもされるのもキライとか……じょうずには、伝えられないデす。

　思い出すコトも、どんどんなくなり。

　でもお兄ちゃんはずっと昔、わたシに笑っていてほしイといった。これだけは忘れないよ。

　笑うと、少シわたしもラクになりマスの、笑うの。




　うぐ……これは、瑠る衣いちゃんの、記き憶おく……か？

　オレのものではない感情と感覚が、オレの中に流れ込んでくる。歪ゆがんだ視界、反はん響きようする音、鼓動が感じられない自分の体は、異様に冷たい。たまらずに膝ひざをつく。雨水が背中と後頭部を叩たたく。




　──夜、アパーとに、お客さンがきた。

　お兄ちゃんが、玄関で話をしていたら、突然、ボン！　青い火に包まれて、倒れたよ。わタし、ビックリです！

　お兄ちゃんの向こうから、入ってキタら、誰かと思ったら、シショー。シショーは味方で、少し怖イひと……どうしてお兄ちゃん、ボンしたの？

「あは？」

　わたし、不思議で、こっちに歩いてくるシショーを見上げてたラ、お兄ちゃンが、ボウボウ燃エナがら叫さけんだ。

「瑠衣ィ！　『命令オーダー・退却エスケーププランＢ』！」

　……ぷらんＢは、きらイ。

　でも、オーダーはワタシのからだを、そういう風に動かすの。逆らえナイの。

　窓からガッシャン外に出て、すたん、駐車ジョーに着地して、走ってゆく。お兄ちゃんは置いてけぼりにして。これはそおいう、命令なのです。最後に見たお兄ちゃん、シショーの足にしがみついてた。

「あははははは」

　私は走りながら笑いながら走りながら笑いナがら──哀しいので笑う。




「くおお、おおお、おおおお……っ！」

　オレの口から漏もれる慟どう哭こくは誰だれのものだ？

　雨が熱い涙を洗い流してゆく。




　──お兄ちゃん、もうイナイの……たぶん。

　わたしのからだ、ダメになるから、わかルンだ。もうすぐわたシハだめになる。

　……エスけーぷ、どこまで？

　もうずいぶん走ったのデスが、どこまで行けばいいのカナ。どこまで行っても、お兄チャンはいないのにな。でもオーダーだから、わたしは笑いツヅけ走りツヅケる。

　ひとりはいやだな、ト思ッタけど、なるべくヒトに見つからないようにしなくちゃ。そういうオーダーだから。

「あっははははははは！」




　──街の闇やみに隠れて人目を避けながら、ボロボロの瑠る衣いちゃんは走り続けた。やがて朝日が昇るころ、体が塵ちりへと変わり始めた。その痛みを救いのように感じながら、瑠衣ちゃんはただひたすらに走り続けて……ふと、顔を上げた。




　──におい。

　タイヤきのにおいがする……わたし、ハナがスゴクいいんだよ。おいしそうな、ふんわりにおいがするから、私はそっちに走りマス。

　……雨がフってきたよ。

　ニオいが消えちゃうよ。あ、消えナイで消えなイで、待って消えないデ、走るから、走るから消えないで！

　……あ、そうだ、これ、タイやきの匂においじゃ、なかったな？

　たかみねの、ゾンビの、においだ。

　……あ、たかみねのぞんび、みーつけた！




　瑠衣ちゃんのコートを抱きしめる。全身が震える。

「────ッ！」

　奥歯を嚙かみしめる。声にならない嗚お咽えつが漏れる。オレ自身が哀しいのか、オレの中に入ってきた瑠る衣いちゃんが哀しんでいるのか、わからない。たぶん、どっちもだ。

　瑠衣ちゃんの身に何が起こったのか、そもそもこの現象がなんなのか、オレにはさっぱりわからない。全部オレの妄もう想そうなのかもしれない。でも胸をしめつけるこの痛みが、真実じゃないとはとても思えない。

「うぐ、ああ、えうう……ひぐっ！　うぐ、ああ、ぐうっ！」

　オレは子どものように泣きじゃくっていた。

　リアルな痛みなんて、今まで感じたことはなかったように思う。手抜き人生を送ってきたオレにとっては、痛みも喜びも悲しみ怒りも、どこかリアリティがなかった。だが瑠衣ちゃんから流れ込んできた強すぎる感情は、オレの心からオブラートを剝はぎ取り、丸まる裸はだかにしてしまった。ハート・フルヌード状態だった。

　……どれくらいそうしていたのか、気がつけば雨は止んでいた。

　眼下の水たまりに虹にじが映っている。

　小さなコートを片腕で抱きしめながら、オレは立ち上がった。

　ぼんやりした頭で考える。そうだ、高たか峰みねに……高峰に、伝えなきゃいけない……瑠衣ちゃんの記き憶おくの中で見た、シショーのことについて。







　　六　ノオ教授







　死者復活の手法については、幾いくつか方法は伝えられている。先人たちが残した書物の中や、しばしば語られる伝でん承しようの中に。

　神々や悪魔と呼ばれる存在の力を借りるという黒魔術的なものからはじまり、新生児の肉体に魂たましいを転生させる邪法や、死体とキスをするだけでいい、なんていう眉まゆ唾つば物ものの伝承まであった。ありえない。

　お父さんの残した未完の術は、そのどれとも違ちがって、もっと単純なもの。

〝霊ラ導イ索ン〟。

　私たちネクロマンサーにとって、最も身近なこの術を、応用する。

　先生の説明にも少しあったけれど、指先から放たれるこの霊体の糸は、主人とゾンビを繫つなぎ、オーダーを伝える為だけではなく、〝辺獄リンバス〟から魂を吊つり上げる為の釣り糸としても、損そん傷しようした魂を縫ぬいとめる為の手術糸としても、広範に使われる。かなり応用が利くフレキシブル。

　かつて、他系統の術を修めたあるネクロマンサーは、ラインを通じてゾンビに魔力を分け与え、魔術を使わせることすらできたらしい。現代では私たちネクロマンサーは異端とされ、他の魔術系統とは交流が途絶えて久しいから、かなり昔の話なんだろう。

　ならば術者の命を分け与えることもできるのでは？　と、お父さんは思ったみたい。それがお父さんの考えた死者復活の方法。

　発想自体はそう突とつ飛ぴなものではないけれど、今まで研究した者も、実じつ践せんした者もいなかった。何な故ぜなら、多くのネクロマンサーにとって、ゾンビはただの召使に過ぎないからだ。自分の命を分け与えるほどの愛着は、普通は持たない。

　私は、この方法に賭かけてみることにした。

　今私がかかりっきりになっているのは、ラインの情報転送量を底上げする魔法陣の完成。

　術者本人のラインを増強する修行法はあるし、一日だって欠かさず行ってきたけれど、それでは間に合わない。一日も早く完成させなければいけない。

　彼は──不ふ二じ由ゆう真まは、普通のゾンビとは違ちがう。物質的に殺すことはほぼ不可能と言っていいだろう。でも彼は……同時に、とても脆もろい。明日にも、今日にも、消えてしまうかもわからない。

　だから私は焦あせっていて、最近は彼に対してもきつく当たってしまうことが多かった。でも嫌われるなら、それはそれで好都合。だって──

　コンコンと響ひびいたノックの音に、私は顔を上げた。

「雪ゆき路じ君、ソファイア君、そろそろ一旦休きゆう憩けいにしないかい？　お茶が入ったよ」

　やって来た八や尾お先生が告げる。ソファイアは窺うかがうように私を見た。

　ここ、先生の家は中央区の一等地にある高級マンションで、私たちは書斎を借りて、魔方陣の方程式を練ねり上げる作業に打ち込んでいた。床には魔術式がビッシリ書き込まれたレポート用紙が散乱している。

　十畳ほどの書斎は奥の窓と入り口を除いた二面が本ほん棚だなになっていて、貴重な魔術書が並んでいる。〝精霊教典シヤーマン・カーン〟、〝青の書グラン・ブルー〟、〝レティコーン〟……エトセトラ。お父さんが見たら涎よだれを垂たらすことだろう。質で比べるならうちの書庫以上かもしれない。

『書斎も本も自由に使ってくれて構わないよ』と先生は言ってくれた。随ずい分ぶんと参考にさせてもらった。

　先生の提案を受け、少し考える。今日はかなり進んだし……

「そうしましょうか」

「はいっ」

　私が言うと、ソファイアは嬉うれしそうに手を合わせた。

　先生に続いて二人で部屋を出る。モデルルームかと思うほど掃そう除じの行き届いたリビングには大きなテーブルがあって、セブンが席に着いていた。

　奥のキッチンから、洋茶器と大皿を乗せたお盆を手に、先生の奥さんがやって来た。名前は確か、ゆかりさん。大皿には食べきれないほどのスコーン、付け合せにクロテッドクリームとブルーベリージャムが盛られている。

「高たか峰みねさんって本当に勉強熱心なのね。感心しちゃうわ」

　聞いているとふと眠たくなるような、穏やかな声。

「毎日お邪魔してしまってすいません」

　私が頭を下げると、ソファイアも後れてそれに倣ならった。

「あら、気にしないで？　賑にぎやかなのは嬉うれしいわ。来てくれてありがとうって、こっちがお礼を言いたいくらいなのよ」

　そう言って、ゆかりさんはおっとりと微笑ほほえんだ。

　美人……なのだろう、多分。人の美び醜しゆうを判断できる価か値ち観かんが、私にはない。体脂肪率とか骨密度とか神経伝達速度についてなら、少しは語る口もあるのだけれど。

「どうぞ、座って」

　ゆかりさんに促うながされて席に着くと、先生が紅茶を注そそぎ分けてくれた。

「美お味いしい！　奥様がお作りになったのですか？」

　スコーンを一口食べたソファイアが目を丸くしている。ゆかりさんは顔を綻ほころばせた。

「お口に合ったみたいで良かったわ。どんどん食べて頂ちよう戴だいね」

「あの、よろしければレシピをご教授いただけませんでしょうか？」

「そんなに特別なことはしてないのよ。ええとね──」

　ソファイアとゆかりさんは、どことなく似ていると思う。二人の会話が弾はずんで、スコーンからお菓子作りの話題に及んでいく中、先生はおもむろに口を開いた。

「──本当にあの方法でやるつもりなのかい？」

　眼鏡めがねの奥から向けられる気遣わしげな視線を、真っ向から受け止めて頷うなずく。

　先せん駆く者しやがいないということは、結果が完全には予測できないということだ。最悪の場合、私が死んでしまうことだってありうる。海で溺おぼれかけた人を助けるために縄を投げ込んでも、こちらが非力なら引きずり込まれてしまうのと同じだ。上う手まくいったとしても、私の体に何らかの後こう遺い症しようが残る可能性は、決して低くはない。

「正直、反対だ」

　先生も視線を反そらさない。

「でも、僕がそう言ったところで止めないんだろうね。まったく君は……もう少し僕を頼ってくれてもいいだろうに」

　と、先生は肩を落とす。

　すいません、先生。時間がないんです。私は心の中で謝しや罪ざいする。

　ゆかりさんの前であまり詳くわしい話は出来ない。ネクロマンシーについては何も知らないのだ。勿もち論ろん、先生や私たちの素す性じようについても。

「高たか峰みねさんの気持ちも、ちょっとわかるわ。寄り掛かったら倒れそうよね、この人」

　ゆかりさんがおどけた様子で言うのに、私は慌てて片手を振る。

「いえ、先生にはもう十分に助けていただいてます」

「──お姉様、はい、あーん」

　と、ソファイアが、ジャムとクリームをたっぷりに乗せたスコーンを差し出してきた。私はいつもながら、少しだけ戸と惑まどう。

「ちょ、ちょっとソファイア、やめてよ、恥はずかしい……」

「あら、いいわね、それ」

　ゆかりさんが楽しそうに笑う。

「──はいアナタ、あーんして？」

　と、ゆかりさんもソファイアと同じ仕草で、先生へとスコーンを差し出した。先生は私へ一いつ瞬しゆん目配せすると、少しだけ肩をすくめて、

「あーん」

口を開いた。

　ソファイアもゆかりさんも、こういう屈くつ託たくのないところは、同性から見ても本当に可愛かわいいと思う。憧あこがれる。そして……やっぱり私は戸惑ってしまう。

　私がおずおずと口を開いた時、ヴー、ヴー、ヴーと、マナーモードにしてある携帯電話が、ポケットの中で震え始めた。

「──あ、ちょっとすいません」

　取り出して見ると着番表示は〝由ゆう真ま〟……ピッ！

「もしもし、どうしたの？」

『高峰か？　無事か？』

　私は眉まゆをひそめる。声の調子がいつもと違ちがう。らしくなく真ま面じ目めな響ひびきで、少し震えていた。聞こえてきた溜ため息いきは何の意味を含ふくむのだろう……呆あきれ……いや、安あん堵ど？

『……八や尾お先生、そこにいるか？』

「え？　どうして？」

　電波の向こうで、声がひそめられた。

『聞かれたくないんだ。離れられるか？』

　──一いつ瞬しゆんの思案。

「……あれ、もしもし？　電波悪いみたい。移動するから待って──ちょっとごめんなさい」

　私は皆に断って席を立つと、部屋を一通りうろついてから観葉植物の影へと。

「もしもし、いいわよ」

『えっと……あのな、高峰、何かの間違いかも知れねーんだが……』

「何？」

　すう、と息が吸われる音。

『クロネクロのヴォコール・クラスは、八や尾お先生だ』

　……平静を装よそおうには、努力を要した。

　八尾先生はお父さんの親友。お父さんからは、誰だれよりも正義感が強くて、優しい人だと聞かされてきた。何人ものクロネクロを退しりぞけ、たくさんの人々の助け続けた英雄だ。自分も傷ついて、戦えない体になるまで。

『瑠る衣いちゃんが、オレの目の前で……死んだ。どうしてか、オレの中に、瑠衣ちゃんの記き憶おくが流れ込んできて、今、スゲー哀しくてたまらない気分だ……らしくねーって思ってるだろ？　オレもそう思う。マジ切ない……』

　ああ……そういうことか。彼が見たというのなら、それは見たのだろう。彼にはその力がある。信じたくないことだが。私は音のない溜ため息いきを吐ついた。

「バカ。外に出たのね。留守番してなさいって言ったのに」

「……お姉様？」

　話しかけられた拍子、反射的に電話を切ってしまった。いつの間にか背後にソファイアがいた。切れる寸前に聞こえた、『逃げろ』という、心細げな声の残ざん響きようを嚙かみしめるように、短く目を閉じる。

「……ソファイア、帰るわよ」

　小さく囁ささやいた。

「あら？　どうしたのですか、急に」

「後で話すわ」

　私はソファイアの手を取ると、リビングから玄関に向かう扉へと歩を進める。

「不ふ二じ君、なんだって？」

　先生の言葉に、私は困ったもんだの表情を浮かべた。

「アイツ、また屋敷を抜け出したみたいで。迎えに行ってきます」

「おや、彼もよくよく君の思い通りにならないね……それは君も、同じことだが」

　ソファイアの手を引いて、テーブルの脇わきを横切ろうとしたとき、セブンが席を立ち──ヒュッ！　と横顔に風を感じた瞬しゆん間かん、私はソファイアの手を離して床に転がった。ボッ！　風が咆ほう哮こうを上げながら通り過ぎてゆく。片かた膝ひざ立ちの姿勢をとりながら、腰の後ろから二本のナイフを抜き払った。ほぼ条件反射だ。

　私へとアッパーを放ったセブンの巨体を、瞬まばたきもせずに見上げる。

「……セブン、どうして」

　喉のどが乾く。

「ごめんなさい、お姉様……」

　セブンの後ろで俯うつむき、前髪で表情を隠したソファイアが、消え入りそうな声で言う。

「ソファイア、貴女あなた──!?」

「おっ、お姉様が、お姉様がいけないんです……こんなに、お姉様を、大切に想っているのに……だから、お姉様が憎いんです。お姉様が哀しいんです。お姉様が優しいんですお姉様が愛しいんですお姉様が恋しいんですお姉様が全てなんですお姉様が──羨うらやましいんです！」

　血を吐はくように言葉を紡つむぎながら、ソファイアの声は徐々に大きくなってゆく。

「お姉様が！　お姉様が！　お姉様が！　お姉様が！　お姉様がっ！」

　先生が不意に片手を上げた。オーケストラ指揮者がそうするように。ソファイアの言葉がピタリと止まる。

「……この子に何をしたの！」

　先生は座したまま私に向き直ると、テーブルに片かた肘ひじをついた。

　私へと向けられるレンズ越しの視線は、いつもと同じ優しさの裏側に、得体の知れない深みを帯おびていた。

「彼女はね、君の代用品なんだよ」

「私の、代用品？」

「伝説のネクロマンサー・高たか峰みね銀ぎん河がの技術を盗ぬすむ為、アクセルロッド一族によって育てられたんだ。造られた、と言い換かえても良い。彼らは同族に対して、時に驚くほど残ざん酷こくになる。まるで、神に許しを請こうかのように。地獄のような日々の中で、彼女の心を支えたものは、母親の思い出と、君と暮らしたほんの短い時間だったそうだ。そして彼女はセブンを受け継ぎ、少しばかりの自由を得た」

　ティーカップを持ち上げ、紅茶を一口。

「ある日、久しぶりに会った僕に、この子は言った。『どうすればお姉様のようになれますか』と。そうやって僕に頼ってきた。頼ってしまった。君のように、強くはあれなかった」

　先生はピアノを弾ひくように、しなやかに片手を持ち上げた。その指先から伸びる、黒いライン。その先端が、ソファイアのこめかみに繫つながっていた。

「〝最ゾもン忌ビむ・べパきウ秘ダ薬ー〟……！」

　それは伝説にしか残っていないはずの秘法。気づかれぬうちに人の心の隙すき間まに入り込み、巣を張るライン。そうして心を操あやつり、命あるものすら傀く儡ぐつとする、邪法中の邪法だ。

　この術を会得したネクロマンサーが、ある王を操って国を滅茶苦茶にしたとか、強大な宗教国家の樹立を助けたとか、一つの文明を終わらせたとか、様々な逸いつ話わが残されている。

　さっきの電話の会話も、ソファイアの耳を通して先生に聞かれていたんだろう。

「彼女は随ずい分ぶんと抵てい抗こうしたよ。自分の中に芽吹いてゆく〝悪意〟に。良く頑がん張ばった。花丸をあげたいね」

「どうして、貴方あなたが……貴方ほどの人が、こんなことを」

　先生は眼鏡めがねの奥で目を細めた。

「どうして、か……どうしてだろうね？　僕は銀ぎん河がに憧あこがれていた。追いつきたかった。肩を並べたかった。だが、彼は一度も僕を見なかった。ソファイアの気持ちは、僕にはよくわかるんだよ。いつからだろうな、そのことが僕の心を蝕むしばみ始めたのは……銀河は〝最期〟の〝最期〟まで僕を見なかった……意味がわかるかい？」

〝最期〟──ドス黒い天恵が、私に下る。

「……まさか」

「うん、銀河は僕が殺した。ネクロノミコンも手に入らないし、どこまでも僕の意に沿わない男だった」

　先生が片手を閃ひらめかせると、ガタンと椅い子すを倒しながらゆかりさんが立ち上がった。後頭部から先生へ繫つながる黒いラインに引き上げられるように。その表情は虚うつろだ。

　私は片腕で自分の体を抱きしめる。怒りに任せて飛び出さないように──あるいは、砕くだけ散ってしまわないように。

　母が病気で死んだ時、私は泣きながらお父さんに言った。どうして母を生き返らせないのかと。お母さんを愛していないのかと。酷ひどいことを言ったものだ。

『そんなことをしなくても、また会えるさ。お前が望むのなら、いつでも会える』

　そう言って、お父さんは私を抱きしめてくれた。

　──私は、まだあんな風に達観できない。

　先生を睨にらみつける。

　先生が微笑ほほえみを浮かべる。

「ほう、これでもまだ心に隙すきを作らないのか……君は本当に強い子だね。いいよ、ゆっくりと抉こじ開けてあげよう。その心を」

　セブンが構えを取り、ゆかりさんがゆらゆらと迫ってくる。先生は腰を下ろしたまま、両手を私へと掲かかげた。

　私は深呼吸をし、目を閉じる。体内へとラインを張り巡めぐらせ、呼吸を抑制し、心臓の鼓動を抑制し、細胞の活動を抑制し、新陳代謝を抑制し、自分を殺してゆく。〝死〟の冷たさが私の体をうっすらと覆おおい尽つくしたとき、私は叫さけぶ。

「『自己制圧セルフオーダー・身体能力調整アジヤスト』！」







　時間が経つにつれ、少しずつ気分が落ち着いてきた。

　寒くて心細く、哀しくて寂しいこの気持ちが去ってゆくのは、瑠る衣いちゃんが去ってゆくように思えて、やるせない。

　オレはバス停のベンチに座って、流れ行く人並みや、暮れてゆく空を眺ながめている。いつ連れん絡らくがあってもすぐ出られるよう、ケータイは片手に持ったままだ。

　高たか峰みねやソファイアたちのことが心配なのは勿もち論ろんそうなんだが、精神的に疲つかれ切っていたオレは、ここでようやく一息吐つけたって感じだ。焦あせりながら休息しているという、なんだかよくわからねー状態に陥おちいっている。

　……こっちから電話してみっか？　でも今もし戦ってる最中だったら？　逃げて隠れてる最中だったら？　一いつ瞬しゆんの油断が命取りになるんじゃないかと思うと、ボタンが押せない。

　あー全部オレの妄もう想そうならよかったんだがなー……多分現実なんだろーな。瑠る衣いちゃんのコートもここにあるし。

　万ま里り王おも死んじまったのか……怖かったけど、憎めないヤツだったよな。もういないんだよな、アイツも瑠衣ちゃんも。人がこんな風に簡単に死ぬってのは、当たり前のことか。それとも、異常なことなのか。今のオレにはもうわからない。

　これからどうなるんだろうな。つーか、どうすりゃいいのかな、オレは。

　できるなら今すぐ高峰のところへ行きたかった。でもオレは先生の家を知らない。行ったところで役に立てるとは思えないが。

　……連れん絡らくこねーな。

　夏の夕暮れは短くて、もう辺りは暗い。街灯の光が瞬またたいている。どこかの窓から味み噌そ汁しるの香りが漂ただよってくる。バスが何台もやって来て、疲れ顔の客たちを吐はき出しては去っていく。戸惑とまどいに囚とらわれたオレを置き去って、時は流れてゆく。

　高峰の声が聞きたい。迷いのない、澱よどみのない、あの声を。

　……ヴー、ピッ！

　ケータイが震えた瞬しゆん間かん、オレは通話ボタンを押していた。

「もしもし、連絡おせーぞ、心配したじゃねーか！」

「やあ不ふ二じ君」

　聞こえてきた、高峰のものではない声に、オレは固まった。

「遅くなってしまってすまない。何しろ強情な子でね」

　化学の授業中に聞くのとはまったく違ちがう、聞く者の耳を犯すような甘い声。

「た、高峰は、高峰はどうした!?」

「生きているよ。肉体の限界を超えてセルフオーダーを使い続けたから、今は昏こん睡すいしている。相変わらず無茶をする子だ」

「アンタ……なんでだ、どうしてだよ、オレに言ったじゃねえか、心配だから一いつ緒しよにいてやってくれって言ったじゃねえかっ！　ウソかよ、あの優しさは！　このウソつき！」

「まるっきりウソではないよ。他のクロネクロに殺されたら面倒だし、君たち二人が一緒にいてくれないと、何かと面倒だからね。ソファイア一人では、監視させるにも限度がある」

　……絶句。

「ソファイアが……なんだって？」

　オレが尋たずねると、一いつ瞬しゆんのブランクがあった。

「ふむ、知らなかったのか……彼女は僕の操あやつり人形だ」

「……どういうことだよ、そりゃあ」

「彼女から露ろ見けんしたわけではないということか……不ふ二じ君、君は何を見た？　どこまで知っているんだ？」

　オレが沈ちん黙もくしていると、先生は笑った。

「バレないように上う手まくやってきたつもりだったんだが、まさか君が最初に気づくとは、意外だったよ。……まあいい。どのみち僕の正体を知った君を、野放しにしてはおけない。学校のチャペルで待っている。なるべく早く出席してくれ。来なければ雪ゆき路じ君を殺す。いつもの授業とは違ちがって、落ちるのは君の単位ではなく、雪路君の命ということだ。それではね」

　電波の向こう、一度、先生が遠ざかる気配がし──

「ああそうそう、宿題を出しておこう。学校に来るまでに、ある程度考えておきなさい」

「いまさら教師ヅラしてんじゃねー……なにをだよ」

「君が失ってしまった──思い出について」

　電話が切れた。

　失ってしまった、思い出……？　高たか峰みねらしき女生徒とオレが映った、あのプリクラに関係することだろうか。

「うぐっ……！」

　そのことを考えると、まるで脳が嘔え吐づくような感覚がするんだ。多分そうなんだろうな。

　で、なんで先生がそれを知ってる？　オレは何を失ったんだ。失ったことすら気づかないで。思い出せない……いや、思い出しては……いけない……

　鳴り響ひびくエンジン音に、ハッとして思考を中断する。地に足がつかないような感覚を覚えながら、滑すべり込んできたバスに乗り込んだ。

　──行くのか？　わざわざ殺されに行くのか。

　流れていく夜景を眺ながめていると、臆おく病びような心が囁ささやいた。

　オレはゾンビだぞ。もう死んでんだ。

　──自殺する気か？　このまま逃げたらいいじゃないか。逃げて、逃げ延のびて、どうにかして先生の正体をシロネクロたちに知らせればいい。先生が怖れているのもそれだろ？

　駄目だ、高峰が殺される。

　──助けられると思っているのか？　オレ如ごときに。ソファイアや、あのセブンさんも敵なんだぞ？

　やってみなけりゃわかんねーだろ。

　──そんなに大事かよ、あんな冷たい女が？

　アイツは冷たくなんかねーよ！　オレを助けてくれたんだぞ！　考えてみりゃ、ずっとオレを助けようとしてくれてたじゃねーか！　オレのために頑がん張ばってくれてたじゃねーか！　アイツは言った。罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれる人生を過ごすくらいなら独りがいいって！　潔けつ癖ぺきなんだよアイツは！　ただそれだけだ！

　バスを降り、スクールゾーンをひた走りながら、オレは息を吸い込んだ。

「アイツを見捨てる覚かく悟ごは、どうしたって決めらんねーよ！」

　ブツブツとうるさい臆おく病びような心を、怒ど鳴なって黙らせる。

　やがて学校へと辿たどり付いた。激しい夕立が洗った空は、明るい月と星に彩いろどられていた。

　少しだけ開いた校門をすり抜ける。

　夜の学校からは、不気味なような、落ち着くような、不思議な気配がした。校庭の隅すみに聳そびえ立つチャペルに向かう。灯あかりが点ついている。いつもは生徒たちに見向きもされない、ツタに覆おおわれたみすぼらしい姿は、今夜、驚おどろくほどに荘そう厳ごんだった。ここが世界の中心のようだ。

　階段を駆け上がり、二枚の大扉を潜くぐり、木製の長なが椅い子すが並ぶ礼拝堂へ駆け込む。正面、幅広の短い階段を上った先には講こう壇だんがあり、その奥の壁には十字架とステンドグラス。

　講壇の右脇わきに立つ八や尾お先生の視線が、こっちを向いた。相変わらずの白衣姿で、腰の後ろで手を組んでいる。

　左脇、背後にセブンさんを従えたソファイアが、階段に腰を下ろしている。その目は虚うつろで、どこも見ていない。その太ふと股ももに頭を乗せ、目を閉じて横になっているのは──

「高たか峰みねっ！」

「来たね不ふ二じ君。宿題はできたかな？」

　宿題……脳みそがギシリと軋きしむ。オレは片手で頭を押さえて堪こらえる。

「うるせーな、教師ヅラすんなって言っただろ……高峰とソファイアを離せ！」

「なるほど、まだ答えは出ていないようだね。では少しヒントをあげよう」

　パチン、先生の鳴らす指の音が、異様に大きく響ひびく。

「……不二君？」

　聞き慣れた声がする。オレの脳が軋む。

「不二君……だめ、来ちゃだめ、不二君……」

　ソファイアの膝ひざの上、うっすらと開かれた高峰の両目から、涙が溢あふれていた。潤うるんだ瞳ひとみはオレに向けられている。その目を見たとき、オレの心の奥底で、バキ、と大きな音を立てて何かがひび割れた。

「雪ゆき路じ君の精神はとても強い。君と一いつ緒しよに僕の研究室を訪れた日から、ずっと操あやつれる機会を窺うかがっていたんだがね。一度も隙すきを見せなかった。なぜこれほど強いのだろうか？　銀ぎん河がの娘だからか？　生まれたときから強かったのか？　いや、違ちがう。人の魂たましいの強さは、才能ではありえない……」

　先生は歌うように、答え合わせをしてゆく。

　膝ひざが笑い、立っていられなくなって、オレは長なが椅い子すの間に崩くずれ落ちる。壇だん上じようから響ひびく先生の声が、遠くから響く託たく宣せんのように聞こえる。

「わかったかい、不ふ二じ君？　答えは、全部君を守る為だ」

　──パキィィィンッ！

　オレの心の中に、錆さびついた錠じよう前まえが砕くだけ散る音が響いた。




　──あれは、高校に上がったばかりの頃だったっけ。

　病弱なハズのアイツが時々見せる、強い目の光に惹ひかれた。アイツは何かと戦ってる。きっとオレの知らないところで、体制や、世界や、そういう何か大きなものと。なんとなくオレはそう感じていた。

　スクールゾーンで待ち伏せした。

『なあ……オマエのコトが気になってしょうがないんだけどさー、これってひょっとして、ラヴ？』

　最初は無視された。

　二度目は一いち瞥べつされた。

　三度目に溜ため息いきを吐つかれた──四度目、五度目、六度目……オレはアイツに付きまとい続けた。アイツは露ろ骨こつに迷惑そうな顔してたよ。我ながらよくへこたれなかったもんだ。それでも、交わす言葉は一言増え、二言増えて──




「が、あ……」

　高たか峰みねへと、震える手を伸ばす。体がいうことを聞かない……崩れかけているのか。




　──記き憶おくは、〝あの夜よる〟へと繫つながる。オレがゾンビになる直前の、失われた時間に。

　何十回目だったか、今回もどうせ駄目だろうと思いつつ申し込んだデートのお誘いに、高峰は軽く溜息を吐いて、こう答えたんだ。

『しょうがないわね……一度だけ付き合ってあげる。そうしたらもう、付きまとわないで』

　跳とび上がったね、オレは。未だに何か、奇跡が起きたとしか思えない。

　人混みが苦手だっていう高峰の為に、綿密なデートプランを練ねったオレは、廃園になったファニーパークの近くで待ち合わせをした。人も少ないし、格好のスポットだと思ったんだ。

「よう！」

　少し遅れたオレは、街がい灯とうの明かりを受けてぽつんと佇たたずむアイツに声をかけた。

　オレを振り向いて、ふと微笑ほほえみを浮かべたアイツの背後に、不穏な影が迫るのを見た。ギラリと輝かがやく爪を振り上げた、崩れかけた影──

　オレは駆けた。下半神様はオレを裏切らない。

　手を取り、引き寄せて庇かばった途と端たん、背中に激しい衝しよう撃げきがあって、アイツを押し倒すようにして倒れた。ほっぺたにおっぱいが当たって気持ちよかったのを覚えている。

『不ふ二じ君!?』

　薄れてゆく視界に、悲痛な表情が映った。

『……無事だな？　よかった……げぶあっ！』

　ザクリ、と背中に鋭するどい痛みが走り、オレは血を吐はいた。好きなオンナを庇って死ぬって、結構カッコイイんじゃねーか、とか思いながら、オレの意識は遠のいていった。




　オレってアイツのこと、そーとー気になってたんだろうな。アイツがオレをどう思ってたのかはわからなかったし、今でもわからないけどさ。

　なあ、まんざらでもない青春だよなあ、コレって？　結構ジュージツしてたっていうか、それなりに楽しかったっていうか……

「──さて、課外授業はこれまでだ。不二君、未み練れんは少しでも晴れたかい？」

　先生が片腕を上げた。ばさり、布が風を孕はらむ音がした。

「て、め……！」

　ザシュ、強い衝撃。

　赤く染まった視界が、ごろりと回った──首が落とされたようだ。

　崩くずれゆくオレの体が見える。その傍かたわらに、血まみれの片手を振り下ろした、先生の奥さんの姿があった。

「流れ逝ゆきたまえ、迷いなく。リンバスの果てまで」

　先生の声が聞こえる。

　高たか峰みねの名前を叫さけぼうとして、声にならず。

　瑠る衣いちゃんのようにサラサラとオレは崩れて。

　死んだ。







「うわあああああああああああああああああああッ！」

　私は絶ぜつ叫きようした。

　私の心を縛しばり付けていたゾンビパウダーが、激情に流されていく。

　代わりにやってきたのは、後こう悔かいだった。

　出会わなければよかった。独りでいればよかった。寂しがってはいけなかった。縋すがってはいけなかった。私なんかのせいで、私なんかのせいで──半月前に一度覚えた後悔が、一気に再来した。とてつもない大きさになっていた。あまりの大きさに慄おののいた。心のすべてを埋うめ尽つくす。

　自由の利かない体でもがき、ソファイアの膝ひざから転がり落ちて、階段からも転がり落ちて、這はいながら、不ふ二じ君の残ざん骸がいへと、床に落ちた服へと、這いながら、私は向かう。まだ間に合うかもしれない。まだ間に合うかもしれない。神様、神様、神様……

「驚おどろいたな。ゾンビパウダーの影響力から逃のがれるとは……でも無駄だよ。もう僕の霊視でも、彼の魂たましいは見えない。うまく逝いったようだな」

　先生の声と足音が、私を追い越してゆく。それは聞かない。先生の目は霊視の力を宿し、魔力と魂を看かん破ぱする力がある。でも、だからどうした？　私は信じない。

　不二君のいたところだけを見つめて進む私の胴を、追ってきたソファイアの腕が戒いましめた。

「うく、うッ……！」

　泣くな、わたし。泣いちゃ駄目。認めてしまうことになる。まだなんとかなる。大丈夫、なんとかなる。なんとかする。

　よかったと呟つぶやいて、彼は死んだ。

　何もよくないと私は思うのに、彼は何一つ後こう悔かいしてなかった。だから私は、魂の外科手術を施ほどこした。ネクロノミコンに命じて、記き憶おくを消し去った。私に関するすべての記憶を。携帯も壊した。そして彼は未み練れんを得て、生き返った。

　もう一度それをすればいい。

　彼が再び生き返ったら、もっと冷たい女になろう。もう傍そばにいたいなんて思わない。もっと酷ひどい女になる。二度と私を見ないように。二度と私を顧かえりみないように。もう誰だれにも縋すがらない。独りで生きていく。だからお願い、お願い……

　──最初は、ただ煩わずらわしいだけの男だった。何かと騒がしい彼が一いつ緒しよにいることで、目立ってしまうかも知れないことが、純じゆん粋すいに疎うとましかった。かといって、追い払うこともできなかった。アイツ、どれほど無視しても、何を言っても、へこたれないんだもん……本当に、ばか。

　そうやって付きまとわれるうちに、自分がどれほど孤独だったかに気づかされていった。自分の中で、少しずつ大きくなってゆく彼の存在を、止めることができなくなった。それらは全て、私の罪つみ。

「或あるいはかつての君ならば、できたのかもしれないね。完全に死んでしまった人間を呼び戻すことが。だが、今の君には無理だ。凡百のネクロマンサーと変わらない、今の君には」

「……黙れ」

　後悔の中から生まれ出づる黒い感情。それはみるみる燃え上がり、私を焼き焦こがす。

「僕が認め、ソファイアが憧あこがれた高たか峰みね雪ゆき路じは、その程度ではなかった。少なくとも万ま里り王おやプラトーン如ごとき、物の数ではなかったはずだ。どうして君は弱くなってしまった？」

「黙れ！」

「──ネクロノミコンを手放したからだね。僕の予想ではネクロノミコンとは、魔力を増強するジェネレーターのような性能と、知識を補助する増設メモリのような性能を同時に兼ね備えたものだ。受け継ぐだけで術者の能力が上がるのはそうとしか考えられない。さて、君が手放したそれは、今どこにあるのかな？」

　──カッ！

　強い光が溢あふれた。不ふ二じ君のいたところから。

　やがて穏やかな光となり、虚こ空くうに滞たい留りゆうするそれは、光の糸が無数に寄り集まったような球体、ゆっくりと三次元的に回転する光の束だ。

　先生は陶とう然ぜんとした表情でそれを眺ながめている。

「不二君の完全なる自律と、ずば抜けた再生能力を支えていた──それが答えだ。雪ゆき路じ、君はお父さんから受け継いだただ一つのものを、彼に与えてしまったんだね。あの無価値な青年を、それほど大事に思っていたのか。哀しいね。つらいね。だが彼の死と君の絶望が、僕の勝利を連れてきてくれるんだ」

　私の目の前、先生は穏やかな光を受けて影を伸ばしながら、身を反そらして笑った。

「どうだッ、僕の勝ちだ、銀ぎん河がァッ！」

　その叫さけびはチャペルの天てん井じようを突き破り、星空まで届くように思われた。

「……殺す」

　先生の背中に向けた呟つぶやきは、自分の声とは思えないほど冷たかった。もっと、もっとだ。冷たくなれ。私が冷たければ、誰だれも不幸にはならないんだ。憎んでいれば、哀しまずに済む。

　背後に伸びた私の影からは今きっと、捩ねじれた角が生えている。

「殺してやる……八や尾お慎しん一いち郎ろう、貴方あなたを殺す！　必ず殺す！　殺してやる！」

　先生は肩越しに振り向き、私の視線を受け止めて、嬉うれしげに微笑ほほえんだ。

「そうだ、僕を憎め、雪路。憎しみとは僕にとって、愛などよりよほど確かな絆きずなだ。夢物語のように遠い戦地で、今も沢たく山さんの不幸が生まれ続ける理由。何十年も前に埋うめられた地雷が、今も子供たちの四し肢しを奪い続ける理由。長く受け継がれるものはいつも憎しみだけだ。銀河の代わりに、君はその歪ゆがんだ瞳ひとみで僕を見つめろ」

　先生の腕が、光へと伸ばされていく……







　　七　君の瞳がオンリー







　ポコ、ポコポコ……ザザン、ポコポコ…………

　ザ、ザザザ、ザア…………じゅじゅじゅわ……




　……初めはささやきかと思った。だがそれは、空気をたっぷり含ふくんだ水が弾はじける音だった。

　打ち寄せては還かえり行く温かい波が、何度も体を撫なでる。

　……オレは光射す海岸にいて、仰あお向けで波打ち際に倒れていた。漂ひよう着ちやくしたワカメみたいになっていた。

　空は明るい。不思議な色の空だ。視界に収まりきらない程に広い。高い高いところに、薄い雲がかかっていて、太陽はどこにもない。

「……ここ、は？」

　上体を起こして呟つぶやく。服に付着した細かい砂が、ぱらぱらと零こぼれた。

　肌はだを包むのは奇妙な大気だった。ここには、暑い日に吹いた一陣の風が想起させる涼すずしさと、寒い日にホッカイロに触ったときの、じんと染しみ込むような暖かさが同居していた。

　記き憶おくが蘇よみがえってくる。

　オレは……確かに死んだはずだ。ここは……天国か？　地獄か？

「やあ、不ふ二じ君」

　バッ！　オレは背後を振り返る。

　そこにいたのは、地獄の鬼でも、天使でもなかった。優しげに微笑ほほえむ中年男だった。タートルネックのセーターにコート。全体的に枯かれ葉は色っぽい風ふう貌ぼう。

「……ちょ、アンタ、寸止めのオッサン！」

　直感的に理解する。この人は、楽しいはずのオレの夢を何度も何度も何度も台無しにしてくれた、あのオッサンだ！

「できれば、君に会わずに済むことを願っていたんだがなあ」

　オッサンの背後に広がるヘンテコな風景。一軒のログハウスと、それ以外は何もない、あまりにも小さすぎる島だった。学校の校庭より狭せまい。真っ白な砂浜に寄せる、薄く輝かがやく透明な波。南国風の木々。その向こうには大きな海原が広がっていて、水平線があやふやに、空と海を分けている。

「思い出してしまったんだな。こうならないように何度か邪魔してたんだけどね。それが娘の〝願い〟だったから」

「娘……？」

　オッサンは笑って、頭を下げた。

「初めまして、不ふ二じ由ゆう真ま君。高たか峰みね雪ゆき路じの父です……あ、初めましてじゃないか。はっはっは」

「あ……！　え、えーと……」

　この人がタカミネのオヤジさんだったのか！　慌てて立ち上がりながら、なんと挨あい拶さつしようか考えていると、ひょこっと、オトーサンの後ろから、小さな影が顔を覗のぞかせた。はにかんで笑う。

「こ、こんにちは……フジ、さん」

　オレは驚きよう愕がくのあまりに一いつ瞬しゆん固まり、それから、前のめりに倒れそうになりながら、砂を蹴け散らして飛びついた。

「瑠る衣いちゃん！」

　小さな体を抱きしめる。石せつ鹼けんの匂においがした。

「あわわ……あう」

　瑠衣ちゃんは目を白黒させている。

「瑠衣ちゃん……ごめんな、ごめん。オレ、何もしてやれなかった」

　オレは夕立の中で、後数歩の距離を踏ふみ込めなかった。瑠衣ちゃんが必死に伸ばした手を取ってやれなかった。あのときオレは怖がったんだ。

　震えるオレの背中を、ぽんぽんと瑠衣ちゃんの小さな手が叩たたく。

「フジさんが謝あやまることないです……わたしこそ、何度も痛くしちゃって、ごめんなさい。何度も優しくしてくれて、ありがとう」

　その声も、体温も温かかった。瑠衣ちゃん自身が暖かかった。オレは何て言っていいかわからずに、アホみたいに何度も頷うなずいて、しばらくそうしていた。

「……オトーサン、その……オレは、死んだんですか？」

「近いね。ここはリンバスの最果てに位置する。未み練れんを残した魂たましいが流れ着き、あるいは過ぎてゆく、生と死の狭はざ間まに位置する魂の岸辺、その一つだ」

「そうですか……」

　オレはやっと瑠衣ちゃんを離して、立ち上がる。頰ほおを撫なでる風の吹いてくる方を見やる。どこまでも平穏な世界の向こうを。

　ザザ、ザ、ザザ……ポコポコポコ……

「Lasciate ogne speranza, voi ch'intrate'……この門を潜くぐる者、一切の希望を捨てよ」

「……なんすかそれ？」

「ダンテの〝神曲〟だ。ここは全ての〝願い〟を捨て去って、つまりは未練を捨て去って、〝先〟へと進む為の場所だ。地獄の門の〝先〟へ。そこに何があるのかは、私も知らない」

　不思議と、それが怖いとは思わない。ここは穏やかだ。ただ……

「高たか峰みねを、残してきちまった……」

「それが君の未み練れんかね？」

　オレの小さな呟つぶやきに、オトーサンが問いを重ねた。オレは頷うなずく。これを捨てなきゃいけねーのか……ていうか、捨てられんのか？　こんなデカい未練を。

「正直、君には申し訳ないと思っている。シロとクロの戦いの運命に、君を巻き込んでしまった」

「……いや、そんなこた、なんでもねースよ」

　記き憶おくを失くしても、この想いだけは消えなかったんだろう。だからゾンビになったオレは、自分でも不思議に思うほど、アイツを守りたかったんだ。

「……不ふ二じ君、君を生き返らせてあげるよ」

　え、ちょ!?

「な、なんスかそれ！　できるんスか！」

　この唐とう突とつな物言い、高峰にそっくりだ！　さすがは父娘おやこ！

「現世から吊つり上げるのは無理だろうが、こちらから押し上げる分には可能だ。その為には途方もない力が必要になる。それさえ得られれば、君をゾンビとしてではなく、人間として蘇よみがえらせることもできる」

　そこで、オトーサンは真っ直ぐにオレを見た。

「だがね、それにはまだ少しばかり力が足りない。十分な力を得られるまで、もう少し時間がかかるだろう。しかし──」

　その瞳ひとみは超然としていた。

「ゾンビとしてならば、今すぐに君を蘇らせてあげる方法がある。……不二君、君が選んでくれ。今すぐゾンビとして蘇り、雪ゆき路じを助けに行くのか。それとも雪路のことは忘れ、ここで時が満ちるのを待ち、人間として蘇るのか。私のお奨すすめは後者だ。もうネクロマンサーと関わらず、普通の人間としての生を全うしたらいい」

「……ッ！」

　なんだその究極の選せん択たく！

「ここは〝本質の世界〟だ。隠しごとはできない。君に選択を迫る私を許してくれ。全ては君が決めねばならないんだ」

　なら、瑠る衣いちゃんは……オレは目線を下に向ける。瑠衣ちゃんがオレの視線に気づいて見上げてきた。

「わたしはここで、お兄ちゃんを待ってます」

　オレの考えを読み取ったようにそう言って、微笑ほほえんだ。

「瑠衣ちゃん……」

「彼女は無理だ。死ぬ寸前、ズルワーンの〝端末〟をその身に宿していた君だけに、我々は強大な干かん渉しようが可能となる。君を守ろうとした雪ゆき路じの判断は、正しかった」

「ズル、ワーン？」

「現世に生きるネクロマンサーたちが夢物語に語り、心焦こがれ、その存在を賭として求め続けるもの、ネクロノミコン……より正確に発音するならば、〝死者の掟の扉絵ネクロ・ノモス・イコン〟となるか……それらはどちらも、誰だれが呼び始めたのかも定かではない、偽りの名前に過ぎない。真の名は〝夢の渚ズルワーン〟──」

　オトーサンが両腕を広げた。天使が飛び立つ前のように。

「それは〝この世界〟の名だ。〝死〟の間際に位置する別荘地。人の希望と、神秘に通じる魔術を以って、〝始祖〟たるネクロマンサーが造り上げた人造冥めい府ふ。彼は願った。少しでも逝ゆく者が未み練れんと悲しみを和やわらげられるように、猶予期間モラトリアムを設けようと。それがここであり、君を支え続けたものだ。君が瑠る衣いちゃんの最期の思念を読み取れたのは、君が彼女を看取ったからだ。ズルワーンの〝端末〟を宿す者が死に逝く者を看取った場合、魂たましいは宿主の意識を通過して、ズルワーンへと招かれる」

　深く響ひびくバリトンと、ザザザザ、じゅわじゅわ、ザザン……波の音が、唱和する。

「……さて不ふ二じ君、どうするかね。重ねて言うが、私のお奨すすめは、人間として蘇よみがえることだ。ゾンビとして蘇ったところで、慎しん一いち郎ろうに勝てる見込みは薄いぞ。あいつは強いからなあ」

　オトーサンは掲かかげていた両腕を下ろす。

　オレは目を閉じる。静かに寄せる波の音を聞く。ふと、オレの手に柔らかい感かん触しよくがあった。小さな手──瑠衣ちゃんの手だ。握にぎりしめると、優しく握り返してくれる。

　フツーの生活の大切さを、オレはこの二週間で散々思い知った。

　人間として復活する。

　カンヤと、ヅカと、夏祭りに行こう。公園で花火をしよう。オヤジが帰って来たら、小遣いをせびろう。ちょっとイイもん食べに行こう。中華料理とか、フランス料理とか。将来の夢はこれといってないが、ただ懸けん命めいに生きていこう。生き延のびていこう。勉強もちゃんとしよう。もっと優しくなろう。もっと強くなろう。それらはきっと、尊とうといことだ。

　……でも、そうしたらもう、二度と高たか峰みねには逢あえない。

　オレはふと笑い、目を開いた。

「……オトーサン、オトーサンの願いはなんスか？」

「私の？」

「ここは、願いを捨てて先に行く場所なんスよね？　てことは、オトーサンも捨てきれない願いがあるから、ここにいるんじゃないんスか？」

「いや、私はここを管理している。代々そうなんだ。次の適任者が現れるまでここを離れるわけにはいかない。だが、そうだな……未練はある。娘を独り残すことに」

「ですよね」

　心は既すでに決まっていたが、やっぱり少し怖かった。〝先〟に進むのは怖くないのに、なんでか戻るのは怖い。だからオレはテンションを上げた。

「マジ可愛かわいいッスよねえ、高たか峰みね！　ほっとけませんよね！」

「不ふ二じ君……」

　オトーサンは目を細めた。

「オレに任せて下さいよ！　マジ娘さんのコト、死んでも守りますよ！　いや死んでますけど！　死にながら守りますよ！」

「フジさん、行くの？」

　瑠る衣いちゃんが、オレを見上げてくる。

「うん、行くわオレ」

　その柔らかい髪の毛を撫なでる。瑠衣ちゃんはくすぐったそうに笑う。

「もし〝向こう〟に行く途中でお兄ちゃんにあったら、ずっと待ってるって、伝えといてくれますか？」

「わかった。ちゃんと伝える。アイツ、君がいないと駄目っぽいもんな！」

　瑠衣ちゃんと笑顔を重ねる。

　──オレはバカだ。オヤジも言ってたが、世の中に女なんていくらでもいるっつーのにな……でも、どうしても忘れられないおっぱいだってあるんだ。いや……おっぱいより大事なものが、あるんだ。

「いいのかい、本当に」

　オトーサンの言葉に、オレは一度頷うなずいた。ちょっと照れ臭くもあったけど、ま、ここで隠しごとはできないらしいからな。

「改めてそう聞かれると、ちょっと早まった気もしなくもねースけど……でもオレ、もう一度アイツに逢あいたいんスよ。この気持ちは、ちょっとどうしようもねーっつーか……ただ、逢いたいんスよ、マジで」

　オトーサンは笑った。その笑顔がオレのオヤジと、高峰に重なって見えた。

　ザザザ、ザザザ、ザザザ……ザザザザザザザザザザザザザ！

　波音がいやにデカくなったと思って海を見ると……うわ、なんだこれ！　モノスゲー勢いで潮しおが引いていく！

「ネクロマンシーの力の根源とは、その想いだ。高度な技術など、誰だれにも理解できない理論など、何の意味があるというのか。去っていってしまった人たちともう一度逢いたいという切なる〝願い〟、それこそが、ネクロマンシーの始原。だからこそ、〝始祖〟は弟子たちに目立つことを禁じたのだ。ネクロマンシーが世に広まってしまえば、いつでも死者が蘇よみがえれると誰もが思ってしまうだろう。そうなった時、ネクロマンシーは力を失ってしまう」

　オレは圧倒されていた。

　海の水が全て消え失せれば、圧倒的な光景が広がっていた。そこは遥はるかな渓けい谷こくだった。

　ゴオォウ──竜の吐息のような風が吹き上がってきて、オレの前髪を暴れさせる。眼下に遠く、水面が煌きらめくのが見える。

　光に覆おおわれた空へと向かって聳そびえる、象牙色の淡あわい輝かがやきに包まれた白亜の塔とう。その先端がここだった。島じゃなかったんだ……！

「ここに寄せていた波は、かつて訪れた者たちが決別して行った、あらゆる〝願い〟だ。もう叶うことのない、主人なき夢の残ざん骸がい……それが君を蘇よみがえらせる。いつだって、どうしようもない現実を塗ぬり替えるのは、強い人の〝願い〟なのだ」

　振り向いて見ると、オトーサンの輪りん郭かくがぼやけている。持ち上げられたその片手に、打ち寄せる波が放っていた淡い光を結集させたような、透明な輝きが宿っていた。

「これだ……さあ、受け取ってくれ」

「フジさん、これも持っていって」

　瑠る衣いちゃんが差し出した手の上にも、小さな光。

　オレは両手を伸ばし、二人からそれを受け取った。

　それらはオレに語りかけてくる──皆元気で、仲良くしてね。悲しまないで、きっとまた逢あえる。幸せになって。私のこと忘れないで。俺おれのことは忘れてくれ──沢たく山さんの人が残していった想いに、胸が熱くなる。

　周りの風景が光へと溶けていく中で、オトーサンの声が聞こえてきた。

「さて不ふ二じ君、君には、もういくつか伝えておかねばならないことがある──」







　私はこの憎しみを忘れない……たとえ死んでも。

　じっと見つめていた。決して見逃のがさないように。何度も何度も思い返し、殺意を上うわ塗ぬりする為に。まばたきをしない眼球は渇かわき、嚙かみしめた下した唇くちびるからは血が垂たれた。

　──それは、唐とう突とつに起こった。

　先生の指先が触れる寸前、回転する光の糸玉──ズルワーンから、清らかな光が放たれた。先生の、ゆかりさんの、私の、ソファイアの、長なが椅い子すの、セブンの──全ての影を濃く伸ばし、十字架とステンドグラスを輝かせる。ズルワーンは、その回転速度を増していく。

「……これは……」

　先生の呟つぶやきと同時、鼓動のように閃せん光こうが明めい滅めつする。舞い踊おどる光と影の中で、私は見た。床に刻きざまれた無数の影から、淡く希薄な無数の人影が立ち上るのを。

　先生が後ずさりながら、片手を振った。ラインの光こう芒ぼうが煌きらめく。ゆかりさんがその身を守るため、傍かたわらへと侍はべった。

　先生に形式ばったオーダーは必要ない。ラインの転送量が圧倒的に多いから、情報を圧あつ縮しゆくする必要がないのだ。動作だけでオーダーを伝えることができる。

「罪つみを許せ、我らの罪を……」

　影の一つが呟つぶやいた。

「愛を許せ、汝なんじの抱いた……」

　続いてもう一つが呟く。泡の弾はじける音のように。

「いづこにありや……希こいねがわれたる者……我らは匣はこの四隅をさらい……終ついにはそれを見つけたり……己が裡うちに求めたり……」

　呟きが重なる。私の真横まで下がってきた先生が左右を眺ながめる。その視線は無数の影が揺らめく間を彷徨さまよい、やがて一点で止まった。一気に表情が歪ゆがむ。

「銀ぎん河がっ！」

　……お父さんがいた。ズルワーンの真横で、放たれる光に片手を翳かざしている。

　その目が一度、私と先生を見た。優しい瞳ひとみだった。私が大好きだった瞳。

　そして、無数の声が唱和した。

「儚はかなき願いを一つに束ね、この火か宅たくへと召しよう致ちせん。深しん淵えんの闇やみに灯とう明みようを掲かかげ、全ての邪法を砕くだく者……『機構魔術プログラム・深淵の王ロード・オブ・アビス』起動」

　キンッ！

　澄んだ音色と共に、波のようにたゆたっていた光が一斉に消え、ズルワーンも消え去った。揺らめいていたあの影たちも消え去った。

　そして、ズルワーンがあった場所に──彼がいた。いつもの暢のん気きな表情で、私に片手を上げて──

「お、高たか峰みね！　えっと……ただいま、っつーべきなのか？　こういう時。いやー、九死に一生を得たぜ……って、得てなくね？　オレ結局ゾンビじゃん！」

　私はソファイアの腕を振り払い、走った。よろめきながら疾しつ走そうする。セルフオーダーの後こう遺い症しようはまだ抜けておらず、全身がバラバラになりそうだ。

「おおう高峰、抱ハ擁グか！　抱ハ擁グなのか！　よーしバッチコーイ！」

　不ふ二じ君は両腕を広げ、鼻息を荒げて私を待ち構えている。メコッ！　その横っ面つらへと、私のビンタがめり込んだ。

「何な故ぜ!?」

「うるさいばか！　気を抜かないの！」

　その一撃で、彼へとラインを繫つないだ。

　ごめんね不二君──私は心中で謝あやまっておく。こうでもしないと、すがりついてしまいそうだった。別にそれでも繫げたけれど、下へ手たなことをして成仏してしまったらいやだし。あと、やっぱり少し……いや、大分気恥はずかしい。それに──まだ何も、終わっていないんだ。

　私は踵きびすを返し、目を白黒させている彼の横に立つと、先生とソファイアを睨にらみつけた。

　ソファイアはへたり込んだまま動かない。

　先生は微笑ほほえんでいて、その視線は不ふ二じ君へと注そそがれている。

「良く戻ってきてくれたね。もしかしたらこうなるんじゃないかと、期待していたんだ」

「おやおや先生センセェ、負け惜しみスかあ？　言っときますけど、今のオレ、アルティメットだから。逃げるなら今のうちッスよ？」

　なによその根こん拠きよレスな自信……

　不二君が減らず口を叩たたく。思わず私も突っ込みかけたが、先生は余よ裕ゆうを崩くずさない。

「僕はずっと思っていた。いつか、ひょっとしたら僕の前に、深しん淵えんの王が現れてくれるんじゃないかと。そして君は現れた。ならば僕が君を討ち果たせば、僕は銀ぎん河がと始祖を、同時に超えたことになるじゃないか。願ってもないことだ……楽しみだよ」

　先生が両手を掲かかげた。ゾロロロロロ！　その指先から、無数の黒いラインが垂たれる。恐ろしい数のゾンビパウダーだ。線虫の群れのように這はうそれが、先生を中心に広がっていく。そのうちの数十本が、ソファイアの全身に突き刺さった。

「ア、ウ……ア、ヒ……」

　壊れた人形のようにソファイアが踊おどる。

「ソファイア！」

　不二君と私が同時に叫さけんだ。

「ラインとは本来このように使うものだ。絶対的に、他者を支配する為に」

「違ちがう！」

　先生の言葉に、私は思わず叫んだ。

「ラインは絆きずななの！　相手をがんじがらめに縛しばり付ける為のものじゃない！」

「そうだそうだ！　高たか峰みねのゆーとーり！」

　不二君が全く重みのない合いの手を入れてくれる。全然頼もしくない。

　先生は私を一いち瞥べつすると、ゆるく首を振った。

「高峰一族のネクロマンシーは業ごうが浅すぎるのだ。戦場を知らない平和主義者と同じ。絶望を知らない哲学者と同じ。犬に嚙かまれたことのない動物愛護論者と同じだ。そんな風だから、銀河は僕に負けたのだ……さあ、まずはその力を見せてもらおう。深淵の王！」

　まるで操あやつり人形のようにカクカクと、ソファイアは立ち上がる。その目には光がない。

「セブン……『勅命オーダー・戦神ツアバー』！」

　段上、爆ばく裂れつする大気。

　神域の空気を弾丸のように引き裂さきながら、筋骨を増したセブンが向かって来る。

　──駄目だ、避けられない。体が言うことを聞かない！

　総毛立つ私の体に、とん、と軽い衝しよう撃げきがあった。不二君が、私を庇かばうように突き飛ばしたのだ。〝あの夜〟と同じように。

　片手を伸ばした姿勢で倒れていく私の眼前で、血ち飛沫しぶきが舞った。

「不ふ二じ君！」







「いっ──てぇぇぇ！」

　オレ涙目。

　なんとか高たか峰みねを庇かばうことはできたが、セブンさんの拳こぶしをモロ腹に食らっちまった。

　ドパァンッ！　破は裂れつ。内ない臓ぞうと骨と血がぶちまけられる。なんだその拳、ダイナマイトかよ！　練習のときどんだけ手加減してくれてたんだか思い知ったぜ……セブンさんは本気なようだ。

「不二君！」

　高峰の悲痛な声を耳に、オレの意識は遠のいていった……って、そんなワケにいくかっての！

　セブンさんから次の一撃が放たれるまでの、コンマ数秒の間に、オレの脳みそは生存本能に後押しされ、エロスの解を導みちびき出す──高峰の悲痛な声！　コレだ！

　ほら、初めてはやっぱり痛いっていうし、こんな声が出るんじゃねーか!?

　シュバッ、回復！　と、ほぼ同時に、ドゴン！　再度打ち込まれるボディブロー。オレはほぼ無意識に後ろに跳とんで、衝しよう撃げきを逃がそうとする。それでも内臓はひしゃげ骨は軋きしみ、突き抜けた衝撃は背負っていたデイパックを爆ばく散さんさせた。仰あお向けに倒れていきながら、オレは妄もう想そうする。

　オレは今殴なぐり倒されているんじゃない……米国コネティカット州在住の性に対して奔ほん放ぽうな女子大生ナンシーに押し倒されている途中！　『ヘイボーイ、プリーズギブミー……プリーズ』

　……クソッ！　あんま再生しねー！　シチュエーションに無理がありすぎる上にオレの英語能力が致ち命めい的てきに低すぐることは火を見るより明らか！

　くっそ、戦いたくはないが……やるしかねーな。

「うおらあっ！」

　オレは踏ふみ止まり、口の端から血を垂たらしながら、がむしゃらに拳を繰くり出す。パシッ、容易たやすく流され、空いた脇わき腹ばらと頭に、ドパァン！　ドゴォン！　モロに二発食らう。うげらば、おっぱいおっぱい高峰のおっぱい！　ソファイアのおっぱい！　おっぱいの先端部！

　何とか再生しながらなおも拳を繰り出すが、一発も当たらない。掠かすりもしない。旋せん風ぷうのような回し蹴げりが、オレの胴体を折り曲げる。刃のような手刀が、鎖さ骨こつを折り砕くだいて肺に達する。痛みが積み重なっていく。掠るだけで襲おそってくる破は壊かいと激げき痛つう。オレは血と涙を流しながら、無駄とも思える拳を繰り出す……

　これはオレが選んだ道だ、泣き言は言いたかねーけどよ……どーすりゃいいんだ！　強すぎる！

　挫くじけかけたオレの耳じ朶だに、高峰の凜りんとした声が響ひびいた。

「『命令オーダー・加速アクセラレーシヨン』……不ふ二じ君！」

　うおっ!?　体超軽い！　下半神様がマジになった！

　勢い付いたオレはセブンさんの脇わきに回り込み、回し蹴げりを繰くり出したところ、セブンさんの手刀に、ボギャッ！　途中で脛すねからへし折られた。皮ひ膚ふを突き破って骨が突き出す。うぐぐぐ痛え！　くっそー、何かエロいもん！　エロいもんはねーのか……あっ！

　そのときオレはようやく気づいた。破は裂れつしたデイパックから飛び出した珠しゆ玉ぎよくのコレクションたちが、辺りに散乱していることに！　男心をくすぐる姿の女性たちが、オレに向かって微笑ほほえみかけている──お前たちも一いつ緒しよに戦ってくれるってのか!?

　うおお、アレはオレが小学生の頃、近所のゴミ捨て場に積んであった雑誌の束から恐る恐る抜き取って、高鳴る胸の鼓動を抑えながら懐ふところに隠して持ち帰ったエロ雑誌じゃねーか！　最近全然開いたことなかったけど、今見ると逆に新鮮だー！

　シュバッ！　傷が瞬しゆん時じに癒いえる。

「『命令オーダー・筋力増強ハイストレングス』……不二君！」

　高たか峰みねの力が流れ込んできた。ムキッ！　全身がパンプアップ！　夢にまで見た逆三角形ボディーが一いつ瞬しゆんでオレのものに！　ドゴンッ！　だが一撃のもとに砕くだけ散る……はかない！

　ドゴッ、ドガッ、ズガンッ……痛みと血ち反へ吐どとエロスの中で、オレは少しずつ学習していく。

　攻撃を放つ一瞬だけは、いかにセブンさんといえども隙すきが生まれる。オレは自分の再生能力を頼みに、攻撃をカウンターのみに絞しぼった。少しずつ攻撃が当たり始める。蚊かが刺したほどにしか感じねーだろうが、千回蚊に刺されたら、ゾウも痒かゆさで死ぬかもしれねーからな……

　セブンさんの体が回転する。ボッ、空気を裂さいて放たれる回転裏うら拳けん。

　オレはそれを頭で受けながら、床を蹴った。ゴシャッ！　側頭部が砕け、脳のう漿しようがビチャビチャと飛び散った。エロ本をチラ見して再生。左脳でよかった。右脳だったらヤバかったかもしれねー！

　すたん、セブンさんの懐ふところへと踏ふみ込んだ──そこは約束の地だ。荒れ狂う拳こぶしと蹴りの嵐あらしを抜けたところにある聖域。痛みを覚かく悟ごしなければ辿たどり着けない場所。そして、一瞬後にはすぐに失われてしまう蜃しん気き楼ろう。

　オレは半なかば無意識に、両手を突き出していた。

　練習では一度だって当たらなかったくせに、体はその動きを覚えていたんだ。セブンさんから一つだけ貰もらったもの──いや、借り受けたもの、〝虎こ撲ぼく子し〟！

　ズムッ、セブンさんの厚い胸板へと、オレの掌てのひらが打ち込まれた。なかなかの手応え！

　……来るかと思った反撃が来ない。身構えたオレの目の前で、セブンさんは動きを止めていた。その顔には、朗ほがらかな笑みが浮かんでいた。

「…………フジユーマ」

　オレは荒い息をつきながら、ぼんやりとセブンさんを見ていた。

　……そっか、この人こんな声してたんだ。シブいぜ。

「お嬢様を、頼む」

　バキャッ──！

　短い言葉だけを残して、セブンさんは砕くだけ散った。塵ちりとなって崩くずれていく。バサバサと服が折れ重なっていき、最後に帽子がパサリと落ちた。

　……え？　ちょ……

　オレは呆ぼう然ぜんとしていた。

　信じられなかった。

　オレ如ごときには勝てるわけないと、心のどこかで思っていたんだ。だから全力で向かって行った……向かって……行けた、のに……。

　ドクン──！　空っぽになったオレの脳みそがスパークする。




　──流れ込んできたのは、一人の寡か黙もくな男の、長すぎる戦いの記き憶おくだった。磨ま耗もうし、疲つかれ切り、瘦やせ細った魂たましいだった。

　戦いの始まりはもう見えない。自分が生前何者だったのかも思い出せない。何代もの主に仕えて戦い、何代もの主を失ってきた。憎しみも哀しみも少しずつ磨耗して、最後に残ったのは、愛情だけだった。主人を愛することだけが、吹けば飛びそうな心を強く支えた。

　ある日。何十回目かの覚かく醒せいの日。本家の地下にある死体安置所モルグで目覚める時は、いつも最悪の気分だった。今度こそ守り切ろうと誓ちかった主を失った悔かい恨こんの記憶が、次々に蘇よみがえってくるからだ。

　自分が目覚めたということは、次なる主が決まったということだ。その姿を見ようと、男はゆっくりと顔を上げた。

『セブン、ですね？』

　開いた扉から差し込む光を光背ハイロウのように負いながら、幼おさない少女は少し緊きん張ちようした面おも持ちで告げた。なんと華きや奢しやな姿だろう。なんと弱々しい姿だろう。それは長きに渡る戦いを経てもうボロボロの自分より、余よ程ほど壊れやすそうに見えた。

『わたくしを守ってくれますか？』

『……御意』

　儀式を交わし、その日から主従と成った。

　男は少女を大切に思ったが、少女に大切だと思われたくはなかった。ゾンビに必要以上の執しゆう着ちやくを抱くことは、ネクロマンサーにとってはマイナスにしか働かない。二代前の主は男に並ならぬ情を注そそぎ、それゆえに命を落としたのだ。男はその時から言葉を喋しやべることを止めた。必要以上の干かん渉しようを己に禁じた。道具に徹てつしてきた。

　沈黙の中で、男は少女を守るためにはどうあるべきかを、ひたすらに考え続けた。今までそうしてきたように。銃弾が襲おそったときにどうすべきか。刀剣はどうか。毒を盛られたときはどうすべきか。考える時間は幾いくらでもあった。拳こぶしを磨みがいた。磨きに磨いた。あらゆるものを取り入れた。今までそうしてきたように。

　しかし、不十分だった。どれだけ肉体を磨いても、その心までは守れなかった。気づいたときには、少女は黒い糸に絡からめとられていた。

　ゾンビパウダーは恐ろしい邪法だ。一度捉とらえた者を離すことはないと聞く。十七代前の主は自ら手にした剣で、己の体を八十個以上の欠片かけらに寸断して果てた。従うしかない……そう思っていた。

　だが、タカミネユキジは還かえってきた。

　大切な者を失った悲ひ愴そうと激情を以って帰き還かんした。

　タカミネユキジにできることが、お嬢様にできないはずがない。

　賭かけてみるか。この青年に。極きよく東とうの地で出会った、恐らく自分の最後の生徒となるだろう、この青年に。

　長らく戦い続けてきた自分の体は、もう限界が近いのだから。どの道、壊れかけの自分を倒せないようでは勝ち目はあるまい。敵のゾンビは強い。

　あとはお嬢様の御心次第だ。あの小さな天使は、腐くさりかけたゾンビにすら惜おしみない愛を注そそぐ。

　今いま際わの際きわに男は願った。今いま更さら虫のいい話だなと自じ嘲ちようしながら。かつて己が疎うとみ、遠ざけたものに願った。強く、強く願った。




「──口ほどにもなかったな、アクセルロッド・ナンバー・セブン」

　先生が片手を閃ひらめかせる。シュラン、黒いラインが残影のように追つい随ずいする。

「さて、ゆかり、次は君の番だ。行きなさい」

　オレは顔を上げない。

「ぐぎあっ！」

　魂たましいをすくませる叫さけび声をあげながら、奥さんが床を蹴けった。獣けものの動きでバウンドしながら、慈じ愛あいに満ちた表情を浮かべながら、ちぐはぐになりながら迫り来る、超速の影。

　突き出されるその腕を、オレは右みぎ掌てのひらで脇わきに流し、互たがいの位置を入れ替えるように足を踏ふみ出した──ズドン！　踏み込みの足がチャペルを揺らす。そのまま一転、全気勢が乗ったオレの背中が、奥さんの胴にめり込んだ──開かい門もん八はつ極きよく拳けん、鉄てつ山ざん靠こう。

「ぐぎぃあ！」

　奥さんは吹き飛び、長なが椅い子すの群れへと突っ込むと、ドガガガガ、何脚かを破は壊かいして止まった。パラパラと木片が舞い踊おどる。

　歯を食い縛しばって堪こらえたが、それでも涙は数滴零こぼれた。この技はオレの技じゃない。あの人が鍛たん錬れんし、あの人が磨みがき上げた技だ。歴代の主たちを──ソファイアを守るために。ツギハギな記き憶おくと、剛ごう毅きな意思と一いつ緒しよに、少しだけ残していってくれたものだ。だからオレはもう、声を上げて泣いたりしない。

　許してくれ、セブンさん。こんな裏技でしか、その真意に気づけなかったオレを。オレはオレを使い切ってでも、必ずアンタの未み練れんを晴らす！

「ほう、鮮やかな動きだ。僕のゾンビを退しりぞけるとは……雪ゆき路じ君がオーダーを出した形けい跡せきもないな……それもネクロノミコンの力か？」

　先生の問いに、呼吸を整えながらオレは答える。

「オレは一人で戦ってるわけじゃねーっつーことだ」

「僕も一人ではない」

　先生が片腕を閃ひらめかせる。ガラガラガラ、木片を散らしながら奥さんが立ち上がってくる。ポキポキ、くの字に曲がった体を無理やりに伸ばしながら。その顔には、彫ちよう刻こく刀とうで刻きざんだような笑みが浮かんでいる。

「いや、アンタは独りだよ、先生。アンタの隣となりにいるその人は、もう木で偶く人形と変わらねーじゃねーか……どんな気分なんだよ、理想の夫婦をただ一人で演じ続けるってのは！」

　先生は不思議そうな表情を浮かべている。

「……なぜわかった？　君も霊視ができるのか？」

「ちげーよ……〝あっち〟で、オレは見たんだ。アンタの奥さんが残していった〝願い〟を。アンタの幸せだけを、ただひたすら願う想いをなあっ！」

　できるものなら、先生に見せてやりたかった。あの強く、暖かく、切なる願いの光を。

　先生は興味深そうな色を、その瞳ひとみに宿した。

「……なるほど、君をリンバスの淵ふちより蘇よみがえらせたものはそれか。〝願望ウイツシユ〟……始原の術のひとつに、そのようなものがあると聞いたことがある。なるほど……わかりかけてきた」

　この人はモンスターだ。知識を貪むさぼる飢うえた怪物だ。オレの言葉なんか聞いちゃいない。

「くそが……ソファイアーッ！」

　オレが叫さけぶと、棒立ちになっていたソファイアは身を震わせた。

「ア……ア……アクセルロッド……は、わたくし……負けておりません……アクセルロッド・ナンバーズはまだ、たくさん、いて……まだ、アクセルロッド、は……」

　揺らめきながらとオレを見つめる青い宝玉。

「そうじゃねーだろ！　アクセルロッド・ナンバーズが何人いるかは知らねーが、セブンさんは〝一人〟だけだ。お前を誰だれより大事に思い、守り続けた男はもういねーんだぞ！　お前が泣いてやらなくて、一体誰があの人のために悲しんで……泣いてやれるんだよ！」

　と、オレの背後から高たか峰みねが飛び出した。危なげな足取りでソファイアへと駆けてゆき、今にも倒れそうなその体を抱きしめた。

「……ソファイア、私、貴女あなたのことが苦手だったわ。いつも貴女は私より正しくて、高こう潔けつで、純じゆん粋すいだったから……嫉しつ妬としてた。貴女としっかり向き合おうとしてこなかった。悪いお姉ちゃんだった、ね」

　その声は苦しげだった。高たか峰みねの胴体に回されたソファイアの腕が、ギリギリギリ、食い込んでいく。その体をへし折ってやらんといわんばかりに。あるいは、もう二度と離れないとでもいわんばかりに。

「私、もう一度ちゃんと貴女の素顔が見たい。哀しいときは泣いてもいいから。ムカつくときは怒っていいから。私が受け止めるから。受け止めさせて。お願い、戻って来て、ソファイア……私をもう少し、貴女のお姉ちゃんでいさせて」

「う、ぐ、が、あっ！」

　痙けい攣れんするソファイアの全身から、バヅ、バヅバヅ！　先生と繫つながった黒い糸が抜けていく。おお高峰、ナイス語りかけ！

「ぐぎゃあっ！」

　抱き合う二人へと奥さんが踊おどりかかる。

「ヘッ、させるかよ！」

　オレは地を蹴けって疾しつ駆く、その体の下へと身を滑すべり込ませると、片手を床について下半身を跳はね上げた。全身の力で振り上げた片足で、ドゴンッ！　奥さんの体を天てん井じようへと蹴り上げる──蟷とう螂ろう拳けん、穿せん弓きゆう腿たい！

「いぐっ！」

　と、蹴り足に激痛。奥さんが蹴り飛ばされざま振るった片手によって、足首から先が切り飛ばされていた。捨て身はお互たがい様ってことか……オレは高峰の腕の中でビクンビクンしているソファイアにハァハァして再生する──いっとくけど、仕方なくやってんだからな！　再生するために！

「ネクロノミコンは──それは書物などと言うよりは、もっと広大な、そう、一つの世界だ。情報を集積し、魂たましいを集積し、それをいつでも取り出せるようなアーカイブ……」

　先生がブツブツと呟つぶやきながら片手を繰くる。ダン、天井を蹴って、奥さんがオレたちへと急降下してきた。

　先生が久しぶりに、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、奥さんの方を見て、呟いた。

「──さようなら、ゆかり、僕の愛した抜け殻がら」

　全身に怖おぞ気けが走る。オレの第六感が、或あるいはオレの中のズルワーンに蓄ちく積せきされた知識が、レッドアラートを激しく鳴らしていた。

　セブンさん、力を貸してくれ！

　地を蹴って跳とんだ。落ちてくる奥さんの体へと、空中でタックルをかます。高峰とソファイアの頭上から搔かっ攫さらい、長なが椅い子すの群れへと落ち──

　カッ！

　オレの輪りん郭かくが閃せん光こうの中へと消える。爆ばく音おんが全ての音を消し去っていく。長なが椅い子すが吹き飛び、爆ばく風ふうで高たか峰みねとソファイアが転がった。

　──爆炎と破は壊かいの一いつ瞬しゆんが過ぎた。世界に輪郭と色が、そして音が戻ってくる。

　床が抉えぐれ、ちょっとしたクレーターができていた。チャペルの壁が吹き飛び、その向こうに夜空が覗のぞいている。

　オレはよろめきながら立ち上がった。青白い火が全身を包んでいる。

　ズルワーンが教えてくれる。これは〝ライムの毒〟──予あらかじめ人体に潜ひそませておき、任意のタイミングで着火できる、呪術式爆弾だ。瑠る衣いちゃんの記き憶おくの中で見た、万ま里り王おを焼いたものと同じ。取り付ける際にはややこしい儀式が必要だし、施せ術じゆつを受けた者の体には紋様が浮かび上がってしまうため、暗殺には向かないが、信用できない身内を粛しゆく清せいするのにはうってつけだそうだチクショウめ！

「ぐ、がは……っ！」

　高峰とソファイアは、少し離れたところに倒れていた。気を失っているのか、ピクリとも動かない。くうう、二人の着衣は乱れ、ヘソやら太ふと股ももやらが丸見えだ。呼吸に従って上下する神の造形美。生きているようなのでほっとしつつ、その様を見て、オレは焼け焦こげた体を再生させる。

「ハァ……ぐ、な、なんつーことしやがる……アンタの奥さんだろうが！」

「木で偶く人形だと言ったのは君だろう？」

「そうじゃねえ！　アンタは今、アンタの心の中の奥さんを消し飛ばしたんだ！」

　先生は笑った。オレはその笑顔に気け圧おされる。そこには突き抜けてハイな、澄み切った輝かがやきがあった。

「ははは、そうだ……その通りだ。もっと早くこうしておくべきだった。消化器系統から血管系、肝かん臓ぞう腎じん臓ぞう膵すい臓ぞう、栄養系、代たい謝しや系、神経系に至るまで、全てを維い持じするのには、とてつもない労力がいる。ゆかりはもういないというのに、僕は一体何に拘こだわっていたのか……ああ、解き放たれた気分だ、清すが々すがしいぞ！」

　先生が勢いよく両手を振るった。周囲に蠢うごめいていた黒いラインが波打ち、その先端がズガガガガッ！　次々と床に突き刺さってゆく……なんだ、何が起こるんだ!?

「ははは、ネクロノミコンは君に教えてくれたか？　教えてくれまい。ネクロマンシーは日進月歩だ。これは僕が開発した、銀ぎん河がにすら見せたことがない、正しよう真しん正しよう銘めいの奥おう義ぎだ……神は土くれより〝原初の人アダム・カドモン〟を造り上げた。ならば僕は、同じくして屍しかばねを積み上げよう……『天オー命ダー・屍山ドーン・血河オブ・のザ・黎明リビングデツド』！」

　グンッ！　先生は両腕を交差するようにして、ラインの束を力強く引いた。ドガガガガンッ！　その動きで吊つり上げられるようにして、床から姿を現したのは、無数の黒い直方体──あ、あれ、棺かん桶おけか！

　内側から爆はぜるようにして、蓋ふたが弾はじけ飛ぶ。ぽっかりと開いた深しん淵えんの向こうから、ドドドドドドドド、赤、赤、赤、赤、赤……止め処なく流れ出してくる赤黒い液体が、みるみる床を覆おおい尽つくしてゆく……うげっ、オレのエロ本が血まみれに！　ガッデム！

　そして、〝彼ら〟が現れた。

　銃を手にした、迷彩服姿の兵士たちがいた。錆さびた槍やりを構えた鎧よろい武む者しやたちがいた。重たそうな鎧を着込んだ騎士たちがいた──チャペルを埋うめ尽くす、年代も文化もバラバラな出で立ちの彼らに共通しているのは、皆土つち気け色の肌はだをしているということだった。

　彼らは声ならぬ鬨ときの声を上げ、オレへと向かってくる。一丸となり、血の河を踏ふみ越えやってくる。

　撃うち放はなたれる弾丸が、オレの全身を蜂はちの巣にする。間髪入れずに突き出される槍が、オレの胴体を刺し貫つらぬく。ほぼ同時に振るわれる剣が、オレの左腕を切り落とす。圧倒的な破は壊かいを前に、オレには成す術すべもない。バラバラになって、地獄を彩いろどるオブジェと化した。

　死者の兵団はオレの残ざん骸がいを踏み壊しながら進軍、高たか峰みねとソファイアへと向かう。

「ぐ、う、よ、よせ……やめろ……」

　オレは残された上半身と片腕だけで、血の河を這はいずる。

　もう痛みすら感じない。ただ寒くてたまらない。この寒さは、瑠る衣いちゃんの記き憶おくの中で感じたものと似ている。オレは死にかけているんだろう。

「そ、それはオレの大事なモンなんだ！　セブンさんとオトーサンの大切なモンなんだ！　壊さないでくれ！　ああクソ、おい、やめろっつってんだろボケがあぁぁ！」

　吐と血けつと共に、オレの絶ぜつ叫きようが空むなしく響ひびく中、無数の得物が二人の上へと振り上げられ、振り下ろされ──

「──『勅命オーダー・戦神ツアバー』！」

　ドガガガガッ！

　巻き起こる衝しよう撃げき。後退する死者の群れ。

　蠢うごめく人影を貫つらぬくように、梅つ雨ゆ明けの空より青い瞳ひとみが、オレを見つめていた。

　片腕で高峰を抱え、上体を起こしたソファイアの姿があった。すらりと伸ばされた片腕から伸びたラインが繫つながる先は……下半神様！　なんかズボンがはち切れそうなほどにムキムキだぞ！　でもあれは確かにオレの下半神様だ！

「ソファイア！　オマエ、大丈夫なのかよ、その……色々と！」

「はい、本当にご迷惑をおかけしました……」

　死者の群れはすぐさま態勢を立て直し、再度二人へと迫る。後こう悔かいと自責の念に彩いろどられたソファイアの瞳はオレから外れ、強い意志を宿してそちらを見た。

「『勅命オーダー・近接戦闘クラヴ・マガー』、フジ様！」

　ダダダダダッ、向かい来る死者の兵団へと、下半神様が疾しつ走そう、激突！　放たれる銃弾を受けながら、振るわれる剣けん戟げきを受けながら、下半神様は鋭するどい蹴けりを繰くり出す。

「フジ様、先ほどのあなたの動きは、まるっきりセブンそのものでした。見間ま違ちがうことはありません。わたくしは、ずっと一いつ緒しよだったから……そこに、いるのですか？」

　巻き起こる剣戟の渦か中ちゆう、額ひたいに玉の汗あせを浮かばせたソファイアが、息も絶え絶えに言う。

「ああ、いるぜ！」

　瑠る衣いちゃんのときと同じで、オレがいくら寂さびしいと思っても、この記き憶おくも技も、すぐに消え去っていくのだろう。オレのものではないから。借り物に過ぎないから。

　でも、今はまだ彼を感じることができる。

「セブンは、わたくしを……恨うらんでおりませんか？」

「お前を守れって。ただ、それだけだよ」

　オレが答えると、ソファイアの両目から透明な涙が溢あふれた。形のいいほっぺたを伝い、流れ続ける血河に注そそぐと、一筋の清流を描いた。

「ありがとう、セブン……お願い、どうかわたくしに、お姉様とフジ様を守る力を！」

　ソファイアの片腕はせわしなく閃ひらめき、孤軍奮ふん闘とうする下半神様に微細なオーダーを伝える……が、いくらなんでも多勢に無勢すぎだ！　圧おされてる！

　──カシャァァアンッ！

　そのとき先生の背後で、甲かん高い音が響ひびき渡った。

　夜の向こう側からステンドグラスを突き破り、乱入してきた人影は、そのままの勢いで八や尾お先生へと落下していく。両手に構えられたナイフが月光を反射して煌きらめいた。

　黒いベロアのジャケット、ウォレットチェーン付きのパンツ、チャラチャラしたアクセ。その顔面から胸元、両手の指先に至るまで、包帯でグルグル巻きにされている。な、なんだこのミイラ男！

「師匠シシヨォォォッ！」

　叫さけびと共に振るわれた刃は、ガキキンッ！　先生へと届く寸前で死者の兵団に阻はばまれた。鋼はがねと鋼が火花を散らす。

　あれ、この声……万ま里り王おか!?

「テメェは、一番やっちゃならねェことをしやがった！　誰だれであろうと、神であろうと、瑠衣を泣かせた奴ァ、この俺おれがブチ殺す！」

　ガキンガキン、死者の軍勢と火花を散らしながら、万里王は叫ぶ。

「万里王、完全に殺したと思ったが……なるほど、蘇よみがえったか。となると主は……」

　先生は、繊せん細さいにして大だい胆たんな指さばきで、無数のラインを操あやつりながら呟つぶやいた。その視線は万里王を離れ、ぽっかり外へと開いたチャペルの壁へと向く。その先に、軽い足音とともに、夜を半分背負うようにして、ヘルメットの人影が立った。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、師匠シシヨー」

「やはりお前か、プラトーン。不ふ肖しようの弟子どもが」

「私はもう〝プラトーン〟ではありません。自律型のゾンビがこれほどにスペックを食うものだとは知りませんでしたよ。万ま里り王おを蘇よみがえらせるには、我が兵団を捨てねばなりませんでした。故ゆえにこれからは、〝ツー・プラトン〟とでも名乗りますか」

「クロネクロを裏切るつもりか？」

「まるで御自身がクロネクロの代表であるかのような物言いですな……私が裏切るのは貴方あなた一人です。クロネクロにはクロネクロの大願がある。その上で自由にやれと、始祖は仰おつしやった……私は私の自由のために、貴方を打ち倒す。『指令オーダー・刃走破ブレードランナー』、万里王！」

　プラトーンからのオーダーを受け、縦じゆう横おう無む尽じんに万里王が駆ける。その軌き道どうに幾いく重えもの斬ざん撃げきの軌き跡せきと、血けつ風ぷうを撒まき散らしながら。反撃を食らってもなお、その足は止まらない。

　ソファイアが、万里王が、プラトーンが、そして下半神様が戦っている……オレもこんなトコで生ゴミみてーに転がってる場合じゃねえ！　おおおッ、動けオレの上半身！　動け！　動け！　動いてよォオッ！

　オレが血の海で七転八倒していると、ソファイアの腕の中でガバッ、高たか峰みねが身を起こした。全身が煤すすけており、その表情には、鉄面皮で覆おおいきれない疲ひ労ろうと苦痛がにじみ出ていた。

「高峰、大丈夫か！」

「お姉様、ご無事ですか！」

　オレとソファイアが同時に声を上げる。

　高峰は一度頭を振ると、キリッと顔を上げた。

「なんてことないわ」

　ホントかよ……コイツ、結構無理しがちだからな。

　高峰は素早く戦況に目を走らせる。

「なるほど、万里王とプラトーンが先生の注意を引いてくれているのね……この機を逃のがせば後はないか……不ふ二じ君、いける？」

「いや、行きてーのはヤマヤマなんだが、ちょっと無理くせえぞ！　圧倒的に足りてねーし、エロが！」

「エ、エロって……」

　高峰の眉み間けんにシワが寄る。

「私そういうの、さっぱり分からないんだけど……ど、どうしたらいいの？」

　ほおう、聞くのかそれを！　ビギュゥン！　オレの両目が光を帯おびる。

　答えは既すでに出ていた。『触らせてくれ』とか、『揉もませてくれ』とか、『挟はさんでくれ』、みたいなのはダメだ。三次元は刺し激げきが強すぎて死んじまう。かといって、見せてくれ系ではおそらく足りない……オレに必要なのは──そう、シンボルだ。オレは大きく息を吸い込んだ。

「ぱんてい！　高たか峰みねの！」

　倒置法を用いてきっぱりと言い放つ。

「え、な、なに──」

「ぱんてい！　高峰！　ぱんてい！　高峰！」

「み……見せればいいの？」

「違ちがう！」

　一つきり残った右腕をぶん回しながらオレは叫さけぶ。

「ぱんてい！　高峰！　ぱんてい！　高峰！　ぱんてい！　高峰！」

　ドフドフドフ、鼻息だけで大気圏外まで飛び出して行きそうなほどの勢いだ。こちとら必死だ。なにせ死者の群れは今まさに、騒ぎ始めたオレへと向かって来ているからだ。もうあと一撃でも受けたら、オレは壊れちまうだろう。

「う、うう……」

　高峰の視線がせわしなく、オレと死者の群れの間を行ったり来たりする。やがて俯うつむき、ぽつりと呟つぶやいた。

「……ソ、ソファイア、ちょっと背中、貸りるわよ……」

　か……勝ったァァァ！

「は、はい……あ、あの……お姉様、平気ですか？」

「へ、平気じゃないけど、しかたないでしょ……不ふ二じ君、こっち見ないでよ！　絶対絶対見ないでよ！　見たら殴なぐるからね！　ぐーで殴るからね！」

　大丈夫！　見たらおそらく死ぬ！

　高峰は煤すすを払って立ち上がると、必死にオレの下半神様を操あやつっているソファイアの影へと消えた。モゾモゾやっていたかと思うと、興こう奮ふんのあまりに失血死しそうになっているオレへと向かって、淡あわいブルーの聖なる布切れが、綺き麗れいな弧を描いた。

　ガシッ！

　片手でそれを受け取る。

「フォオオォッ！」

　オレの全身から湧わき上がる湯気。

　ぱんてい──少し、そう、少し温ぬくもったぱんてい──なぜただの三角形の布切れだというのに、これほどまでに男心を奮い立たせるのだろう。そう、これは既すでにぱんていではないのかもしれない。世の暗雲を打ち破る帝王……この御方こそが、〝破暗帝パンテイ〟なのか！

　ズリュッ……メリメリメリ！　オレの左腕が再生を開始する。傷はすべて消え去り、流れ続けていた血流は止まる。だが全力稼か働どう中ちゆうの下半神様は、戻って来ない。男の下半身ってのは言うことを聞かないもんだ。

「いい不二君、今からキミの体を操ります。身構えたりしないで、受け入れてね。キミが死にかけている今なら、機能するはずだから。ほんとはキミにこんなオーダーなんて使いたくなかったんだけど……ソファイア、合わせなさい！」

　高たか峰みねが片手を持ち上げ、叫さけんだ。

　ふへへ、必死に真ま面じ目めぶってやがるぜ！　オマエ今ノーパンなんだぜ？　死ぬほど恥はずかしいだろ？　ほっぺた真っ赤だぞケケケ！　オレ下げ衆すモード全開。

「はいっ！」

　ソファイアが応じる。

「『命令オーダー・疾走ダツシユ』、不ふ二じ君！」

　高峰のオーダーを受けると、上半身オレは勝手に走り出した──いや、走り出したっていうのかなコレ!?　ザブザブザブ、両腕で血の河を搔かくように、先生めがけて突進する。この様を小学生たちが見たら、妖怪テケテケが出たと泣き出すだろう。かなりホラーじゃね？

「『勅命オーダー・疾風ルーアハ』、フジ様！」

　ソファイアのオーダーを受け、ドバババ、激しい血ち飛沫しぶきを立てながら下半神様が疾しつ走そう、オレに並ぶ。そして、ドンッ！　上半身オレは両腕の力だけで跳とび上がった！　下半神様も後れて地を蹴ける！

　ガシィン！　空中にてドッキング、ザバッと血の河へと降り立つ。五体満足、完全復活を遂とげたオレの肉体は、オーダーの支配力から解き放たれる。うおっとっと、少しよろけつつ、そのままの勢いで死者の兵団へと突入を敢かん行こう。

「不二君、お願い！」

　背中に、ノーパン高峰の声を受けながら走る。

　下半神様が二人の傍そばを離れたということは、今、二人を守るものがないということだ。立ち止まるわけにはいかない。怯おびえている時間などない。

「うおおおおらああぐへっ！　うおおぐえっ！」

　ズガバシュドガズドン、幾いく重えもの攻撃がオレを襲おそう。だがオレは止まらない。もう何もオレを止められない。なぜなら、オレの口には人類の至宝、〝高峰の破暗帝パンテイ〟が咥くわえられているからだ。脱ぎたてホヤホヤだ。撃うたれ、斬きられ、突かれ、砕くだかれる端から、再生、再生、再生する。
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　無限かと思えるほどの痛みを経て、やがて死者の群れを抜けたとき、先生の視線は、オレを向いてはいなかった。それはオレを通り越して、高峰とソファイアへと注そそがれていたんだ。

　先生の片手が、そちらへと向けて振られる──ダメだ、遠い！　間に合わない！　高峰とソファイアが殺されちまう！　絶望に折れかけたオレの耳じ朶だに、声なき声が囁ささやいた。

『──大丈夫だ、フジユーマ信じろ、私と──お前自身を』

　体は、自然に動いた。

　左足を前へと踏ふみ出す。ギリギリギリ、両腕と両脚をそれぞれ交差し、二つの×字を描くようにして、オレは小さく丸まっていく。

　今はもう遠く思える、バス襲しゆう撃げきの日を脳のう裏りに思い出す。あのとき、どうしようもないほどオレの目に焼きついたセブンさんの背中を追うように──秘ひ宗そう拳けん、絶ぜつ招しよう、箭せん疾しつ歩ぽ！

　先生の両手が持ち上がる寸前、バキャ！　オレの踏ふみ込みが床板を踏み抜き、ドパァンッ、間かん欠けつ泉せんのような血の柱を生み出した。

　数十歩の距離を一歩で埋うめ、先生へと突っ込む。腰に添そえた右拳こぶしを、抜き払いながら──そこには秘宝〝高たか峰みねの破暗帝パンテイ〟が巻きつけられている！　うおお、今こそ暗雲を打ち破らん！

　あまりの速度に、オレの皮が、筋肉が、内ない臓ぞうが、骨が、感情が、思考が、魂たましいが、全て後方に流れ去っていくような気がした。ただ一つ、握にぎり込まれた拳だけが、神速──

　ゴッ！

　先生の体、鳩尾みぞおちへと打ち込んだオレの右拳に、会心の手ごたえが刻きざまれた。

「がはっ！」

　先生が血を吐はく。後ろへと二、三歩たたらを踏み、ぐわっと上げた顔は、鬼気迫る笑顔。尚なおも両腕を振り上げんとしたその顎あごへと、ズドン！　左掌打を打ち込む。

　先生が白目を剝むき、崩くずれ落ちた。

　同時に、ボファッ！　死者の軍勢は一斉に塵ちりに還かえった。屍しかばねの山も血の河も、跡あと形かたもなく消え去り、後には見る影もないほどボロボロになったチャペルの、茫ぼう々ぼうとした風景だけがあった。

　ふー……冷や汗あせを拭ぬぐうオレ。

　と、そのとき、パァンッ！　〝高たか峰みねの破暗帝パンテイ〟が、粉こな微み塵じんと砕くだけ散った──ノ、ＮＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！　家宝にしようと思ったのにー！

　うう、ああ、なんてこった……くっ、ありがとう、ありがとう、〝破暗帝〟……！

「──おゥおゥ、トドメを俺おれらにくれるってか？　ありがたく貰もらっとくぜェ……」

　そう言いながら歩み寄ってくる万ま里り王おは、オレ以上に満まん身しん創そう痍いの体だった。全身の包帯は血まみれで、片腕は床に転がっている。

　破暗帝が崩ほう御ぎよなされたショックからなんとか立ち直りつつ、オレは口を開いた。

「……やめてくれ、万里王」

「んあァ？　おい、どういう──」

「殺しちゃ駄目だ」

「は？　ふざけんなよテメェ！　瑠る衣いも俺も殺されたんだ、このままで収まるかよ！　あとサンをつけろ！」

「頼むよ、ここはオレに任せてくれ……お願いだ、万里王サン」

　オレは先生を背に、万里王に向かって立ちはだかりながら、血に汚れた包帯の隙すき間まから覗のぞく瞳ひとみをじっと見つめた。ややあって、先に目を逸そらしたのは万里王だった。

「……チッ」

　万里王は舌打ち一つ。踵きびすを返し、壁に開いた大穴へと向かう。途中で片腕を拾う。

「帰りましょうや、プラトーンさん……いや、ツー・プラトンさんでしたっけ？」

「暫ざん定ていです……よろしいんですか？　いやにあっさり引き下がりますね」

「いや、まァ、良かァないんスけどねえ……なんでかなァ……」

　万里王は半身振り向くと、オレを見て言った。

「瑠衣とそっくりな目ェしやがって……気に食わねェ野郎だ。馴なれ合うつもりはねェが、ま、一回だけ、見逃のがしてやるわ。早ェとこ瑠衣を蘇よみがえらせる方法を探してやらにゃあいけねェしよ。じゃァな、クソガキども。貸し一つだぜ」

　万里王はタン、と地を蹴けると、闇やみの向こうへと消えていった。

「やれやれ、気まぐれで我わが侭まま、面倒なゾンビですよ、まったく……では、まあ、そのような運びとなりましたので、これにて失礼させて頂いただきます。またいずれ。シロネクロの皆様」

　スッと定規で測ったような礼をし、そのままツー・プラトン（暫定）も消えていった。

　二人とすれ違ちがうように、高峰とソファイアがこちらへと歩いてくる。肩を組み、互たがいを支えるように、覚おぼ束つかない足取りで。オレは倒れた先生に注意を払いながら、そちらへと叫さけんだ。

「高峰！　ソファイア！　それ以上近付くな！」

　二人はビクリ、と足を止める。

「……不ふ二じ君？」

「フジ様、どうなさいました？」

　オレは二人の声を華か麗れいにスルーし、倒れたままの先生をじっと見つめた。

　あっちを離れるとき、オトーサンから聞いた話を思い出す……







　──慎しん一いち郎ろうは昔、本当に正義感に溢あふれる男だったんだよ。私も彼には随ずい分ぶんと助けられた。

　どうしてああなってしまったのか……実は、心当たりがある。

〝無ヴ尽アのリ悪オ意ラ〟……シロネクロの秘術たるズルワーンと対ついを成す、クロネクロの秘術。

　それはズルワーンのように、確固たる形と正義を持たない。

　自分を打ち倒した相手に乗り伝う染つり、そうやって次々に宿主を変えて己を増ぞう殖しよくさせ続ける、際限のない悪意の連れん鎖さだ。この世界にこびりつき、永遠に影を落とし続ける。

　ズルワーン同様、失われた魔術ではあるが……かつて慎一郎が討とう伐ばつしたクロネクロの中に、これを宿した者がいたのかもしれないと思ったんだよ。注意してくれ。




　──注意って、どうすりゃいいんスか？




　──まず、ヴァリオラが姿を見せるまで、こちらがその存在に感づいていることを、悟さとられてはならない。存在に気づかれたヴァリオラは爆ばく散さんし、周囲にいる人間の心に無差別にとり憑つくそうだ。この事態だけは、なんとしても避けねばならん。

　その浸しん透とう力りよくがどれほどのものかは、全く予想がつかない。心を強く保たもつことが出来れば、あるいは打ち勝つことができるのかもしれないが……







　……ジュバッ！

　オレの背後で、泥水を啜すするような音がした。

　肩越しに顧かえりみると、倒れ伏した先生の体から、無数の黒い糸が溢あふれ出した。それは黒く波打ち、一いつ瞬しゆんたわむと、ドキュキュキュキュ！　一斉にオレの体へと突き刺さった。痛みはない。

　あー、やっぱ宿ってたか……コレ絶対そうだろ。

　さて、どうなる？

「不ふ二じ君！」

「来んなっ！」

　ドクン、ドクン、ドクン……オレの心へと押し寄せる黒い感情。脳のう裏りに浮かぶ、この世の害悪を煮に詰めたようなイメージ。胎たい児じの餓が死し体たい、黒い海、泣き叫さけぶ女、拳銃を構える親友、ただ一人の病床、枯かれた森、首を吊つった夜の暗さ、嘲あざ笑わらう無数の声、出口のない回かい廊ろう、幼おさな子ごを招く手……

　それらは底なしの沼だった。口から鼻から毛穴から、ありとあらゆる穴から侵入してくる黒い沼水が、指先まで浸しん透とうしていく。全ての価か値ち観かんが裏返っていく。黒へ、黒へ、クロへ──

「は、こりゃ、きつい……」

　吐はく息すら黒く染まっているように思われた。目に映る全てが歪ゆがんでいた。

　心に広がる黒い沼に、次々に浮かぶ泡。

　高たか峰みねの心を傷つけたい。その顔が歪むのを見たい。それはきっと胸がすくような気分だろう。ソファイアの心を傷つけたい。驚きよう愕がくに見開かれた瞳ひとみから涙が零こぼれるのを見れば、きっとオレは安らかな気持ちになれるだろう……

「くっ……クソがよ！」

　オレは涎よだれを垂たらして叫さけぶ。無意識のうちに右足が、転がった先生の腹を蹴けりつけていた。言葉が口をついて出る。

「このクソティーチャー！　オマエが弱いせいでオレが……来んな！」

　駆け寄ろうとした高峰を怒号で制し、オレは腹に力を入れて、ブレまくる心を平常に保たもつ。

「ははは……わりーな、ちと、オレ、おかしくなってる。こりゃ、ダメだな……」

　何とかなるかなーと思ったんだけどな……ま、当然か。先生ですらおかしくなっちまうもん、オレが耐えれるわけねーか……

「っつーわけで高峰、ワリィけどオレさ──」

「だっ駄目！」

「人のセリフに割り込んでくんじゃねー！」

　黒い怒りが再さい燃ねんするオレ。ったく、勘かんが良すぎるんだよオメーは。オレがしようとしていることに気づいていやがる……いけね、ヴァリオラが爆ばく発はつしそうだ！　うぐぐぐ……体内で暴れるヴァリオラを必死に押さえつける。

「だめ……許さない！　許さないから！」

　今のオレには眩まぶしすぎて正視に耐えない瞳から、透明な涙が頰ほおを伝っていく。その輝かがやきから逃げるように、オレは後ずさる。

　高峰はポロポロと涙を零しながら、火ぶくれのできた片腕を上げ、オレへとヒュルン、ラインを伸ばした──トッ、オレの胸へと突き刺さる。

「『命令オーダー・傍にいてスタンド・バイ・ミー』……お願い、不ふ二じ君」

　ハッ、なんて顔してんだよ、オマエ……クール・ビューティーが台無しだ。

　オレの胸に流れ込む、強い強い〝想いオーダー〟が、心に蔓延はびこる悪意を、少しばかり抑えてくれる。大河の奔ほん流りゆうを堰せき止めんと、たった一つきり置かれた石コロにも似た儚はかなさで。

　高峰と繫つながるラインを、片手で握にぎる。

　オレはカンダタで、この糸を辿たどれば、仏様がいるんだ。

　壁に開いた穴の外、いつの間にか夜は去りかけていた。夏の明け方は美しい。薄はく明めいを受けてよろめきながら、オレは高たか峰みねの元へと、一歩、一歩、歩いていく。

　オレの中で、無限に脹ふくらみ続ける悪意が囁ささやく。お前が一人で苦しむ必要がどこにある？　良いじゃないか、オマエの味わっている苦痛を、彼女にも分け与えてやろう。それが愛するということだ。ほら、オマエを縋すがるように見上げてくる、この綺き麗れいな瞳ひとみに針を突き刺そう。二十本の指を全て逆に捻ねじ曲げよう。肩けん甲こう骨こつを力任せに剝はぎ取ってやろう。内ない臓ぞうを引きずり出してやろう。それが、それら全てが、愛するということじゃないか。

　──ああ、そうだ、その通りかもな。

　オレは高峰の腰に腕を回すと、力任せにその体を抱きすくめた。

　苦しげな吐と息いきとともに、高峰の体が震える。

　高峰は、拒こばまなかった。

「……駄目だよ、こんなの、嫌だ……」

　細い腰に片腕を、薄い背中に片腕を回して、オレは泣いている高峰を離さない。

　このままいたんじゃ、オレは高峰に酷ひどいことをしちまうだろう。高峰だけじゃない、たくさんの人に。そしていずれ誰だれかに殺されて……そんな連れん鎖さがいつまでも続く。

　こんなモンを、コイツや、ソファイアや、カンヤや、ヅカや、カーサンや、オヤジが住む世界に、瑠る衣いちゃんや、セブンさんがいた世界に、一片たりとも残しておいちゃいけねーんだ。

　だから、ここで終わりだ。終わりにする。

「へへ……ま、これくらいで、〝満足〟しといてやるよ」

　そして……ああ、オレは上う手まく笑えているかな？

　充じゆう分ぶんだろ。相手はこんな美少女なんだぞ？　しかもこいつ、思い出したけど、今履はいていないんだぞ!?　上々だよ、これくらいで……オレは自分に言い聞かせる。必死に言い聞かせる。

　未練が晴れ、体が崩くずれてゆく。

　心の中で、ヴァリオラが暴れている。

　殺せ犯せ刺せ抉えぐれ切れ開け叩たたけ砕くだけ啜すすれ喰らえ乱せ憎め……うるせーぞ！　好き勝手さえずってんじゃねー！　いーかげん諦あきらめろっつの！　オマエを倒す奴は、誰もいねーんだ。オマエはもう誰も恨うらめねーし、憎めねーし、妬ねためねーんだよ！

「フジ様！」

　ソファイアが涙声で叫さけんだ。あー……一度ぐらいアイツの男破威オツパイにも顔をうずめてみたかったな……でもまあ、高峰のおっぱい一筋ってことにしておくか。サイズは大したことないが、形は抜ばつ群ぐんに良いはず。

　遠い山の稜りよう線せんから、最初の光が一ひと筋すじ射した。崩れるオレの全身から、黒い煙がジュワジュワと噴ふき出しては空中へ消えていく。朝が来て夢のように消えるってのは、オレらしくもないロマンチックさだな……

　吹き込んでくる朝焼けの風。

　消えゆくオレの隣となりに、ぼんやりとしたオトーサンが立っていた。

『……これでよかったのかい、不ふ二じ君』

　オレは目を閉じる。拍子に涙が零こぼれちまった。どーにもしまらない。

　いやー、やっぱ生きたかったッスよ。高たか峰みねと一いつ緒しよに──オレは心の中で答える。

「高峰………………じゃあな！」

　世界が閉じる瞬しゆん間かんに、オレは高峰の叫さけびを聞いた。

「私、諦あきらめない！　絶対諦めないから──」




　──闇やみ。







　　終章　明日はネバー・ダイ







　──とにかく辺りは〝闇〟だった。

　目を開けているのか、閉じているのか、それすらもわからない。まぶたの感覚はおろか手足や胴体の感覚もない。あらゆる刺し激げきがここには存在しない。

　記き憶おく、思い出、感情……〝闇〟はすべてを飲み込んでいった。

　一つ一つ、抗あらがいようもなく失っていくたびに、〝自分〟がどんどん深く、安らかなところへと堕おちていくのがわかった。

　そして今はもう、〝自分〟が何者なのかもわからなくなった。

　──それでもまだ、ここにいる。寒くて、寂しいだけのこの場所に。

　全てを委ゆだねてしまえたら楽になれることだろう。中ちゆう途と半はん端ぱは一番つらい。

　最後に一つ、残ったもの。

　果てのない闇の中で何度も気が狂いそうになって、その度に心の奥から湧わき上がっては、〝自分〟を正気に保たもち続けるそのイメージは、今となっては囚人を繫つないだ鎖くさりのように思える。

　眩まぶしいほど真っ直ぐ、こちらを見つめてくる強い瞳ひとみ。それでいて優しい微笑ほほえみ。

　何なんだろうこれは。誰だれなんだろう。

　思い出すたびに、虫食いだらけの心がほんのりと暖かくなる。

　そして暖かさがあれば、それだけ周囲の寒さに気づかされる。

　愛という感情だと気づけば、もう二度と手が届かない事実を思い知って、叫さけびたくなる。

　一体いつまで、ここでこうしていればいい？　もう疲つかれた。考えることを──愛することを止められないまま。いつになったらオレは、この想いを捨てることができるんだ……




『──汝なんじの名は？』




　不意に、どこからともなく問いかけられた。女の子の声だ。

　ついぞ味わったことのない刺し激げきに、〝自分〟は強い光を当てられた闇やみに棲すむ虫のようにのたうちまわった。

　誰だ、誰だ……やめてくれ、苦しい！




『──お願い、答えて。キミの名前を』




　しばらくあって、おずおずといった感じに、もう一度呼びかけがあった。

　名前……？　〝自分〟の、名前……

　……

　…………

　………………

　ああ、確か、〝オレ〟は──







　────頭上には、七色の光が満ち溢あふれていた。

　うっすらと開いた視界の中で、大気に舞い踊おどる埃ほこりが煌きらめいている。

　ここは……天国か？

　オレは仰あお向けに寝ているようだ。背中側に体の重みを感じる。床と後頭部の間に、柔らかいような、硬いような、丁度いいような感かん触しよくがあって、それが頭を支えている。

　徐々に意識が覚かく醒せいしてくる……と、柔らかい感触はいきなり消え失せた。

　──ゴッ！

　オレの頭部は当然、床へと急降下。くたばれ万有引力。

「あだっ！」

　一気に目が覚めた。

「う……あー？」

　上体を起こす。その拍子に、それまで体を隠していた布が、さらりと落ちた。

　うお！　天国にしちゃあ、少し肌はだ寒いと思ったら、マッパじゃねーか!?　思わずグラビアアイドルっぽいポーズで局部を隠す。

　七色の光は、ステンドグラスを透とう過かしてくる陽光だった。薄暗い空間に差し込む光には、無信心者に神の国の存在を信じさせちまいそうな説得力があった。

　オレはぼんやりと周囲を見渡す。

　どっかの教会のようだが……あ、学校のチャペル。あれ、でもこんな新しかったっけ？　もっとボロッちかったよーな……

　あれ、オレ、どうしたんだっけ？

　ぼんやりと蘇よみがえってくる記き憶おくに戸と惑まどっていると、背後から声がした。

「こら、ねぼすけ」

　何事かと思って顔を向けると、降り注そそぐ光を受けて、ほっそりとした人影が佇たたずんでいた。あの果てしない闇やみの中で何度も何度も思い起こした、忘れようとしても忘れられない顔があった。完全に不意打ちだった。鼻の奥がツンとなり、涙が出そうになった。

「ひと月もぐっすりなんて、どんだけのんびり屋さんなの？」

「たっ──」

　オレは自分が今、全ぜん裸らであることも忘れて立ち上がると、喜びからくる涙と鼻水、そして妄もう想そうからくる涎よだれと鼻血の混じり合った体液をほとばしらせながら、飛びかかった。

「たかみぬえー！」

　ここはもう熱い抱ハ擁グ、続いて濃厚な接吻ベーゼしかあるまい！　んでもってその後は……ああっ、チャペルでそんなことしてイイのかな！　神様仏様ごめんなさい、でも愛って尊とうといものですもんねヒャッハー、遂とげるッ！

　桃色の家族計画を脳のう裏りに描きながら弧を描いたオレは、高峰に本で叩たたき落とされた。オレはハエか!?　ファースト・キスはコンクリの味がした。誰だれだ、レモン味だなんて言ったヤツは！

「落ち着きなさい！　また死んじゃったらどうするの！」

「……え？」

　おい……それってまさか……

　愕がく然ぜんするオレへと、高峰はそっぽを向いたまま、少しだけ申し訳なさそうに言った。

「今の私の実力じゃ、まだ君を人間として蘇らせてはあげられなかったの。そこのところは申し訳なく思うけど、人間に戻れるまで我慢しなさい。ね？」

「だ、だってオマエ言ってたじゃねーか！　ゾンビとしての二度目の復活は、不可能だって！　だからオレ、てっきり人間になれたのかと……」

「まあ……なんか、できたのよ。ほら、一応私、天才って呼ばれてるし？」

　なんじゃそりゃ！

　全ぜん裸らで床につっ伏したまま、わなわなと震えるオレはみじめだった。全裸だし。なんてこった……あんまりだ……あーんーまーりーだァー！

　オレはせめて、ああせめて、このズタボロになった精神を自ら救わんと、高たか峰みねへと問いかけた。

「な、なあ高峰、教えてくれ……オレのこと、好きか？　好きだよな？　ウンかハイかイエスで答えてくれ！　ウソでもイイから！　騙だましてくれ！　オレを綺麗に騙してくれ！」

　高峰は肩をすくめて言う。

「さあ？」

　そのほっぺたが少し赤らんで見えたのは……多分、見間ま違ちがいなんだろうな、畜ちく生しよォォォォ！

　ああ神様、一度でいい……せめて一度だけでもいい、オレは……女の子と！　えっちなことが！　してみてえんだよおおおおおおおおお！
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了









　　　あとがき




　はじめまして、多た宇う部べ貞さだ人とと申します。

　本著を手に取って下さった皆様は、どのような方でしょうか？　中学生？　高校生？　大学生……あるいは社会人の方でしょうか？　感無量です。本当にありがとうございます。

　心に残っている本はありますか？　漫画でも、小説でも、戯ぎ曲きよくでも。

　皆様の心にある本ほん棚だなの片かた隅すみに、この本は並ぶことができるでしょうか？　……なんならベッドの下とか、クローゼットの奥とか、人には言えない隠し場所とかでも構いませんので！

　本作の主人公である不ふ二じ由ゆう真まは、私が高校時代、『こういう風になれていたらなあ』という憧あこがれです……いや、彼と同じ状況に置かれるっていうのは真っ平御ご免めんですけれど！

　高校時代の私は女の子に声をかけるどころか、同性と猥わい談だんをすることすらできずに、文化系硬こう派はを気取って、ドロドロとした青春の衝しよう動どうをひた隠しにしていました。エロ本なんて持ってねーぜって顔して、かなり持ってました。もし当時私が死んでいたら、正当な資産として数えられ、遺産分配が粛しゆく々しゆくと行われる程の量。受け取る方も困るでしょう。死ななくてよかった。

　ひたすら軽く飄ひよう々ひようとして、漠ばく然ぜんとした不安や哀しみが目の前にあっても、『まあイイんじゃね？』と笑い飛ばせる明るさに、私は憧れていました。そしてそんなヤツが強大な苦難に直面したときに、どういう対応をするのか……それがこの作品の、テーマの一つです。

　……なんて、作者が後書きで作品を語るなんて、ダメダメですかね!?　只ひた管すら、読んで楽しんで頂いただければ、それに勝る喜びはありません。

　今後も由真には、沢山の痛みや哀しみを覚えてもらおうと思っています。『なんてことねーよ』と、やつぁー言ってくれるでしょうか。

　さて最後に、私事となりますが、この場を借りてお礼の言葉を述べさせて下さい。

　第十七回電撃小説大賞、選考委員の皆様。お引き立て下さったこと、感謝の言葉もありません。精しよう進じんして参ります。

　担当編集の佐さ藤とう様、粂くめ田た様。偏へん屈くつな若じやく輩はい者ものですが、今後とも何なに卒とぞお導みちびき下さい。

　木き村むら樹しげ崇たか先生。頂いたイラストが嬉うれしくて、一日中眺ながめておりました。

　うっかり者の膨ぼう大だいなミスを指摘して下さった校こう閲えつ様。授賞式でお世話になった先輩作家の皆様方。出版に携たずさわっていただいた全ての皆様に、尽きせぬ感謝を。

　そして、某ぼうウェブサイト〝Ｇ〟の管理人様、いつも遊ばせていただいてありがとうございます。Ｇの皆もありがとう。

　そしてそしてなによりも、読者の皆様方。いつか皆様の心の本棚に、ズラリと並べて頂けるように、頑がん張ばって参ります。

　それでは、名残なごり惜おしくも、またお会いできる日を願って。


多宇部貞人
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　クロクロネクロ







　樽たる多た露ろ市し南部に位置する、寂さびれた商店街の一角に、その小さな喫きつ茶さ店てんはあった。

〝純喫茶シェオール〟。

　純喫茶。いまどき純喫茶。喫茶店業界の生きた化石シーラカンス。逆に新鮮ですらある。

　カウンター席が六つ、テーブル席が三つの小ぢんまりとした店内には、派手な装飾は一切ない。しっくりと落ち着いた色合いの調度類が、朝日を浴びている。

　樽多露警察署の警部・陣じん内ないは、出勤前に時間がある日はこの店にやってくる。窓際のテーブル席に腰を下ろし、バターの染みたふわふわの厚切りトースト、ゆで卵、ミニサラダにコーヒーがついてなんと三八〇円というお値打ち価格、そんな純喫茶ならではのモーニングセットを注文すると、備え付けの新聞を開いた。朝食を取りながら、記事に目を走らせる。流石さすがに早朝、カウンターの向こうに初老の店主がいる以外、人影はない。

　何ものにも邪魔されない、安らぎのひと時──そのはずだった。

　勢いよく扉が開かれ、ガランガランガランとドアベルがけたたましく鳴り響ひびいた。

「──おッ、居た居た！」

　ドアベルよりも喧やかましく語りながら、闖ちん入にゆう者しやはドカドカドカ足音を鳴らしてやって来ると、陣内の対面にドカッと無ぶ遠えん慮りよに腰を下ろした。

　陣内はそこでようやく、新聞から顔を上げた。

「……何か用ですか？　〝何でも屋〟の岸きし谷たに万ま里り王お君」

「何か用ですか、じゃねェスよプラトーンさァん！　電話出て下さいよ電話ァ！　探しまくって署まで行っちまいましたよォ！」

　全身包帯姿の闖入者──万里王は、ズイッと嚙かみ付きそうな勢いで上体を乗り出した。

　陣内は眉まゆをひそめる。

　自分を訪ねてきた常識外れな包帯男に対して、署の人間たちがどういう対応をしたのか……考えたくはない。

「君と違ちがって私は忙いそがしいんですよ。あとその名前で呼ばないで下さい。それで用件は？」

　陣内が溜ため息いき混じりに返すのに、万里王はパン、と両手を合わせ、

「これ、このとォり、次の〝交流会〟、紹介してくだせェ！　俺みてェな下っ端にゃあ、なかなかお呼びがかからねェンスよ」

　陣内は訝いぶかしげな顔をした。

「以前、苦手だと言っていませんでしたか？」

　万ま里り王おは顔を歪ゆがめる。

「エェ、気に食わねェスよ、偉えらそうに先輩風吹かせてる連中に、ペコペコしなきゃならんのはねェ……けどまあ、禁じられた術やら秘術やら、ヤッパ色々と知ってやがるでしょ？　四の五のいってらんねェんスよ！　瑠る衣いの為に、やれることはナンだって、全部してやりてェんだ！　お願いしまスよ、プラト──」

「『指令オーダー・艱難辛苦マツクスペイン』、万里王」

「あぎゃああああ！」

　陣じん内ないが素早くオーダーを飛ばすと、万里王が七転八倒し始めた。

「あっ！　あっ！　あっ！」

　二人がけの椅い子すの上に倒れ込み、ビクンビクン、白目を剝むいて痙けい攣れんする。思わず目を逸そらしたくなる光景だ。

　マックスペインは、本来肉体的な痛みに対して鈍どん感かんなゾンビに、痛つう烈れつな苦痛を与えるために、クロネクロが編み出した、非人道的なオーダーの一つだ。

「何度言えばわかるのですか。普段は陣内と呼びなさい」

　そう申し付けてから、陣内は術を解いてやる。

「ハァハァ……グッ、ウグッ……いや、陣内さん、今いま更さら、バレバレじゃないスか……ゲッホゲッホ、ハァハァ……オエェ！」

　涎よだれダラダラでなんとか身を起こす万里王。

「気持ちの問題です。仕事とプライベートはきっちり分けたいのでね……まあ、〝交流会〟の方は承しよう知ちしました。落ち着いたらこちらから連れん絡らくしますので、大人しく待っていて下さい」

「へェへェ、わかりましたよォ！」

「ハイは一回」

「へェ！」

「……オーダー・マックスペ」

「ハイッ！」

　万里王は怒ど鳴なられた海兵隊員の如ごとく、背筋をピーンと伸ばして叫さけんだ。軍ぐん曹そうが見ていたら、うちに来て妹とファッ●して良いと言ってくれるかもしれない。

　陣内は新聞を畳たたむと、うっすらと笑みを浮かべる。

「素直で結構。ではご褒ほう美びをあげましょう」

　万里王は訝いぶかしげな顔をした。

「ご褒美ィ？」

「以前から貴方あなたが探していた、〝賢者の石〟についての情報です」

　ガタン、と再び万里王が立ち上がった。その両目には、獲物を前にした猟りよう犬けんの目と同じギラつきが宿っている。

「何かわかったんスか？」

　賢者の石──あるいは、哲学者の石。

　生命の神秘と物質の構造に通じる最古の魔術のひとつ〝錬金術アルケミー〟において、最高峰の技術を用いて生成される伝説級の物質マテリア。不老不死の霊薬を作り出す素材になるだの、卑金属を黄金に変える力を秘めているだのと伝えられているが、その本質とは即すなわち〝現実を改かい竄ざんする力〟にある。

　万ま里り王おはずっとこの石を探し求めてきた。瑠る衣いを人間にしてやりたいという一心で。

「カリフォルニア州に住む投資家のサルマン・リガルディー氏が所有しているという情報が入りました。近日中に私が──」

　陣じん内ないが言い終わらぬうちに、万里王はロケット・スタートで駆け出していた。

「マジ感謝ァ！」

「『指令オーダー・停止ストツプ』、万里王」

　陣内のオーダーを受け、走り出した姿勢のまま全身が硬こう直ちよくした万里王は人間魚ぎよ雷らいと化し、頭からカウンターテーブルへと突っ込んだ。店内にメゴッという嫌な音が轟とどろいた。

「……ッアー……？」

　ヨロヨロと立ち上がると、首の調子がなにやらおかしい。前後左右にブラブラとして定まらない。どうやら頸けい骨こつが折れたようだ。

「クソッ！」

　両手で左右から首を押さえて固定する。ふと視線を感じてそちらを見れば、店主がグラスを磨みがく手を止めて、じっとこちらを見ていた。

　万里王の両目が釣り上がる。

「何見てんだ？　お？　殺すぞ？」

　店主は別段怯おびえた様子もなく、泰たい然ぜん自じ若じやくとしてグラスを磨く作業に戻る。

「チッ！」

　いつもなら軽く暴ボ行コッて気分爽そう快かいリラクゼーション・コースと洒落しやれ込むところだが、この店主、どことなく得体が知れない。妙みようなオーラがある。騒がせるのも本意ではなし、ここはグッと堪こらえ、万里王はズカズカとテーブルへと戻る。

「ちょ、プラ──陣内サン、洒落になってねェスよ！　クビ折れましたよ首！　手ェ離すとずっとお辞儀状態なんスけど！　俺おれどんだけ礼儀正しいんスか」

　万里王にも自己修しゆう復ふく機能は備わっているが、高たか峰みねのゾンビほどのぶっ飛んだ性能はない。しばらくは生活に苦労しそうだ。

「洒落になっていないのは貴方あなたの短たん絡らくさです。一人で先走って、どうするつもりですか？」

「ンなモン、いつも通りスマートにやりますよォ？　サーモンだかシーマンだか知らねェがメリケン野郎なんざァ、俺が脅おどしてやりゃあ一発ッしょォ？」

　陣じん内ないはコーヒーを一口、何度目かになる溜ため息いきを吐ついた。

「私に迷惑をかけたいんですか？　それなりに地位も名声もある相手です。貴方あなたの手口でやると、大きな事件になって目立ってしまいますよ。近日中に私が交渉しますから、それまで辛抱なさい」

「……ウス」

　脳のう裏りにちらつく激痛の記き憶おくに、万ま里り王おが渋々答えると、陣内は席を立った。

「しかしまあ、最近、本当にこちらも忙いそがしいのでね。いつとは確約できかねますが」

「ああ、噂うわさの〝謎なぞのテロリスト〟スか？」

　と、万里王。

　金額次第でよろず荒事を引き受ける〝何でも屋〟をやっている万里王は、悪い仲間やクライアントたちによって形成される独自の情報網を握にぎっており、町の裏事情にはそれなりに精通している。

「もうそちらにも情報が回っていますか……」

　一応は情報統制も敷しかれているのだが、人の口に戸板は立てられないようだ。

　──新進気き鋭えいのテロリスト、通称〝名無しエマノン〟。

　政治思想から所属に至るまで、全てが謎に包まれており、派手な事件を立て続けに起こしているわりには、全て未み遂すいで終わっている。警察に尻しつ尾ぽを摑つかませない周到さと、犯罪遂すい行こうに対するこだわりのなさから、愉ゆ快かい犯はんにカテゴライズされている。

「まったく、あちらもこちらも、面倒な仕事を増やしてくれますよ……万里王、貴方まで私を煩わずらわせることのないよう、くれぐれも自重しなさい」

「ウッス」

「まったく……私は何だってこんな面倒なゾンビを……」

　陣内はぼやきながらレジスターに向かうと、料金を支払い出て行った。

「毎度」

　と、店主がその背を送り出す。

「ふー……それにしても、クソッ、これマジでやべェだろ。どうなってんだコレ……」

　と、万里王がぼやく。

　両手でゴリゴリと首の位置を直していると、ふと視線を感じた。両手で首をそちらに向ければ、店主がまたじっと万里王を見ていた。

「──あ？　ンだよ？　見んなっつったろうが！」

　万里王がスゴんでも、店主は泰たい然ぜん自じ若じやくとしている。その両手が、スッと奇妙な動きをした。

「!?」

　あの動きは……マックスペイン!?

　戦おののく万里王を他よ所そに、店主の両手はゆっくりと動くと、レジスター脇わきの伝票束を持ち上げた。ちびた鉛筆を一いつ緒しよに持つと、店主は口を開いた。

「ご注文は？」

　……。

「──ねェよ！　テメェはなんなんだ！　悟さとったような顔しやがって、仏ぶつ陀だか！　もう出てくっつーんだよ、空気読めや！」

　一頻しきり爆発し、ハァハァと息を吐つく。店主は相変わらず表情を変えない。気け圧おされる万ま里り王お。

「クソッ、ナメやがって……二度と来るかよこんな店！　おゥ行くぞ、ル──」

　言いかけて、一いつ瞬しゆんの沈黙。

「──チッ！」

　荒々しく舌打ちして、ドカドカと大おお股またで出て行った。

　喫きつ茶さ店てんに入っておきながら何も頼まずに出る。まさに外げ道どう。

　だが店主は慣れたものだ。人間六十年以上生きれば、大概のことは気にならなくなる。

「またのお越しを」

　店主は別段気にした風もなく言うと、食器の片づけを始めた。

　全身包帯まみれのくせに、妙みように元気な若者のことは、しばらく店主の頭に残っていたが、やがてお得意様方がやってくる時間帯となり、忙いそがしさの中に埋うもれていった。
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多た宇う部べ貞さだ人と

↓著者遺影（イェイ！）

一九七八年愛知県生まれ東京育ち、東京在住。

二〇一〇年、長年の夢だった文筆業に就くことが叶い、嬉しさの余り死亡。その後、小説を書いていきたいという未練を糧にゾンビとして復活。
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木き村むら樹しげ崇たか

はじめまして木村と言います。歳は食ってますがまだまだ駆け出し。お仕事頂いて早々、大風邪を引き大ピンチでしたがこれから頑張っていきますのでよろしくお願いします！
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多た宇う部べ貞さだ人と








二〇十三年七月二十五日　配信









発行者　　塚田正晃

発行所　　株式会社アスキー・メディアワークス

　　　　　〒一〇二─八五八四　東京都千代田区富士見一─八─十九







(C)2011 SADATO TAUBE/ASCII MEDIA WORKS











本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。









[image: ]




item/image/cover.jpg
ayﬁ_._snﬁk
T INK /.K M, m\m_..\






item/image/p155.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/t271.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p267.jpg





item/image/p145.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		一　アナザー・デイに死ね



		二　月のレイカー



		三　ずっとハイ



		四　デイライツの中で



		五　世界はノット・イナフ



		六　ノオ教授



		七　君の瞳がオンリー



		終章　明日はネバー・ダイ



		あとがき



		クロクロネクロ



		奥付











item/image/p056.jpg





item/image/p099.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/p016.jpg





item/image/k001.jpg
Yadato Taube

. NIFED=<

AIMANCE Rlack Nlecromance
n X\ ETRIRHR
U Yihigetaka Rimura






item/image/k004.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/k005.jpg
\W hite Necromancer % Rlack Necromancer, / '
R AR NRAAANIANRI /
CENSIYEINIY

= PHUPPEEE M | /
£ ol
2 Jolny

@
A bl
R DR

&
o) B CEIESS=oiy |

=

/
/

Designed by Toru Suzuki






item/image/photo.jpg





item/image/p250.jpg





item/image/t009.jpg





